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海外校シリーズ
ハノイ日本人学校
アンカレッジ補習授業校

受け入れ校紹介
東洋大学附属姫路中学校・高等学校
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今月の顔
神森真理子さん
ジャパントラディショナルカルチャーラボ（株）代表取締役

第１回「わたし発、世界着 ∞」（ワタセカ）プロジェクト
動画募集（海外子女教育振興財団）P44ご参照
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普 通 科
9 コ ー ス

h t t p : / /www . h a k u h o j o s h i - h . e d . j p

白鵬女子とは

Aim high!
Hakuho 帰国生入試随時実施

帰国生用の寮を完備
転編入入試も随時実施

2 0 2 2年度入試

進学アドバンス 進学スタンダード グローバルアドバンス グローバルスタンダード メディアアート表現
2022 New! 2022 New! 2022 New! 2022 New! 2022 New!

スポーツ 保育 フードコーディネート 総合

〒230-0074   神奈川県横浜市鶴見区北寺尾四丁目10番13号
TEL：045-581-6721　FAX：045-571-3372白鵬女子高等学校

2022年
コース新設

9コース制へ
●普通科９コース制。自分の進路に合わせた
コース選択と、特色あるカリキュラムが
夢へとつながります。

●本校には外国籍の生徒や海外からの留学生も在籍しています。
●海外14か国に姉妹校、交流校があります。交換留学で海外校も
毎年多数来校しています。

●語学力を活かして難関大学に合格した生徒が多数います（横浜
市立大学・早稲田大学・慶應義塾大学・国際基督教大学・上智
大学・立教大学・学習院大学・法政大学・津田塾大学・明治学
院大学・成城大学・成蹊大学・東洋大学・フェリス女学院大学
など）。海外の難関大学にも合格者が多数います（マンチェス
ター大学、ブリストル大学、リーズ大学、サセックス大学、イー
スト・アングリア大学、浙江大学など）。
●学校の敷地内や徒歩数分の所に寮を完備しています。清潔感の
ある施設で、食事も提供されますので安心して学校生活を送る
ことができます。

http://www.hakuhojoshi-h.ed.jp/


https://www.klas-ac.jp/


お申し込み・お問い合わせ・資料請求はお気軽にどうぞ。
お電話で  国際部  +81-3-5954-1161
パソコン・携帯で　早稲田アカデミー　帰国生 検索

早稲田アカデミー オンライン校

「海外からも、首都圏の難関校受験にチャレンジしたい…」
そんな方に向けた待望のサービスをスタートします。
これまでに培った「双方向Web授業」の経験とノウハウを結集して、
対面と変わらぬ志望校別対策授業をご自宅で。

海外からも、首都圏の難関校にチャレンジできる

■小6対象 NN志望校別コース

■中3対象 必勝志望校別コース

開成クラス 麻布クラス 武蔵クラス 桜蔭クラス

筑駒必勝クラス 開成必勝クラス 国立必勝クラス 早慶必勝クラス 難関必勝クラス

女子学院クラス 雙葉クラス 早実クラス 早稲田クラス
早大学院クラス 慶應義塾普通部クラス 駒場東邦クラス 渋谷幕張クラス

詳細・お申込はこちら

最高レベルの
志望校別対策 双方向Web授業

20 2 1年　帰国生合格実績　Webで公開中！

海外生・帰国生教育 法人向けサービス開始
早稲田アカデミーは、海外在住で帰国後に日本の中学校・高校へ
進学予定のお子様を積極的にサポートしています。
海外への赴任前・赴任中・帰国後のお子様の教育に関して、
人事ご担当者様に代わってバックアップ致します。
※入会費・年会費は一切かかりません。
詳しくはホームページをご確認ください。

詳細はこちら

無料

無料

小６・中３　生徒　対象

映像配信

映像配信

無料オンライン海外受験講演会
8/2 月 ～ 31 火

講座受講生 滞在国（例）
シンガポール・タイ・上海・
ドイツ・ロシア・アメリカ

帰国生入試 出願ガイダンス
9/20 月 より公開

12/6 月 ～ 17 金

小６・中３　保護者様　対象

英語力判定テスト〔第２回〕
8/22 日　※自宅受験可

オンライン
参加可

オンライン
参加可

無料帰国生集まれ講座

9/23 木㊗  （小６）17：00～18：30 ※日本時間（中３）19：30～21：00 ※日本時間

詳細はこちら

小６・中３　生徒・保護者様　対象

詳細はこちら

帰国生入試を熟知した早稲田アカデミー国際部が例年海
外で実施している受験講演会を、オンラインで公開しま
す。今年は首都圏だけでなく、関西・中京圏の帰国生入
試情報もお届けします。

2022年の帰国生入試受験予定の生徒およびご家庭を対象とした講座です。
入試の面接本番において「海外経験をどのようにアピールするか」などの
面接のポイントや、この時期に進めておくべき面接の準備などについてお
伝えします。

（小６）1/11 火 ～ 30 日 （中3）1/11 火 ～ 2/5 土

御三家中・早慶中などの難関校を目指す小6帰国生、開成
高・国立附属高・早慶附属高を目指す中3帰国生のための入
試直前に行う特別講座です。少人数制の授業で、面接練習
や作文添削も実施しています。

帰国生入試の英語に必要な「文法」「長文読解」「エッセイ」、
3つの問題形式における総合的な英語力を判定します。

12月に受験帰国される小学6年生を対象とした講座を開講します。1月・2月の帰国
生入試難関校（聖光学院中・渋谷教育学園幕張中・渋谷教育学園渋谷中・海城中・
攻玉社中・洗足学園中・慶應義塾湘南藤沢中等部など）
の入試レベルの演習を行います。英語は英文法やエッセ
イなどお子様の需要に応じた内容で授業を行います。

中学は11月、高校は12月から始まる帰国生入試。早稲田アカデ
ミーの国際部スタッフが、志望校の確定、出願についてアドバイ
スいたします。また、願書の書き方についても詳しく説明します。

詳細はこちら

詳細はこちら

無料

志望校別オープン模試
完全志望校別模試で現在の実力・合格可能性を判定

オンライン校入会試験
小６　対象

小６　生徒　対象

プレ冬期講習会
小６　生徒　対象

詳
細
は
こ
ち
ら

詳
細
は
こ
ち
ら

詳
細
は
こ
ち
ら

入試直前対策講座
オンライン
参加可

第２回 必勝志望校判定模試
受験科目・レベル別の志望校判定と評価
※7/5よりHP公開予定

中３　対象

https://www.waseda-ac.co.jp/info/2021/detail/online_school.html


C O N T E N T S

海外子女教育
休憩時間 長縄跳び
（アンカレッジ補習授業校）

2 連載　ＡＧ５だより ＡＧ５運営指導委員・目白大学専任講師　近田 由紀子
 日本人学校オンライン教員研修
～コロナ禍前の環境整備・試行錯誤、そして合同研修の充実へ（マニラ、大連、青島の日本人学校）～

6 今月の顔　　神森 真理子さん（ジャパントラディショナルカルチャーラボ㈱ 代表取締役）

8　特集１　教育相談員座談会  異文化での子育てで大切なこと
17　特集２　からだのふしぎを工作で体験
27　連載　１都１道２府４３県めぐり　熊本県

28　 ◆受け入れ校紹介～学校会員ファイル◯221◆　東洋大学附属姫路中学校・高等学校

30　連載　家族／クロスカルチャー
行く先々で貴重な体験を（前編）

33　連載　ことばキャンプ　　相手が話したくなる「聞く耳モード」

34　海外校シリーズ ハノイ日本人学校
アンカレッジ補習授業校

38　連載　「ＫＡＮＪＩ」はおもしろい！　　Kanji for Insects…and More！？

39　子どもの本棚

40　聞いてみよう！子どもの教育　　海外子女教育振興財団 教育相談員　後藤 彰夫
　　 ―  海外暮らしが長くなり、子どもは現地にどっぷりつかっています。日本語も怪しくなってきました。

帰国の目途は立っていません。このままでよいのでしょうか。

43　ニュース お知らせ

46　海外子女教育振興財団　2021年度サービスのご案内

48　連載　挑戦！にほごんの日本語検定

ハ
ノ
イ
の
人
々
（
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
）

8

海外子女・帰国子女教育の振興をはかるために、海外で経済活動を展開している企業・団体によって
1971年に外務省および文部省（現 文部科学省）の許可を受け財団法人として設立されました。それ

以来、政府の行う諸施策および維持会員の要望に相呼応して幅広い事業を行っています。2011年4月1日に公益財団法人に移行しました。財団の
事業は、おもに維持会員からの会費によって成り立っています。財団のサービスはどなたでもご利用いただけますが、維持会員の皆様には有料サ
ービスを無料または割引にて提供しています。（ 維持会員一覧表　https://www.joes.or.jp/kaiin/ ）

＊維持会員企業・団体所属のかたはウェブサイト上 ( https://joes-kaiin.jp/joesportal/ ) でも閲覧いただけます。
　閲覧にあたって必要となるグループＩＤは、所属先の企業・団体へお問い合わせください。

海外子女教育振興財団
公益財団法人

No.582    2021
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在外教育施設の高度グローバル人材育成拠点事業（https://ag-5.jp）

日本人学校オンライン教員研修
～コロナ禍前の環境整備・試行錯誤、そして合同研修の充実へ（マニラ、大連、青島の日本人学校）～

ＡＧ５運営指導委員・目白大学専任講師  近田 由紀子
　オンライン会議・研修会等が当たり前になってきた今日この頃ですが、少し遡って振り返ってみると、
どうでしょう。2020年、コロナ禍となり次々に起こる事態への対処に、先生方は試行錯誤し、できるこ
とから取り組もうと必死でした。本稿では、マニラ、大連、青島の日本人学校が、ITも研修内容も他
校に先駆けて行ったオンライン教員研修への取り組みや、先生方の思い、参加者の感想などを紹介し
ながら、オンライン教員研修の成果や可能性について考えてみたいと思います。
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ナ
禍
以
前
、
一
部
の
企
業
等
で
は

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が
日
常
的
で
し
た
が
、

一
般
的
で
は
な
く
、
教
育
現
場
で
は
ほ
と

ん
ど
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

二
年
前
の
そ
の
よ
う
な
中
、
二
〇
一
九

年
度
か
ら
Ａ
Ｇ
５
「
日
本
人
学
校
に
お
け

る
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
・
バ
イ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル

人
材
育
成
の
た
め
の
日
本
語
力
向
上
プ
ロ
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ラ
ム
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発
」
に
お
い
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
教
員
研
修
に
も
取
り
組
み
始
め
た
の
が
、

マ
ニ
ラ
、
大
連
、
青
島
の
日
本
人
学
校
で

す
。

コ
ロ
ナ
禍
前
の
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ン
ラ
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ン
会
議
・

研
修
で
築
い
た
基
盤

各
校
の
Ａ
Ｇ
５
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当
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師
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Ａ
Ｇ
５
運

営
指
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が
ス
カ
イ
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e C
hat

等
を
使
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
打
ち
合
わ

せ
を
し
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の
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
の
始

ま
り
で
す
。
現
地
を
訪
問
し
て
対
面
で
の

教
員
研
修
を
実
施
す
る
前
に
、
各
校
の
状

況
を
把
握
し
、
実
態
に
合
わ
せ
た
研
修
を

企
画
・
準
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
事
情
に
よ
り
、
使
え
る

通
信
ア
プ
リ
は
様
々
で
し
た
が
、
メ
ー
ル

や
電
話
で
は
伝
わ
り
に
く
い
こ
と
も
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
顔
を
合
わ
せ
て
話
す
こ
と

に
よ
り
、
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
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適
切
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Zoom

を
使
い
始
め
た
の
は
、
十
一
月

か
ら
で
し
た
。
翌
年
二
月
に
マ
ニ
ラ
日
本

人
学
校
で
開
催
さ
れ
る
日
本
人
学
校
合
同

研
究
会
に
向
け
て
、
オ
ン
ラ
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ン
参
加
者

も
想
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し
て
の
取
り
組
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た
。
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日
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・
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、
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授
業
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け

て
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ミ
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レ
ー
シ
ョ
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ね
、
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月
末
、
初
め
て
の
日
本
人
学
校
合
同
研

究
会
の
開
催
ま
で
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ぎ
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け
ま
し
た
。

合
同
研
究
会
当
日
は
、中
国
で
のZoom

使
用
が
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と
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り
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青
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の
日

本
人
学
校
の
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表
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
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イ
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提

示
す
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の
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と
変
更
し
ま
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た
。
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北
・

台
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の
後
、
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ラ
日
本
人
学
校
の
授
業
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開（
一
・
二
・
三

年
日
本
語
学
級
、
五
年
在
籍
学
級
）は
、各

教
室
か
らZoom

で
配
信
し
、
他
校
の
参

加
者
は
公
開
授
業
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
参

観
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
体
会
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
文
部
科
学
省
国
際
課
長
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め
、
他
校
の
参
加
者
と
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ニ
ラ
の

教
職
員
が
学
び
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
頃
、
世
界
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コ
ロ
ナ
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入
。

日
本
人
学
校
の
教
育
活
動
も
巻
き
込
ま
れ

て
い
き
ま
し
た
が
、
日
本
人
学
校
合
同
研

究
会
に
向
け
た
Ｉ
Ｔ
環
境
整
備
や
研
修
の

実
績
が
、
こ
の
後
、
功
を
奏
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

試
行
錯
誤
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
た

オ
ン
ラ
イ
ン
教
員
研
修

二
〇
年
度
の
教
員
派
遣
や
対
面
で
の
学

校
再
開
の
目め

処ど

が
立
た
な
い
中
、
マ
ニ
ラ
、

大
連
、
青
島
の
日
本
人
学
校
の
先
生
方
は
、

前
年
度
に
整
え
た
Ｉ
Ｔ
環
境
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
授
業
（
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
）

を
始
め
ま
し
た
。
何
も
か
も
初
め
て
の
こ

と
で
し
た
が
、
三
校
の
先
生
方
は
、「
Ａ

Ｇ
５
で
Ｉ
Ｔ
環
境
を
整
備
し
始
め
た
頃
は

と
て
も
苦
労
し
た
け
れ
ど
、
そ
の
お
か
げ

で
す
ぐ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
て
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
り
、
他
の
日
本
人
学

校
に
先
駆
け
て
様
々
な
取
り
組
み
を
始
め

ら
れ
ま
し
た
。

同
時
に
、
ど
の
先
生
方
も
何
が
正
解
で

何
を
ど
う
し
た
ら
効
果
的
な
の
か
手
探
り

状
態
に
あ
る
こ
と
へ
の
不
安
を
抱
え
て
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
良
い
方
法
は
な
い
か
と

情
報
も
強
く
求
め
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

二
一
年
六
〜
八
月
の
三
カ
月
間
に
集
中
し

て
、
表
１
に
示
す
オ
ン
ラ
イ
ン
教
員
研
修

を
三
校
の
教
員
に
向
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

六
月
の
情
報
交
換
会
で
各
校
の
現
状
や

課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
、
そ
の
課

題
解
決
の
た
め
に
、
七
月
に
は
マ
ニ
ラ
と

青
島
の
日
本
人
学
校
の
先
生
方
が
自
主
的

に
研
修
を
企
画
・
公
開
し
ま
し
た
。Zoom

………………………………………………………………………………………………………………………シリーズ
 日本人学校・
　  補習授業校を
　　　応援します！
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に
よ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
の
授
業
は
、
当
時
本
当
に
先

駆
け
で
、
新
し
い
取
り
組
み
に
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
八
月
に
は
、
国

内
待
機
中
の
派
遣
教
員
が
す
ぐ
に
各
校
の

取
り
組
み
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
日
本
語

力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
関
す
る
研
修

を
企
画
・
実
施
し
ま
し
た
。
ど
れ
も
必
要

に
迫
ら
れ
て
の
教
員
研
修
で
し
た
の
で
、

先
生
方
の
意
識
も
高
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

ま
た
、
赴
任
で
き
ず
に
国
内
待
機
を
強

い
ら
れ
て
い
た
派
遣
教
員
向
け
オ
ン
ラ
イ

ン
教
員
研
修
に
は
、
二
十
二
名
の
教
員
だ

け
で
な
く
文
部
科
学
省
国
際
課
企
画
官
も

参
加
さ
れ
、
盛
況
で
し
た
。
こ
の
頃
の
オ

ン
ラ
イ
ン
教
員
研
修
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
学
び
が
あ
っ
た
の
か
、
参
加
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
一
部
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

○
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
対

応
を
さ
れ
、
学
び
を
止
め
な
い
姿
勢
が

素
晴
ら
し
い
と
思
っ
た
。

○
画
面
上
だ
が
、
挑
戦
や
達
成
を
経
験
し

た
先
生
方
の
お
顔
を
拝
見
で
き
、
希
望

が
持
て
た
。

○
Ａ
Ｇ
５
の
目
的
や
我
々
の
立
場
を
確
認

で
き
た
。

○
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
丁
寧
な
取

り
組
み
を
さ
れ
て
い
て
参
考
に
な
っ
た
。

○
生
活
言
語
に
支
障
は
な
く
て
も
、
学
習

言
語
能
力
に
課
題
が
あ
る
こ
と
を
初
め

て
知
っ
た
。

○
紹
介
さ
れ
た
実
践
は
、
在
籍
学
級
の
子

供
に
と
っ
て
も
わ
か
り
や
す
い
も
の
に

な
る
と
思
う
。

○
こ
の
よ
う
な
研
修
の
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
す
ぐ
に
実
践

し
て
み
た
い
。

○
派
遣
前
の
国
の
研
修
で
も
Ａ
Ｇ
５
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
取
り
入
れ
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
。

三
カ
月
間
と
い
う
短
期
間
で
し
た
が
、

必
要
な
時
に
必
要
な
こ
と
を
集
中
し
て
研

修
で
き
た
の
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
員
研
修

な
ら
で
は
の
効
果
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

先
生
方
が
不
安
を
払
拭
し
新
た
な
教
育
活

動
へ
の
展
望
を
も
ち
、
日
本
人
学
校
の
教

員
と
し
て
の
使
命
を
確
固
た
る
も
の
に
し

て
い
く
姿
が
こ
こ
に
見
ら
れ
ま
す
。

深
ま
り
広
が
る
オ
ン
ラ
イ
ン

教
員
研
修

二
〇
年
秋
頃
に
な
る
と
、
三
校
の
派
遣

教
員
も
現
地
に
赴
き
、
ど
の
学
校
も
困
難

を
抱
え
つ
つ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応

じ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
対

面
、
様
々
な
形
態
を
と
り
な
が
ら
、
柔
軟

に
教
育
活
動
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
初
め
て
Ａ

Ｇ
５
の
テ
ー
マ
２
「
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
・
バ

イ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
人
材
育
成
の
た
め
の
日

本
語
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
と
そ
の
た

め
の
教
員
研
修
」
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
各
校
の
実
践
も
積
み
上
げ

ら
れ
、
成
果
も
見
え
始
め
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
三
校
だ
け
で
は
な
く
世
界
中

の
日
本
人
学
校
に
オ
ン
ラ
イ
ン
教
員
研
修

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
広
く
実
践
成
果

を
発
信
し
た
り
、
教
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
に
も
寄
与
し
た
り
で
き
る
よ
う
、
表

２
に
示
す
よ
う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
教
員
研
修

を
企
画
・
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

一
九
年
度
は
授
業
公
開
を
含
め
た
た
め

平
日
に
開
催
し
ま
し
た
が
、
二
〇
年
度
か

ら
は
多
く
の
教
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
、

週
末
に
企
画
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
二
〇

6/12 A G ５テーマ２
マニラ、大連、青島
の日本人学校情報交
換会

現状と今後の取り組みについて

・ オンライン授業・時間、開校の見込み、日本語指
導の実際
・日本待機の先生方との関わり・研修
・児童生徒の困り感・つまずきの把握
・ I C Tの活用ノウハウ

7/9・10 自主研修会：マニラ
日本人学校主催

Zoomでもできるアクティブラーニング

・JamBoardを活用したグループワーク
・中学部1年生理科「水溶液の性質」授業公開

7/16 自主研修会：青島日
本人学校主催

多文化共生をテーマにしたハイブリッド授業公開

・ 中学部３年社会科（公民的分野）「私たちの生活と
文化」

8/2 A G ５テーマ２
国内待機者派遣教員
向けオンライン研修
会

AG５テーマ２ 日本語力向上プログラムについて

・マニラ、大連、青島の日本人学校の取り組み
・教科と日本語の統合学習実践例紹介（浜松市）

表１
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年
度
の
日
本
人
学
校
に
お
け
る
日
本
語
力

向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
合
同
研
究
会
に
は
九
十

四
人
の
参
加
者
が
あ
り
、
い
っ
き
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
広
が
り
ま
し
た
。
三
校
以
外

の
先
生
方
も
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
本
当

に
困
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
参
加

さ
れ
た
方
々
の
声
を
、
ア
ン
ケ
ー
ト
（
表

３
）
か
ら
一
部
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

○
「
こ
こ
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る
ん

だ
！
」
と
い
う
驚
き
を
覚
え
る
と
と
も

に
、
各
日
本
人
学
校
で
チ
ー
ム
を
組
ん

で
の
研
究
が
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
た
。

○
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
ど
の
学
校
で
も
、
子

供
た
ち
の
実
態
を
で
き
る
限
り
把
握
し

子
供
に
寄
り
添
っ
た
実
践
だ
っ
た
。

○
先
行
学
習
や
い
ろ
ん
な
教
科
で
総
合
的

に
活
用
す
る
と
こ
ろ
等
勉
強
に
な
っ
た
。

○
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
を
す
ぐ
に
実
践

し
た
い
。
今
後
の
教
育
実
践
に
向
け
展

望
が
開
け
た
。

○
も
っ
と
知
り
た
い
内
容
ば
か
り
で
今
後

も
連
携
を
取
り
な
が
ら
良
い
交
流
を
し

て
い
き
た
い
。

△
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
、対
面
に
お
い
て
も
課
題
な

の
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
お
け
る
固
有
の

課
題
な
の
か
に
つ
い
て
は
ま
だ
明
確
に

解
明
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
た
。

△
時
間
が
短
か
っ
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
る
と
、
二
〇
年

八
月
の
国
内
待
機
中
の
派
遣
教
員
向
け
オ

ン
ラ
イ
ン
教
員
研
修
と
共
通
す
る
部
分
も

多
い
の
で
す
が
、「
さ
ら
に
追
究
し
た
い
」、

「
も
っ
と
情
報
を
共
有
し
た
い
・
交
流
し

た
い
」
と
い
う
願
い
が
強
く
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
各
地
の
教
育
現
場

で
の
実
際
の
困
り
感
か
ら
、
よ
り
切
望
す

る
声
が
高
ま
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
次
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
研
修
を
望
む

声
も
多
く
、
新
た
な
取
り
組
み
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。そ

こ
で
、
二
一
年
度
は
多
く
の
研
修
機

会
を
設
け
る
こ
と
で
参
加
者
の
願
い
に
応

え
る
と
と
も
に
、
参
加
者
と
の
意
見
交
換

か
ら
よ
り
汎
用
性
の
あ
る
日
本
語
力
向
上

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
い
と
考
え

ま
し
た
。
現
在
、
マ
ニ
ラ
、
大
連
、
青
島

の
日
本
人
学
校
、
そ
れ
ぞ
れ
が
主
催
す
る

オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
交
換
会
が
実
施
さ
れ
、

各
校
の
取
り
組
み
を
も
と
に
し
て
日
本
語

力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
深
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報

交
換
会
は
、
す
で
に
Ａ
Ｇ
５
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
で
紹
介
し
て
い
る
各
校
の
実
践
事
例

2020/11/7 2020日本人学校に
おける日本語力向
上プログラム合同
研究会
参加者：94人

パネルディスカッション

・ バイリンガル・バイカルチュラル人材育
成を目指した授業づくり
・  I C Tを活用した日本語力向上プログラム
の実践と課題、今後の方向性

・日本人学校教師のネットワーク構築

2021/5/22 第１回オンライン
情報交換会

対面・オンライン授業での効果的な日本語
支援・学習活動

（マニラ、大連、青島以外の申込64人）

2021/6/19 第２回オンライン
情報交換会

バイリンガル・バイカルチュラルとしての
成長を支える学級づくり ─表現活動を重視
して─（マニラ、大連、青島以外の申込49人）

2021/7/17 第３回オンライン
情報交換会

多文化共生の学校づくり

（マニラ、大連、青島以外の申込52人）

2021/11/27 2021日本人学校に
おける日本語力向
上プログラム合同
研究会

バイリンガル・バイカルチュラル人材育成
の汎用性のあるプログラムとは

表２

表3
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や
成
果
の
ま
と
め
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
に
は
事
前
に
目
を
通
し
て
い
た
だ

き
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
答
え
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
意
見
交
換
の
内
容
を
焦
点
化

し
て
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

https://ag-5.jp/cm
s/ag5/com

m
on/

pdf/them
e2/M

anila_book_2020.pdf
https://ag-5.jp/cm

s/ag5/com
m
on/

pdf/them
e2/dairen2020.pdf

https://ag-5.jp/cm
s/ag5/com

m
on/

pdf/them
e2/Q

intao_book_2020.pdf

ま
た
、
意
見
交
換
の
様
子
か
ら
、
参
加

者
も
コ
ロ
ナ
禍
で
の
教
育
活
動
に
慣
れ
て

き
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
今
で

も
次
々
に
起
こ
る
新
た
な
課
題
へ
の
対
応

も
あ
り
、
直
近
の
情
報
を
得
た
い
お
気
持

ち
は
お
持
ち
で
す
。
さ
ら
に
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
・
バ
イ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
人
材
育
成
と
い

う
共
通
の
視
点
か
ら
、
以
前
よ
り
落
ち
着

い
て
議
論
が
深
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

こ
れ
か
ら
十
一
月
ま
で
に
、
さ
ら
な
る

実
践
と
と
も
に
情
報
交
換
会
で
の
意
見
交

換
を
参
考
に
し
て
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
・
バ

イ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
人
材
育
成
の
汎
用
性
の

あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
す
。

そ
の
成
果
を
十
一
月
二
十
七
日
の
「
二
〇

二
一
日
本
人
学
校
に
お
け
る
日
本
語
力
向

上
プ
ロ
グ
ラ
ム
合
同
研
究
会
」
で
発
信
し
、

参
加
者
と
協
議
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
オ

ン
ラ
イ
ン
教
員
研
修
に
は
Ａ
Ｇ
５
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
め
ま
す
の
で

(https://ag-5.jp/report/them
e2-2/

study/detail/132

）、
ご
関
心
の
あ
る

皆
様
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
教
員
研
修
の
成
果
と

課
題
、
今
後
の
可
能
性

オ
ン
ラ
イ
ン
教
員
研
修
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
急
速
に
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
原
動
力
は
予
測
困
難
な
状
況
に
置
か

れ
た
先
生
方
の
「
何
と
か
し
た
い
」
と
い

う
切
な
る
願
い
に
あ
り
ま
す
。
次
々
と
襲

っ
て
く
る
困
難
な
状
況
に
お
い
て
教
育
活

動
も
激
変
し
、
課
題
解
決
の
た
め
に
先
生

方
が
情
報
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
プ
ラ
ス

に
働
い
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
急
速
に
広
が
り
ま
し

た
。
マ
ニ
ラ
、
大
連
、
青
島
の
日
本
人
学

校
の
実
践
成
果
を
広
く
発
信
し
た
い
と
考

え
て
い
た
Ａ
Ｇ
５
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て

も
大
変
で
し
た
が
、
振
り
返
っ
て
見
れ
ば

好
機
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
と

も
す
る
と
孤
軍
奮
闘
す
る
こ
と
に
な
り
が

ち
な
日
本
人
学
校
の
教
員
に
と
っ
て
、
オ

ン
ラ
イ
ン
教
員
研
修
の
幕
開
け
は
大
き
な

転
機
で
あ
り
、
待
ち
望
ん
で
い
た
も
の
で

も
あ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
迅
速
に
情
報
を
共
有

し
意
見
交
換
を
し
て
教
員
同
士
の
つ
な
が

り
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
の
み
で
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
教
員
研
修
の
成
果
と
し
て
は
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
内
容
が
も

っ
と
も
重
要
で
す
。

本
稿
で
紹
介
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
教
員
研

修
で
は
、
マ
ニ
ラ
、
大
連
、
青
島
の
日
本

人
学
校
の
日
本
語
力
向
上
の
た
め
の
実
践

や
他
地
域
の
先
進
的
な
実
践
事
例
等
が
参

加
者
の
関
心
を
高
め
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
ま
た
、
Ａ
Ｇ
５
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に

掲
載
し
た
実
践
冊
子
や
ま
と
め
の
活
用
は

効
果
的
で
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
参
加

者
の
実
践
へ
の
動
機
付
け
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
員
研
修
に
向

け
て
の
学
校
全
体
で
の
取
り
組
み
や
、
三

校
が
連
携
・
協
働
し
て
進
め
ら
れ
た
こ
と

も
成
果
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
多
く
の
先

生
方
の
活
躍
の
場
が
あ
り
、
実
践
に
裏
付

け
ら
れ
た
自
信
に
満
ち
て
い
た
姿
が
印
象

的
で
す
。
教
師
と
し
て
の
成
長
を
実
感
で

き
る
場
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

一
方
、
研
修
内
容
や
方
法
に
は
ま
だ
ま

だ
課
題
が
あ
り
ま
す
。「
多
様
な
地
域
の

特
色
に
合
わ
せ
た
応
用
が
で
き
る
提
案
に

は
至
っ
て
い
な
い
こ
と
」、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関

す
る
情
報
不
足
や
課
題
の
未
整
理
」、「
時

間
内
に
十
分
な
協
議
が
で
き
て
い
な
い
こ

と
」
な
ど
で
す
。
参
加
者
の
ニ
ー
ズ
を
汲く

み
多
様
な
研
修
が
実
施
で
き
る
よ
う
工
夫

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
汎
用
性
の
あ
る
日
本
語
力
向

上
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
で
き
る
よ
う
研
究

を
進
め
る
と
と
も
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
・
対
面
の
授
業
形
態
を
意
識

し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
課
題
、
個
別
支
援
の

た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
・

バ
イ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
人
材
と
し
て
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
な
ど
に
つ
い
て
も
幅
広
く
取
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
広
が
り
つ
つ
あ
る
教
員
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
国
内
や
在
外
教
育
施
設
だ
け

で
な
く
現
地
校
の
教
員
へ
も
広
げ
た
り
、

フ
ォ
ー
マ
ル
な
研
修
以
外
に
交
流
で
き
る

場
を
設
定
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

面
白
い
視
点
も
得
ら
れ
そ
う
で
す
。
オ
ン

ラ
イ
ン
教
員
研
修
が
よ
り
魅
力
的
な
も
の

と
な
り
、
各
地
の
新
た
な
実
践
に
つ
な
が

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、積
極
的
に
企
画
・

実
施
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

https://ag-5.jp/cms/ag5/common/pdf/theme2/Manila_book_2020.pdf
https://ag-5.jp/cms/ag5/common/pdf/theme2/dairen2020.pdf
https://ag-5.jp/cms/ag5/common/pdf/theme2/Qintao_book_2020.pdf
https://ag-5.jp/report/theme2-2/study/detail/132
https://ag-5.jp/report/theme2-2/study/detail/132


日
本
文
化
の
総
合
商
社

　
日
本
文
化
の
魅
力
を
国
内
だ
け
で
な
く
世
界
へ
発

信
し
て
い
く
最
先
端
に
、
神
森
さ
ん
は
立
っ
て
い
る
。

Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
の
配
偶
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
日
本

文
化
の
伝
統
と
革
新
を
国
内
外
に
発
信
す
る
祭
典

「J-C
U
LTU

RE FEST

」
な
ど
、
日
本
文
化
に
か

か
わ
る
多
様
な
事
業
に
携
わ
っ
て
き
た
。

「
日
本
文
化
」
と
い
っ
て
も
非
常
に
幅
広
く
、
ま

た
た
と
え
ば
「
茶
道
」「
着
物
」「
日
本
食
」
と
い
っ

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
奥
が
深
い
。

「
あ
る
分
野
に
特
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
多
い
の

で
す
が
、
当
社
は
日
本
の
伝
統
芸
能
、
芸
道
、
工
芸
、

食
、
生
活
文
化
も
含
め
た
多
様
な
日
本
文
化
を
対
象

と
し
、
ジ
ャ
ン
ル
や
流
派
を
超
え
て
融
合
と
創
造
を

目
指
し
、
お
客
様
の
ご
要
望
や
企
画
に
合
わ
せ
て
特

別
な
趣
向
や
組
み
合
わ
せ
を
加
え
ア
レ
ン
ジ
で
き
る

点
が
特
色
か
と
思
い
ま
す
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
掲

げ
る
『
日
本
の
文
化
を
通
じ
て
人
々
の
く
ら
し
・
心

を
よ
り
豊
か
に
』
に
忠
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

　
「
日
本
文
化
の
総
合
商
社
」
と
し
て
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
は
官
公
庁
、
金
融
機
関
、
不
動
産
、
ホ
テ
ル
、
百

貨
店
、
メ
ー
カ
ー
な
ど
幅
広
く
多
業
種
に
わ
た
る
。

ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
体
験
可
能
な
日
本
文
化
チ
ャ
ン

ネ
ル
「nippon labo

」
を
運
営
し
て
い
る
。

「
日
本
文
化
の
魅
力
を
発
信
し
裾
野
を
広
げ
る
こ

と
、
次
世
代
へ
の
継
承
に
つ
な
が
る
の
で
あ
れ
ば
、

積
極
的
に
新
し
い
こ
と
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

欧
州
で
の
二
つ
の
原
体
験

小
学
生
時
代
に
ベ
ル
ギ
ー
で
生
活
し
、
現
地
校
で

東京生まれ。田園調布雙葉小学校および同中学校･高校に在籍。小１
から４年ほど、父の仕事でベルギーのブリュッセルへ渡航し、現地校で学
んだ。慶應義塾大学文学部に進学したのちパリ第三（ソルボンヌ）大学
に留学、文化芸術・映画ビジネス、文化政策について学ぶ。大学卒業後、
日本文化にかかわる仕事を志し、松竹（株）に入社。その後、映画関連
事業・メディア事業、マーケティング事業を展開するベンチャー企業を経て、
ジャパントラディショナルカルチャーラボ（株）を起業。2015年、日経ビジ
ネス「次代を創る100人」に選出。19年、「東久邇宮文化褒賞」を受賞。

神
か み  も り

森 真
ま り こ

理子さん
ジャパントラディショナルカルチャーラボ（株）
代表取締役

日
本
の
文
化
を
通
じ
て

人
々
の
く
ら
し
・

心
を
よ
り
豊
か
に
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学
ん
だ
。

「
日
本
人
は
私
だ
け
と
い
う
現
地
校
に
入
学
し
、

突
然
〝
絶
対
的
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
〞
の
立
場
に
な

っ
た
の
で
す
。い
ま
の
時
代
に
求
め
ら
れ
て
い
る〝
多

様
性
の
受
容
・
尊
重
〞
と
い
う
課
題
に
幼
い
こ
ろ
に

直
面
し
、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ

を
体
感
…
…
そ
ん
な
〝
逆
境
〞
を
経
験
し
ま
し
た
」

　
日
本
人
に
会
う
の
は
初
め
て
で
、
日
本
の
こ
と
を

知
ら
な
い
現
地
校
の
生
徒
た
ち
の
態
度
が
〝
異
質
な

も
の
へ
の
拒
絶
・
排
除
〞
と
し
て
の
し
か
か
っ
た
。

「
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
は
、
家
族
の
お
か
げ
で
す
。

自
分
の
存
在
が
す
べ
て
否
定
さ
れ
る
よ
う
な
学
校
生

活
の
な
か
で
も
、『
自
分
は
愛
さ
れ
て
い
る
ん
だ
』

と
実
感
で
き
る
家
族
の
絆き

ず
なが
あ
り
ま
し
た
か
ら
」

　
海
外
生
活
中
に
家
族
五
人
で
い
っ
し
ょ
に
過
ご
し

た
時
間
は
濃
密
で
、
幸
せ
な
思
い
出
だ
と
言
う
。
自

分
を
受
け
入
れ
て
も
ら
う
う
え
で
は
、
自
国
の
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
勇
気
を
出

し
て
日
本
の
こ
と
を
紹
介
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
環

境
は
徐
々
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　
大
学
時
代
に
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
す
る
と
、
今
度
は

親
日
的
な
先
生
や
学
生
た
ち
か
ら
、
日
本
に
つ
い
て

の
深
く
多
角
的
な
質
問
攻
め
に
あ
う
。

　
「
日
本
映
画
の
小
津
安
二
郎
監
督
の
大
フ
ァ
ン
の

先
生
や
能
楽
研
究
者
の
学
生
が
い
た
り
…
…
、
日
本

人
以
上
に
日
本
を
愛
し
、
詳
し
い
人
が
多
い
環
境
で

し
た
。
質
問
に
答
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
多
く
、
日
本

人
が
日
本
の
こ
と
を
知
ら
な
い
の
は
恥
ず
か
し
い
な

と
痛
感
し
ま
し
た
。
日
本
文
化
を
海
外
に
対
し
発
信

す
る
と
同
時
に
、
日
本
人
自
身
が
日
本
文
化
を
理
解

す
る
機
会
が
必
要
だ
と
…
…
」
と
ふ
り
返
る
。

日
本
文
化
か
ら
持
続
可
能
な
社
会
を

　
日
本
文
化
に
携
わ
る
仕
事
を
志
し
、
大
学
卒
業
後

は
松
竹（
株
）の
門
を
叩た

た

い
た
。
次
に
勤
め
た
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
在
職
中
に
起
業
。
日
本
文
化
の
魅
力

を
国
内
外
に
発
信
す
る
と
い
う
情
熱
に
共
感
す
る
人

は
多
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
二
十
代
の
若
さ
で
、

広
い
世
代
や
世
界
を
相
手
に
し
て
い
く
仕
事
を
始
め

る
の
は
、
生
や
さ
し
い
こ
と
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

「
ベ
ル
ギ
ー
時
代
に
困
難
が
成
長
に
つ
な
が
る
こ

と
を
体
感
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
後
に
出
会
っ
た

〝
壁
〞
は
あ
ま
り
た
い
へ
ん
だ
と
感
じ
ま
せ
ん
。
そ

れ
に
、
私
自
身
が
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

各
分
野
で
活
躍
す
る
皆
様
に
お
会
い
し
て
共
に
お
仕

事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が

た
い
経
験
で
す
。
季
節
の
移
ろ
い
や
も
て
な
し
の
心

を
感
じ
、
五
感
を
研
ぎ
澄
ま
す
機
会
に
恵
ま
れ
、
豊

か
さ
を
享
受
で
き
る
幸
せ
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
」

　
今
後
は
、
未
来
の
日
本
文
化
を
支
え
る
次
世
代
の

教
育
や
文
化
芸
術
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る

地
方
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
万
博
や
国
際
会
議
な
ど

に
も
深
く
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
言
う
。

　
幼
い
こ
ろ
か
ら
、
ど
う
す
れ
ば
異
な
る
文
化
や
価

値
観
の
人
に
自
国
の
こ
と
や
文
化
を
伝
え
理
解
し
て

も
ら
え
る
か
悩
み
、
試
行
錯
誤
や
挑
戦
を
続
け
て
き

た
。「
日
本
文
化
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
で
き
る
人

材
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
る
本
を
出
版
し
た
い
で

す
。
平
和
で
豊
か
な
、
そ
し
て
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
向
け
て
も
、
日
本
文
化
に
か
か
わ
る
立
場
か

ら
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
夢
を
馳は

せ
て
い
る
。

（
取
材
・
文

小
山
和
智
）

発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。

フランス留学中に生活していたパリ国際大学都市の大切な仲間たちと
（手前の左側が真理子さん）

ベルギー時代、家族といっしょに旅や食事を楽しんだ経験は宝物に
（右端が真理子さん）
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特
集
１

教
育
相
談
員
座
談
会

異
文
化
で
の
子
育
て
で
大
切
な
こ
と

司会：小山 和智
本誌ライター。ジャカルタ日本
人学校、クアラルンプール日本
人学校、上海日本人学校で３年
ずつ事務長等としての勤務経験
を持つ。

後藤 彰夫 教育相談員 植野 美穂 教育相談員 三井 知之 教育相談員 中村 昌子 教育相談員

　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め「
移
動
」が
制
限
さ
れ
る
な
か
に
あ
っ
て
も
、海

外
赴
任
や
本
帰
国
な
ど
の
異
動
辞
令
は
出
る
。
当
然
な
が
ら
前
例

の
な
い
こ
と
に
直
面
す
る
家
族
も
多
く
、海
外
子
女
教
育
振
興
財
団

の
教
育
相
談
室
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
は
あ
と
を
絶
た
な
い
。

　
も
と
よ
り
相
談
内
容
に
は
普
遍
的
な
も
の
も
あ
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
や
高
度
情
報
化
が
進
む
こ
と
に
よ
る
新
た
な
課
題
も
生
ま
れ

て
お
り
、
異
文
化
の
な
か
で
戸
惑
い
や
焦
り
を
感
じ
て
い
る
子
ど
も

や
保
護
者
は
少
な
く
な
い
。
そ
こ
に
昨
年
来
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
混

乱
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
号
で
は
、
教
育
相
談
の
現
場
で
対
応
し
て
い
る
専
門
の

相
談
員
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
い
ま
何
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
か
、

基
本
的
に
ど
う
考
え
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
な
ど
に
つ
い
て
、
語
り

合
っ
て
も
ら
っ
た
。

　（
司
会
・
文
　
小
山
和
智
）
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昨
年
の
は
じ
め
か
ら
、
教
育
関

係
者
は
新
た
な
課
題
に
直
面
し
ま
し
た
。

従
来
か
ら
の
難
し
い
問
題
が
あ
る
う
え

に
コ
ロ
ナ
禍
が
重
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
の
教
育
相
談

室
に
は
ど
ん
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
？

植
野　

例
年
、
本
財
団
で
は
年
に
一
六

〇
〇
件
ほ
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
の

で
す
が
、
そ
の
う
ち
約
七
割
が
出
国
前

相
談
で
す
。
け
れ
ど
も
去
年
は
、
コ
ロ

ナ
の
騒
ぎ
の
た
め
出
国
す
る
家
族
が
減

り
ま
し
た
の
で
、
相
談
件
数
も
ず
い
ぶ

ん
減
り
ま
し
た
。
同
時
に
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
生
じ
た
新
た
な
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
「
赴
任
す
る

時
期
が
延
び
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
中
学

進
学
後
に
帯
同
す
べ
き
か
」
と
い
う
よ

う
な
帯
同
の
時
期
の
問
題
。
あ
る
い
は

一
時
帰
国
さ
れ
た
か
た
の
相
談
で
は
、

「
も
う
一
度
海
外
に
戻
る
の
か
、
こ
の

ま
ま
本
帰
国
に
な
る
の
か
」
と
い
っ
た

問
題
…
…
海
外
の
学
校
に
籍
を
残
し
た

ま
ま
で
帰
国
し
、
国
内
の
学
校
に
も
通

っ
て
い
る
状
態
で
の
相
談
も
あ
り
ま
す
。

「
向
こ
う
に
戻
る
こ
と
も
想
定
し
て
現

地
校
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
な
が

ら
、
国
内
の
学
校
に
も
通
っ
て
い
る
け

ど
、
そ
れ
を
い
つ
ま
で
続
け
る
の
か
」

と
。
あ
る
い
は
、
そ
の
ま
ま
本
帰
国
と

な
る
と
、「
思
っ
て
い
た
よ
り
も
滞
在

期
間
が
短
く
な
る
た
め
に
、
帰
国
枠
入

試
の
出
願
資
格
を
満
た
さ
な
く
な
り
そ

う
だ
」
と
い
う
相
談
も
あ
り
ま
す
。

　

他
方
、
現
地
に
滞
在
し
た
ま
ま
の
か

た
、
特
に
赴
任
後
一
年
余
り
の
か
た
な

ど
か
ら
は
「
現
地
校
の
授
業
に
よ
う
や

く
少
し
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
な
の
に
、

コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
始
ま

り
、
ま
だ
十
分
な
英
語
力
が
で
き
て
い

な
い
の
に
英
語
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
受
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う

も
の
…
…
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
ケ

ー
ス
で
、「
三
月
か
ら
突
然
オ
ン
ラ
イ
ン

に
な
っ
た
。
学
習
内
容
を
思
う
ほ
ど
理

解
で
き
ず
、
環
境
的
に
も
閉
鎖
的
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
以
上
ア
メ
リ
カ
で
生

活
し
て
い
く
の
は
無
理
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
る
。
中
三
と
い
う
タ
イ
ミ
ン

グ
で
帰
国
し
て
国
内
の
高
校
を
受
け
る

べ
き
な
の
か
、そ
の
ま
ま
残
る
べ
き
か
」

と
い
う
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。

　

就
学
前
か
ら
小
学
校
低
学
年
く
ら
い

の
子
ど
も
は
、
友
達
と
の
遊
び
や
接
触

を
通
し
て
育
っ
て
い
く
も
の
で
す
が
、

学
校
が
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な
る
と
、

一
日
の
ほ
と
ん
ど
を
家
の
中
で
過
ご
さ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
欲
求
不

満
が
募
っ
て
、
お
母
さ
ん
に
あ
た
っ
た

り
す
る
…
…
そ
う
し
た
状
況
を
、
ど
う

す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？　

と
い
う

相
談
も
あ
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
中
学
入
試
や
高
校
入
試
、

大
学
入
試
に
つ
い
て
の
相
談
も
多
い
で

す
。「
子
ど
も
が
高
校
に
入
っ
て
か
ら

帯
同
す
る
予
定
で
父
親
が
先
に
渡
米
し

て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
が
流
行
っ
て
家
族

が
渡
航
で
き
な
い
。
今
後
、
現
地
校
の

在
籍
期
間
が
二
年
未
満
と
な
っ
て
し
ま

う
と
、
帰
国
枠
の
大
学
入
試
は
ど
う
な

っ
て
し
ま
う
の
か
？　

呼
び
寄
せ
て
よ

い
の
か
？
」
と
い
う
相
談
も
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
予
定
し
て
い
た

こ
と
が
狂
っ
て
し
ま
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

深
刻
な
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。

後
藤　

私
た
ち
は
基
本
的
に
「
ど
う
ぞ

お
子
さ
ん
を
帯
同
し
て
く
だ
さ
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
た
と
え

ば
ア
メ
リ
カ
の
現
地
校
な
ど
で
も
、
授

業
が
オ
ン
ラ
イ
ン
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に

な
り
、
そ
れ
ほ
ど
英
語
力
が
備
わ
ら
な

い
可
能
性
が
あ
る
と
な
る
と
、
私
た
ち

の
答
も
「
そ
こ
を
見
極
め
た
う
え
で
お
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コ
ロ
ナ
禍
で

状
況
が
変
わ
っ
て
…
…

植う

え

の野 

美み

ほ穂 

教
育
相
談
員

東京学芸大学附属高等学校大泉校舎にて33年間、数学の教
師として帰国子女教育に携わる。同大学附属国際中等教育学
校の開校に開設準備室長としてかかわり、2007年から同校
教諭。09年4月より海外子女教育振興財団の教育相談員とし
て現在に至る。17年度から、同財団が受託した文部科学省
の委託事業「在外教育施設の高度グローバル人材育成拠点事
業」プロジェクトのメンバーとして、日本人学校の支援に取
り組んでいる。
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出
か
け
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
マ
イ
ナ
ス
面
だ
け
で
は
な

く
て
、
た
と
え
ば
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
二
年

ぐ
ら
い
通
っ
て
い
た
の
で
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
向
い
て
い
る
」
と
い
う
子
も
い
る

ん
で
す
。
そ
の
子
に
と
っ
て
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
な
っ
た
お
か
げ
で
逆
に
自
由

に
時
間
が
つ
く
れ
る
し
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
勉
強
で
き
る
。
さ
ら
に
特
殊
な
例

で
は
、
時
間
が
自
由
に
な
る
か
ら
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
に
励
め
る
（
一
同
笑
）
と
い
う

の
で
、
通
学
し
て
い
る
と
き
よ
り
も
仲

間
同
士
の
英
語
が
上
達
し
た
と
い
う
子

も
い
ま
す
。
あ
る
程
度
年
齢
も
高
く
て
、

滞
在
生
活
も
二
年
以
上
た
っ
て
い
る
子

の
場
合
は
、
そ
の
状
況
を
う
ま
く
自
分

の
も
の
に
し
た
子
も
い
る
ん
だ
な
ぁ
と

思
い
ま
す
。

│
│　

こ
れ
か
ら
出
国
す
る
保
護
者
向

け
の
「
赴
任
前
セ
ミ
ナ
ー
」
で
も
、
相

談
員
の
先
生
は
お
話
し
さ
れ
ま
す
よ
ね
。

け
っ
こ
う
全
国
各
地
に
い
ら
し
て
い
る

と
か
。

植
野　

去
年
の
二
月
ま
で
、
月
に
一
回

は
赴
任
前
セ
ミ
ナ
ー
と
教
育
相
談
を
名

古
屋
で
行
っ
て
い
ま
し
た
け
ど
、
そ
の

後
は
全
部
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
て
、
オ

ン
ラ
イ
ン
方
式
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
え
っ
て
場
所
が
限
定
さ
れ
な
い
の
で
、

日
本
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
参
加
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

│
│　

三
井
先
生
は
今
朝
、
セ
ミ
ナ
ー

を
担
当
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
ど
こ
か

ら
な
さ
っ
た
の
で
す
か
？

三
井　

こ
の
オ
フ
ィ
ス
の
教
育
相
談
室

か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
や
り
ま
し
た
。

│
│　

セ
ミ
ナ
ー
で
も
質
問
や
相
談
を

受
け
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
ね
？

三
井　

は
い
。
た
と
え
ば
「
ア
メ
リ
カ

の
現
地
校
は
い
ま
ど
う
な
っ
て
る
ん
で

す
か
？
」
な
ど
と
聞
か
れ
ま
す
。
や
は

り
保
護
者
が
知
り
た
い
の
は
、
現
地
校

の
状
況
で
す
ね
。
日
々
通
う
こ
と
に
な

る
わ
け
で
す
か
ら
。「
せ
っ
か
く
現
地

校
に
入
れ
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で

は
意
味
が
な
い
」
み
た
い
な
話
も
出
ま

す
。

│
│　

し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で

の
対
応
は
、
も
う
止
め
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
ね
、
全
国
か
ら
要
望
が
あ
る
で
し

ょ
う
か
ら
。

植
野　

教
育
相
談
に
は
対
面
の
ほ
か
に

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
、
メ
ー
ル
相
談
、
電

話
相
談
な
ど
の
形
が
あ
り
ま
す
。
去
年

の
は
じ
め
ご
ろ
ま
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
相

談
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
こ
一
年
は
対
面
で
の
相
談
を
中
止
し

て
い
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
在
宅
で
仕
事
を
さ
れ

て
い
る
か
た
も
あ
る
の
で
、
自
宅
か
ら

ご
両
親
で
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
さ
れ
る
ケ

ー
ス
、
ま
た
海
外
か
ら
も
オ
ン
ラ
イ
ン

で
ど
ん
ど
ん
相
談
さ
れ
ま
す
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
の
よ
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

う
は
い
っ
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
っ

て
出
か
け
て
こ
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

ぜ
ひ
対
面
で
も
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

後
藤　

六
〜
七
年
前
、
企
業
の
相
談
室

で
は
、
遠
隔
地
に
あ
る
製
作
所
に
毎
回

は
行
け
ま
せ
ん
か
ら
、
会
社
の
テ
レ
ビ

会
議
シ
ス
テ
ム
で
面
談
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
す
る
と
私
自
身

も
面
談
し
て
疲
れ
ま
す
し
、
相
手
も
、

特
に
お
母
さ
ん
は
初
め
て
そ
う
い
う
こ

と
を
や
る
わ
け
で
、
な
ん
だ
か
固
い
面

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

相
談
も

後ご

と

う藤 

彰あ

き

お夫 

教
育
相
談
員

千葉県と東京都の公立中学校で、数学・理科の教
きょうべん

鞭をとる。
その間、1983年からワルシャワ日本人学校教諭として３年
間赴任。99年から東京都生活文化局で長期研修を担当した
のち、東京都の中学校教頭・副校長を経て、世田谷区立中里
小学校の校長に。全国海外子女教育・国際理解教育研究協議
会（全海研）では、事務局長、副会長などを歴任。2013年
に校長を退職し、本田技研工業（株）人事部教育相談室長に
就任。19年6月に海外子女教育振興財団の教育相談員に就任、
現在に至る。
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談
だ
っ
た
と
い
う
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
現
在
は
、
私
た
ち
も
慣
れ
た

し
、
配
偶
者
の
皆
さ
ん
…
…
最
近
は
お

母
さ
ん
が
駐
在
員
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
か
ら
、
そ
の
場
合
は
お
父
さ
ん

も
、
か
な
り
オ
ン
ラ
イ
ン
に
慣
れ
て
お

ら
れ
る
の
で
、
だ
い
ぶ
〝
生
〞
に
近
づ

い
て
き
ま
し
た 

（
一
同
笑
） 

。
も
ち
ろ

ん
、
個
人
的
に
は
対
面
が
い
い
と
思
う

ん
で
す
け
ど
。

│
│　

ほ
ん
と
う
に
一
年
間
の
学
習
効

果
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。
特
に
「
テ

レ
ビ
会
議
な
ん
か
で
で
き
る
か
！
」
と

言
っ
て
い
た
年
配
者
も
、
ス
マ
ホ
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
い
こ

な
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

│
│　

中
村
先
生
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な

か
で
の
相
談
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

中
村　

や
は
り
皆
さ
ん
、
な
に
か
漠
然

と
し
た
不
安
が
大
き
い
の
だ
な
と
思
い

ま
す
。
先
ほ
ど
の
「
学
校
の
授
業
は
オ

ン
ラ
イ
ン
な
の
か
、
対
面
は
や
っ
て
い

っ
て
い
る
状
況
で
す
の
で
、
向
こ
う
の

事
務
所
か
ら
連
絡
を
も
ら
っ
た
り
、「
い

ま
ど
う
で
す
か
？
」
と
問
い
合
わ
せ
た

り
し
て
い
ま
す
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
補
習

授
業
校
は
、
去
年
か
ら
コ
ロ
ナ
の
せ
い

で
借
用
し
て
い
る
校
舎
を
貸
し
て
も
ら

え
ま
せ
ん
。
現
時
点
で
は
「
今
年
度
が

終
わ
る
夏
ま
で
は
駄
目
。
も
し
か
し
た

ら
新
学
年
か
ら
は
使
え
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
い
う
状
況
な
の
で
、い
ま
の
と
こ

ろ
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を
し
て
い
ま
す
。

│
│　

ア
メ
リ
カ
の
現
地
校
は
、
も
う

対
面
で
や
っ
て
い
る
ん
で
す
か
？

三
井　

地
域
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
近
辺
の
学
校
の
場
合
、

週
の
う
ち
金
曜
日
は
全
員
オ
ン
ラ
イ
ン
、

残
り
の
四
日
間
を
二
日
ず
つ
に
分
け
て
、

登
校
す
る
子
ど
も
と
家
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
参
加
す
る
子
ど
も
と
を
入
れ
か
え

て
い
ま
し
た
。
ラ
ン
チ
を
提
供
で
き
な

い
の
で
、
学
校
は
昼
ま
で
。
昼
か
ら
家

に
帰
っ
て
、
家
で
オ
ン
ラ
イ
ン
と
か
。

今
年
の
四
月
以
降
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

だ
い
ぶ
進
ん
で
、
ほ
と
ん
ど
大
丈
夫
な

ん
で
す
け
ど
、
保
護
者
の
選
択
で
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
学
ぶ
か
、
学
校
に
行
っ
て

授
業
を
受
け
る
か
を
選
べ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
学
校
に
行
っ

る
の
か
」
と
い
っ
た
細
か
い
情
報
が
な

か
な
か
手
に
入
ら
な
い
こ
と
も
、
不
安

を
大
き
く
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
私
た

ち
で
す
ら
、
確
実
な
情
報
と
い
う
の
は

な
か
な
か
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん

一
般
の
人
た
ち
に
比
べ
た
ら
情
報
は
多

い
で
す
が
、
い
ま
最
新
の
情
報
は
何
か

と
い
う
こ
と
は
つ
ね
に
ア
ン
テ
ナ
を
張

っ
て
い
ま
す
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の

な
か
で
何
が
い
ち
ば
ん
大
事
な
の
か
模

索
し
て
皆
さ
ん
の
ご
相
談
に
答
え
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
支
援
の
関
係
で
相
談
を
さ
れ
て

い
る
先
生
か
ら
伺
っ
た
お
話
で
す
。
学

校
に
行
っ
て
い
る
と
き
は
自
分
の
子
と

ほ
か
の
子
を
比
較
し
て
見
る
と
い
う
こ

と
が
な
か
っ
た
の
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上

で
ほ
か
の
子
と
い
っ
し
ょ
に
自
分
の
子

が
映
っ
て
い
る
と
、
我
が
子
の
問
題
点

や
課
題
が
保
護
者
に
見
え
す
ぎ
て
し
ま

っ
て
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
り
さ
れ
る

の
だ
そ
う
で
す
。
そ
う
い
う
状
況
も
想

定
し
て
助
言
で
き
る
情
報
は
用
意
し
て

お
き
た
い
で
す
ね
。

│
│　

三
井
先
生
は
今
年
三
月
に
ア
メ

リ
カ
か
ら
帰
国
さ
れ
た
ば
か
り
で
、最
新

情
報
を
た
く
さ
ん
お
持
ち
で
す
よ
ね
？

三
井　

で
も
、
刻
一
刻
と
変
わ
っ
て
い
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確
実
な
情
報
を

提
供
す
る
こ
と

中な
か
む
ら村 
昌ま

さ

こ子 

教
育
相
談
員

国立大学附属小学校や私立小学校で数年ずつ教鞭をとった
のち、1984年から帰国生だけの特設学級（国際学級）を
併設する東京学芸大学附属大泉小学校で35年間勤務する。
その間、国際学級主任、担任を経験し、帰国生への相談・
面接等も担当。2012年より同校主幹教諭に。19年に退職
後は、同校非常勤講師、東京学芸大学非常勤講師を務める。
20年10月より海外子女教育振興財団の教育相談員に就任、
現在に至る
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て
も
実
際
の
授
業
で
は
、
先
生
は
カ
メ

ラ
か
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
授
業
し
て
、

子
ど
も
た
ち
は
自
分
の
席
で
、
や
は
り

パ
ソ
コ
ン
を
開
い
て
勉
強
し
て
い
た
り

し
て
、「
そ
れ
だ
っ
た
ら
家
に
い
た
方

が
い
い
や
」
と
い
う
子
も
多
い
み
た
い

で
す
。

│
│　

校
舎
を
貸
し
て
も
ら
え
な
い
の

で
対
面
授
業
が
で
き
な
い
と
い
う
と
こ

ろ
は
多
か
っ
た
で
す
よ
ね
。

三
井　

一
方
で
、
貸
し
た
く
て
し
ょ
う

が
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。

補
習
校
が
対
面
に
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇し
て
い
る
の
に

「
使
え
、
使
え
」
と
言
わ
れ
る
。
逆
に

使
っ
て
な
い
の
に
借
用
料
を
取
ら
れ
る

可
能
性
が
出
て
き
て
、
内
心
、
穏
や
か

で
な
い
補
習
校
も
あ
り
ま
す
（
苦
笑
）。

│
│　

補
習
校
が
休
校
中
の
と
き
、「
ど

う
や
っ
て
日
本
語
を
維
持
す
れ
ば
よ
い

か
？
」
と
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な

っ
て
い
る
場
合
も
「
そ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

に
、
う
ち
の
子
は
つ
い
て
い
け
な
い
」

と
い
う
相
談
も
あ
る
で
し
ょ
う
ね
？

植
野　

日
本
語
や
日
本
の
学
習
に
つ
い

て
の
相
談
も
、
も
ち
ろ
ん
い
た
だ
き
ま

す
。「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
家
庭
教
師
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
声
も
あ

り
ま
し
た
。

│
│　
「
ど
こ
で
も
先
生
」
と
い
う
の

は
十
何
年
も
前
か
ら
あ
る
の
で
す
け
ど
、

そ
う
い
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
指
導
塾

が
、
昨
年
か
ら
も
の
す
ご
い
勢
い
で
増

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
家
庭
教
師
を
派

遣
し
て
い
る
会
社
等
に
も
、
海
外
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
の
依
頼
が
次
々
と
飛

び
込
ん
で
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

植
野　

特
に
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
帯

同
さ
れ
る
ご
家
庭
に
対
し
て
は
、
母
語

の
大
切
さ
を
…
…
国
内
に
い
れ
ば
ど
ん

ど
ん
こ
と
ば
を
覚
え
て
い
け
る
の
に
、

そ
う
で
は
な
く
な
る
こ
と
を
お
話
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
何
も
気
に
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
保
護
者
に
は
、

国
内
と
言
語
環
境
が
違
う
と
こ
ろ
で
は

特
に
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
、
か
な
ら

ず
お
伝
え
し
ま
す
。

│
│　

日
本
人
学
校
や
補
習
授
業
校
に

子
ど
も
を
通
わ
せ
る
か
た
は
出
国
前
に

誰
か
に
相
談
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
で

し
ょ
う
か
？

三
井　

誰
に
も
相
談
し
な
い
で
そ
の
ま

ま
い
ら
し
た
か
た
も
、
な
か
に
は
い
る

と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン

補
習
授
業
校
の
場
合
、
財
団
で
相
談
し

て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
ケ
ー
ス
は

多
か
っ
た
で
す
ね （
笑
） 

。

│
│　

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
わ
か
る

の
で
し
ょ
う
か
？

三
井　

子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
る
と

き
に
、
か
な
ら
ず
面
接
を
す
る
ん
で
す

が
、「
ち
ゃ
ん
と
下
調
べ
を
し
て
、
情

報
を
し
っ
か
り
把
握
し
考
え
て
お
ら
れ

る
な
ぁ
」
と
感
じ
る
と
、
だ
い
た
い
財

団
で
相
談
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。
前
任

の
か
た
と
か
が
お
世
話
も
さ
れ
る
か
ら
、

現
地
校
の
様
子
や
「
近
所
は
日
本
人
の

お
子
さ
ん
が
多
い
」
く
ら
い
の
こ
と
ま

で
知
っ
て
い
る
人
も
多
い
で
す
ね
。
コ

ロ
ナ
禍
の
な
か
で
も
プ
リ
ン
ス
ト
ン
補

習
授
業
校
に
来
て
く
れ
た
の
は
、
財
団

で
相
談
し
て
来
ら
れ
た
か
ら
だ
と
わ
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り

が
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
し
っ
か
り
相

談
し
て
か
ら
渡
航
し
て
い
る
の
で
、
子

ど
も
た
ち
も
保
護
者
も
安
心
し
て
来
る

こ
と
が
で
き
た
の
か
な
、
と
い
う
ふ
う

に
思
っ
て
ま
す
。

出
国
前
に
相
談
す
る

意
味
は
？

三み

つ

い井 

知と
も
ゆ
き之 

教
育
相
談
員

東京都の公立小学校に39年間勤務する。1992年より３年
間、バンコク日本人学校へ赴任。帰国後は都内で教員、教頭
を務め青ヶ島にも赴任。帰任後、東京都教育庁人事部勤務。
2007年より4年間校長としてニューヨーク日本人学校へ赴
任。帰国後都内の校長を歴任。11年から全国海外子女教育・
国際理解教育研究協議会の事務局長、副会長を歴任。18年
より３年間校長としてプリンストン補習授業校に赴任。21
年４月より海外子女教育振興財団の教育相談員に就任、現在
に至る。
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│
│　

い
ま
、相
談
員
に
な
ら
れ
て
「
こ

こ
は
気
を
つ
け
た
い
な
」
と
思
わ
れ
る

こ
と
は
、
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

三
井　

補
習
校
の
場
合
、
最
初
の
面
談

の
機
会
は
校
長
面
接
に
な
る
わ
け
で
す

が
、
そ
こ
で
「
補
習
校
と
は
ど
う
い
う

学
校
か
」
と
い
う
基
本
的
な
お
話
を
し

ま
す
。す
で
に
聞
い
て
い
る
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
け
ど
、
授
業
時
間
の
時
程
と

か
、
授
業
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
と
か

と
い
っ
た
こ
と
を
話
す
な
か
で
、
や
は

り
保
護
者
の
学
習
支
援
の
話
や
、
子
ど

も
に
と
っ
て
毎
回
休
ま
な
い
で
来
る
意

味
…
…
母
語
の
大
切
さ
を
話
す
ん
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
面
接
以
外
で
も
、
ふ
だ
ん

か
ら
そ
う
い
う
話
は
し
て
い
ま
し
た
が
、

財
団
の
相
談
員
に
な
っ
て
先
輩
の
相
談

員
の
皆
さ
ん
の
過
去
の
資
料
を
見
せ
て

も
ら
っ
た
り
し
て
、
あ
ら
た
め
て
重
要

さ
を
痛
感
し
ま
す
。
ま
あ
、
休
ま
ず
通

っ
て
く
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
も

あ
り
が
た
い
の
で
す
け
ど
、
も
う
少
し

し
っ
か
り
伝
え
て
も
よ
か
っ
た
か
な
と
。

こ
れ
か
ら
も
う
一
回
校
長
に
な
っ
た
ら
、

も
っ
と
伝
え
ら
れ
る
か
な
と
思
い
ま
す 

（
一
同
笑
） 

。

│
│　

国
内
の
学
校
で
、
母
語
の
大
切

さ
を
伝
え
る
秘ひ

け
つ訣
は
あ
る
の
で
す
か
？

中
村　

長
年
勤
務
し
て
い
た
東
京
学
芸

大
附
属
大
泉
小
学
校
で
は
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
日
本
人
学
校
に
通
っ
た
経
験

が
な
い
お
子
さ
ん
を
中
心
に
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
や
は
り
保

護
者
の
意
識
と
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん
周

囲
に
そ
う
い
う
環
境
が
な
か
っ
た
の
で

無
理
も
な
い
の
で
す
が
、
あ
ま
り
日
本

語
学
習
の
重
大
さ
が
お
わ
か
り
に
な
っ

て
い
な
い
か
た
が
け
っ
こ
う
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
で
す
か
ら
そ
う
い
う
情
報

は
早
め
に
お
話
し
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
同
僚
に
フ
ラ
ン
ス
に
長
く

行
っ
て
い
た
先
生
が
い
る
の
で
す
が
、

お
子
さ
ん
は
大
学
受
験
を
す
る
と
き
で

も
、
小
学
生
向
け
の
公
文
の
勉
強
を
や

っ
て
い
た
そ
う
で
、「
そ
れ
は
決
し
て

恥
ず
か
し
い
こ
と
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
の

ぐ
ら
い
の
つ
も
り
で
し
っ
か
り
と
日
本

語
と
い
う
も
の
に
向
き
合
わ
な
い
と
駄

目
な
ん
で
す
よ
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
具
体
例
を
引
き
な
が
ら
、
保

護
者
の
か
た
に
お
伝
え
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
の
傾
向
と
し
て
、
二
極
化
し
て

い
る
感
じ
は
し
て
い
ま
す
。
ち
ゃ
ん
と

や
っ
て
い
る
か
た
は
、
ほ
ん
と
う
に
き

ち
ん
と
や
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
た
し

か
に
滞
在
期
間
が
長
い
と
遅
れ
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
な
り
の
努
力
を
海
外
で

な
さ
っ
て
い
る
ご
家
庭
の
場
合
は
、
帰

国
し
て
か
ら
も
き
ち
ん
と
取
り
組
ま
れ

る
の
で
、
適
応
が
速
い
で
す
ね
。
一
年

か
ら
二
年
く
ら
い
で
。

│
│　

そ
う
い
う
ご
家
庭
の
場
合
、
ふ

つ
う
相
談
に
来
な
い
の
で
は
？

中
村　

い
え
、
親
御
さ
ん
か
ら
見
る
と
、

「
こ
の
子
、
変
な
日
本
語
を
話
し
て
い

る
」
と
か
「
文
章
が
や
っ
ぱ
り
書
け
な

い
ん
だ
」
と
か
と
い
う
の
は
感
じ
て
い

て
、
訪
ね
て
こ
ら
れ
る
ん
で
す
。
課
題

意
識
を
し
っ
か
り
持
っ
て
お
ら
れ
る
ん

で
す
ね
。

　

け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
に
何
も
考
え

な
い
で
「
ま
あ
、
二
〜
三
年
だ
か
ら
、

楽
し
め
ば
い
い
か
な
」
く
ら
い
の
つ
も

り
で
海
外
に
行
っ
て
き
た
場
合
と
か
、

あ
る
い
は
、
あ
ま
り
に
向
こ
う
の
生
活

が
長
く
、
現
地
に
な
じ
ん
で
し
ま
い
す

ぎ
て
い
て
、
日
本
語
を
強
制
的
に
押
し

つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
い
う

例
も
多
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。

│
│　

そ
の
場
合
、
ど
う
い
う
助
言
を

さ
れ
る
の
で
す
か
？

中
村　

や
は
り
「
家
庭
で
ど
う
い
う
教

育
を
し
た
い
か
」、「
将
来
的
に
そ
の
子

を
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
い
き
た
い

の
か
」
と
い
う
方
針
を
し
っ
か
り
持
っ

て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。「
日

本
の
学
校
で
し
っ
か
り
学
ぶ
」、「
日
本

の
大
学
で
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
日
本
語
を
本
気
で
し
っ
か
り
や
ら

な
い
と
た
い
へ
ん
で
す
よ
、
と
い
う
話

を
し
ま
す
。
で
も
、「
焦
ら
ず
に
、
中

学
卒
業
ぐ
ら
い
ま
で
に
学
年
相
当
に
追

い
つ
け
ば
、
大
丈
夫
で
す
。
ま
っ
た
く

問
題
あ
り
ま
せ
ん
」
と
。
親
御
さ
ん
は

ど
う
し
て
も
い
っ
き
に
追
い
つ
か
せ
よ

う
と
す
る
面
も
あ
る
の
で
、「
そ
の
辺

は
焦
ら
な
い
よ
う
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
こ
と
も
、
は
じ
め
に
言
い

ま
す
ね
。

│
│　

後
藤
先
生
は
、
企
業
の
教
育
相
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国
内
の
帰
国
生

受
け
入
れ
校
で
は
？

渡
航
時
の
子
ど
も
の

年
齢
に
留
意
す
る
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談
員
の
ご
経
験
も
お
あ
り
で
す
が
。

後
藤　

企
業
で
も
、
基
本
的
に
海
外
駐

在
に
絡
む
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

赴
任
家
族
は
数
年
後
に
帰
国
し
ま
す
か

ら
、
渡
航
の
時
点
で
、
そ
の
子
に
と
っ

て
の
五
年
先
、
場
合
に
よ
っ
て
は
十
年

先
を
見
据
え
た
う
え
で
、
ど
う
い
う
考

え
方
で
行
っ
て
も
ら
う
か
…
…
行
く
前

の
段
階
で
親
御
さ
ん
と
確
認
が
取
れ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
確
認
な

し
に
出
か
け
て
し
ま
い
、「
海
外
生
活

に
流
さ
れ
て
る
う
ち
に
、
あ
と
に
な
っ

て
困
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
の
で
。
子
ど
も

は
成
長
し
ま
す
か
ら
、
先
の
こ
と
を
含

め
た
相
談
を
心
が
け
て
い
ま
し
た
。

│
│　

確
か
に
年
齢
の
問
題
は
あ
り
ま

す
よ
ね
。
五
歳
の
子
と
十
歳
の
子
と
で

も
、
全
然
違
い
ま
す
。

植
野　

相
談
を
受
け
る
と
き
に
、
い
ち

ば
ん
大
事
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
の
は
、

相
談
者
の
不
安
を
少
し
で
も
解
消
す
る

こ
と
で
す
ね
。
で
す
の
で
、
ま
ず
何
に

い
ち
ば
ん
不
安
を
持
っ
て
い
る
の
か
考

え
、
そ
の
不
安
が
少
し
で
も
解
消
で
き

る
よ
う
に
努
め
ま
す
。
現
地
校
の
情
報

で
も
、
向
こ
う
に
行
っ
て
み
な
い
と
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
か
ら
、

探
し
方
の
留
意
点
な
ど
基
本
に
な
る
こ

と
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

相
手
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
な
が
ら

話
を
す
る
う
ち
に
、「
そ
れ
だ
っ
た
ら

な
ん
と
か
や
っ
て
い
け
る
、
異
な
る
文

化
の
な
か
で
も
違
い
を
楽
し
ん
で
い
こ

う
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
え

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
中
学
生
や
高
校
生
の
帯

同
に
関
す
る
相
談
で
は
、
お
子
さ
ん
自

身
の
気
持
ち
を
見
守
る
こ
と
の
大
切
さ

を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
日
本
人
学
校

へ
の
転
校
で
も
子
ど
も
に
と
っ
て
は
た

い
へ
ん
で
す
。
ま
し
て
や
そ
れ
が
、
言

語
が
違
う
学
校
に
入
っ
て
、
お
子
さ
ん

が
周
り
か
ら
認
め
ら
れ
、
自
信
を
持
っ

て
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
る
ま

で
、
並
大
抵
の
苦
労
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

親
御
さ
ん
は
、
ど
う
し
て
も
進
学
の

こ
と
が
気
に
な
り
ま
す
。
で
も
、
進
学

の
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
は
大
事
だ
け

れ
ど
、
子
ど
も
が
何
に
不
安
を
感
じ
て

い
る
か
と
い
う
こ
と
に
耳
を
傾
け
て
聴

き
取
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
学
習
に
関
し

て
は
家
庭
で
の
サ
ポ
ー
ト
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
家
庭
が
安

心
し
て
ほ
っ
と
で
き
る
場
所
に
な
る
よ

う
に
し
な
が
ら
、
お
子
さ
ん
の
成
長
を

見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

│
│　

親
子
の
話
し
合
い
で
課
題
と
な

る
の
は
、
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

後
藤　

ま
ず
、
親
が
子
ど
も
を
比
較
し

て
し
ま
い
が
ち
な
点
で
す
ね
。
た
と
え

ば
英
語
で
も
、
年
齢
が
低
い
と
会
話
の

能
力
が
急
速
に
伸
び
る
の
で
、
親
御
さ

ん
が
会
話
の
能
力
が
上
が
っ
た
下
の
子

だ
け
を
褒
め
て
い
る
ケ
ー
ス
。
で
も
生

活
言
語
は
身
に
つ
け
て
き
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
け
れ
ど
、
実
際
は
学
習
言
語

の
力
が
伸
び
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
学
年
が
上
が
る
と
学
習
が
難
し

く
な
り
ま
す
か
ら
、
授
業
を
理
解
す
る

の
も
た
い
へ
ん
で
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

上
の
子
は
そ
う
い
う
な
か
で
努
力
し
て

い
る
ん
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
お
兄

ち
ゃ
ん
は
会
話
の
面
で
遅
く
見
え
て
い

る
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ほ
ん
と
う

は
「
お
兄
ち
ゃ
ん
、が
ん
ば
っ
て
る
ね
」

と
言
っ
て
あ
げ
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
に
、

「
し
ゃ
べ
れ
な
い
か
ら
駄
目
だ
」
と
烙ら

く

印い
ん

を
押
し
て
し
ま
え
ば
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
も
下
が
り
ま
す
。
結
局
ど
の
子
も
困

っ
た
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ

親
子
の
話
し
合
い
の

手
伝
い
も

後藤 彰夫 教育相談員 植野 美穂 教育相談員 三井 知之 教育相談員 中村 昌子 教育相談員
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と
も
あ
る
ん
で
す
。

　

そ
れ
と
や
は
り
、
急
な
異
動
辞
令
に

対
す
る
子
ど
も
の
不
満
…
…
も
ち
ろ
ん

親
御
さ
ん
も
予
定
が
狂
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
親
子
喧げ

ん
か嘩
の
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
帰
国
が

先
の
場
合
で
も
、
長
い
ス
パ
ン
で
の
進

路
、
選
択
肢
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
を
お
子

さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
た
え
ず
持

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
。

植
野　

ご
家
庭
で
よ
く
話
し
合
っ
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
そ
の
話
し
合

い
の
お
手
伝
い
を
す
る
側
面
も
教
育
相

談
に
は
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

去
年
の
コ
ロ
ナ
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
で

す
け
ど
、
中
国
に
転
勤
に
な
り
高
校
二

年
の
子
ど
も
を
帯
同
し
た
ん
で
す
が
、

年
が
明
け
た
ら
急
に
帰
任
命
令
が
出
て
、

「
前
の
学
校
を
や
め
た
の
に
、
い
っ
た

い
高
校
生
の
段
階
で
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
？
」
と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

お
子
さ
ん
本
人
と
も
話
を
し
て
「
ふ
り

回
さ
れ
る
」
と
感
じ
て
い
る
お
子
さ
ん

に
「
今
後
の
選
択
肢
を
伝
え
、
が
ん
ば

っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
も
伝
え
ま

し
た
。

│
│　

子
ど
も
に
は
「
自
分
は
悪
く
な

い
」
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
、
そ
れ
を

ど
う
フ
ォ
ロ
ー
す
る
か
で
す
け
ど
。

植
野　

相
談
員
と
し
て
は
ま
ず
、
共
感

し
な
が
ら
話
を
聞
く
こ
と
が
大
事
か
な

と
思
い
ま
す
。そ
し
て「
選
択
肢
と
し
て
、

ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
」
と
い
う
の
を

い
っ
し
ょ
に
考
え
る
。
決
め
る
の
は
先

方
で
す
が
、
そ
の
選
択
肢
を
こ
ち
ら
が

ど
れ
だ
け
持
っ
て
い
る
か
、
情
報
と
し

て
適
切
な
選
択
肢
を
き
ち
ん
と
伝
え
ら

れ
る
か
ど
う
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
の

相
談
と
い
う
の
は
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

│
│　

相
談
に
臨
ま
れ
る
前
に
は
、
ど

ん
な
こ
と
を
準
備
さ
れ
ま
す
か
？

中
村　

ま
ず
、
相
手
の
か
た
が
何
を
聞

き
た
い
か
と
い
う
点
。
質
問
事
項
を
見

て
、
た
と
え
ば
学
校
の
選
択
で
悩
ん
で

い
る
の
か
、
言
語
教
育
に
つ
い
て
な
の

か
と
。
だ
い
た
い
学
校
選
択
に
つ
い
て

が
多
い
で
す
ね
。
そ
し
て
お
子
さ
ん
の

教
育
歴
を
見
て
、
何
年
生
で
海
外
に
出

て
、
何
年
生
で
帰
っ
て
く
る
見
込
み
か

と
い
っ
た
情
報
か
ら
、
子
ど
も
の
年
表

み
た
い
な
も
の
を
ま
ず
つ
く
り
ま
す
。

「
こ
の
年
齢
で
行
く
か
ら
、
帰
国
は
何
歳

に
な
る
か
」
と
い
う
こ
と
は
、
基
本
情

報
で
す
。次
に
渡
航
先
の
情
報
で
は
、補

習
校
は
あ
る
の
か
な
い
の
か
と
か
、
日

本
人
学
校
は
あ
る
の
か
、
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
は
ど
う
い
う
の
が

あ
る
の
か
、と
い
っ
た
こ
と
を
調
べ
ま
す
。

後
藤　

赴
任
前
セ
ミ
ナ
ー
を
や
っ
て
い

て
感
じ
る
の
は
、
や
は
り
Ｔ
Ｐ
Ｏ
な
ん

で
す
。
そ
の
子
の
学
齢
、
そ
れ
か
ら
コ

ロ
ナ
の
時
期
に
行
く
か
行
か
な
い
か
と

い
う
も
の
も
あ
る
し
、
行
く
場
所
に
よ

っ
て
も
違
い
ま
す
よ
ね
。
あ
と
は
オ
ケ

ー
ジ
ョ
ン
…
…
状
況
と
し
て
は
、
た
と

え
ば
特
別
支
援
の
必
要
が
あ
る
お
子
さ

ん
な
の
か
、
健
常
の
お
子
さ
ん
な
の
か

と
い
う
こ
と
も
ね
。

│
│　

親
の
海
外
赴
任
が
決
ま
っ
た
と

き
に
家
族
が
喜
ぶ
場
合
と
、「
な
ん

で
？
」
と
い
う
雰
囲
気
に
な
る
場
合
と

が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
…
…

三
井　

そ
こ
は
、
や
は
り
〝
受
け
取
り

よ
う
〞
を
、「
せ
っ
か
く
の
チ
ャ
ン
ス
」

と
前
向
き
に
捉
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

教
育
相
談
で
は
勉
強
の
こ
と
が
中
心
に

な
り
ま
す
け
ど
、
や
は
り
赴
任
先
の
国

を
知
ろ
う
と
か
楽
し
も
う
と
か
、
そ
う

い
う
気
持
ち
を
持
つ
必
要
が
あ
る
の
か

な
と
思
い
ま
す
。

　

赴
任
前
セ
ミ
ナ
ー
で
も
、
赴
任
先
の

地
域
に
よ
っ
て
、
受
講
者
の
皆
さ
ん
の

表
情
が
も
う
全
然
違
う
ん
で
す
よ
ね
。

ど
ん
な
国
で
も
い
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い

あ
る
の
に
、
保
護
者
が
悲
し
い
・
暗
い

雰
囲
気
で
「
ど
う
し
よ
う
」
と
い
う
顔

を
し
た
ら
、
子
ど
も
も
そ
の
ま
ま
受
け

取
り
ま
す
。
や
は
り
保
護
者
自
身
が
楽

し
む
と
い
う
か
、
親
子
い
っ
し
ょ
に
な

っ
て「
そ
の
国
の
よ
さ
を
見
つ
け
よ
う
」

と
か
、「
勉
強
も
大
事
だ
け
ど
、
こ
う

い
う
体
験
を
し
て
み
よ
う
」
な
ど
と
考

え
て
ほ
し
い
で
す
。

│
│　

赴
任
地
に
着
い
て
か
ら
は
？

三
井　

向
こ
う
で
は
、
子
ど
も
に
と
っ

て
は
理
解
者
と
い
う
か
こ
と
ば
が
通
じ

る
の
は
家
族
し
か
い
な
い
状
況
に
な
り

ま
す
か
ら
、
当
分
の
間
は
何
で
も
い
っ

し
ょ
に
や
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。
現
地

校
に
入
る
場
合
は
、
現
地
校
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
あ
る
し
、
補
習
校
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
あ
り
ま
す
。
日
本
人
学
校
だ

っ
て
ほ
ん
と
う
を
い
う
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
い
っ
ぱ
い
必
要
な
ん
で
す
。
日
本

国
内
に
い
る
の
と
は
ち
ょ
っ
と
気
持
ち
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を
切
り
か
え
て
い
た
だ
き
、
そ
の
国
や

そ
こ
の
学
校
風
土
を
と
に
か
く
い
っ
し

ょ
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

中
村　

帰
国
さ
れ
た
ご
家
族
を
見
て
い

る
と
、
保
護
者
が
現
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
た
場

合
は
、
親
子
共
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
も
高
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
帰
国

し
た
と
き
に
自
分
の
よ
さ
を
発
揮
で
き

る
の
は
、
や
は
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
が
高
い
子
な
ん
で
す
。
逆
に
消
極

的
だ
と
「
帰
国
学
級
」
と
い
う
英
語
の

通
じ
る
友
達
の
な
か
だ
け
で
安
心
し
て

い
ら
れ
る
け
ど
、
な
か
な
か
そ
こ
か
ら

一
歩
踏
み
出
し
て
い
け
ま
せ
ん
。
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
あ
れ
ば
、
ど
ん

ど
ん
一
般
学
級
の
子
と
も
仲
よ
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
海
外
で
身

に
つ
け
て
き
た
よ
い
意
味
で
の「
自
己
主

張
」も
ど
ん
ど
ん
す
る
か
ら
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
し
、
周
り
の
子
か

ら
も
す
ご
く
信
頼
さ
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。

　

だ
か
ら
保
護
者
が
周
り
の
知
ら
な
い

人
と
で
も
、
ど
ん
ど
ん
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
。「
お
母
さ
ん
も
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
け
ど
、
間
違
っ
て

も
い
い
か
ら
参
加
す
る
わ
よ
」
と
い
う

態
度
を
見
せ
る
と
、
子
ど
も
も
ど
ん
ど

ん
挑
戦
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
が
高
ま
り
ま
す
。
保
護
者
は
ぜ
ひ
、

が
ん
ば
っ
て
そ
う
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
に
参
加
し
て
、
積
極
的
に
い
ろ
ん
な

こ
と
に
か
か
わ
っ
て
い
る
姿
を
お
子
さ

ん
に
見
せ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

│
│　

最
近
、
お
母
さ
ん
が
駐
在
員
で

赴
任
さ
れ
る
例
も
増
え
て
い
ま
す
ね
。

後
藤　

は
い
。
そ
し
て
以
前
よ
り
も
、

男
性
が
配
偶
者
で
つ
い
て
い
く
こ
と
を

社
会
全
体
で
許
容
し
つ
つ
あ
り
ま
す
ね
。

夫
も
仕
事
は
し
て
い
る
け
れ
ど
、
つ
い

て
い
く
…
…
そ
れ
を
な
ん
ら
疑
問
に
感

じ
な
い
の
は
あ
た
り
ま
え
な
ん
で
す
け

ど
ね
。
そ
れ
が
だ
い
ぶ
も
う
、
よ
い
方

向
で
平
等
に
な
っ
て
き
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

三
井　

補
習
校
の
父
母
会
で
も〝
主
夫
〞

の
お
父
さ
ん
が
大
活
躍
し
て
く
れ
た
り

し
て
、
助
か
っ
て
い
ま
し
た
。

│
│　

周
り
の
子
も
、
次
第
に
そ
れ
が

あ
た
り
ま
え
と
感
じ
る
わ
け
で
す
ね
。

後
藤　
「
何
か
き
っ
か
け
が
あ
っ
て
大

き
く
変
異
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
子

ど
も
に
も
あ
り
ま
す
。
海
外
で
暮
ら
す
、

海
外
で
勉
強
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
や

は
り
よ
い
意
味
で
の
変
異
を
起
こ
す
特

別
の
チ
ャ
ン
ス
を
も
ら
え
る
こ
と
だ
と

思
う
ん
で
す
。
違
う
国
に
行
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
異
文
化
に
出
会
う
な
か
で
希
望

や
チ
ャ
ン
ス
を
も
ら
え
る
ん
で
す
か
ら
、

子
ど
も
も
自
分
自
身
の
よ
い
と
こ
ろ
が

見
つ
か
る
だ
ろ
う
し
、
親
御
さ
ん
も
お

子
さ
ん
の「
こ
ん
な
面
も
あ
っ
た
ん
だ
」

と
い
う
も
の
を
見
つ
け
る
機
会
が
増
え

る
で
し
ょ
う
。
先
ほ
ど
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

の
子
も
、
向
こ
う
に
い
た
か
ら
才
能
を

発
揮
で
き
た
わ
け
で
、
日
本
に
い
た
ら

ゲ
ー
ム
を
一
日
二
時
間
に
制
限
さ
れ
て

何
も
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

植
野　

海
外
の
日
本
人
学
校
は
国
内
の

学
校
と
は
異
な
る
点
が
多
い
で
す
。
ま

し
て
や
現
地
校
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
ク
ー
ル
で
は
使
用
言
語
は
も
ち
ろ

ん
学
習
の
ス
タ
イ
ル
や
学
校
の
文
化
が

違
っ
て
い
ま
す
。
海
外
に
行
く
と
、
お

子
さ
ん
は
文
化
や
価
値
観
の
違
う
人
と

か
か
わ
り
信
頼
関
係
を
つ
く
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

経
験
は
、
や
は
り
海
外
じ
ゃ
な
い
と
難

し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人

と
相
手
の
文
化
の
違
い
を
認
め
な
が
ら

つ
き
合
っ
て
い
く
時
代
で
す
。
そ
れ
を

子
ど
も
の
段
階
、
特
に
思
春
期
に
な
っ

た
子
が
受
け
止
め
て
、
そ
こ
で
葛
藤
し

な
が
ら
育
っ
て
い
き
、
や
が
て
社
会
で

活
躍
し
て
く
れ
る
…
…
。
私
自
身
は
海

外
の
学
校
で
教
え
た
こ
と
は
な
い
で
す

が
、
ず
っ
と
帰
国
生
を
受
け
入
れ
る
学

校
で
教
え
て
き
ま
し
た
。
彼
ら
の
考
え

方
と
か
気
遣
い
な
ど
か
ら
多
く
の
こ
と

を
学
び
ま
し
た
ね
。
で
す
か
ら
、
教
え

て
い
て
面
白
か
っ
た
で
す
。
そ
ん
な
成

長
を
し
て
い
く
お
子
さ
ん
を
、
保
護
者

の
か
た
は
ち
ゃ
ん
と
見
守
っ
て
あ
げ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

│
│　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ぼ
く
は
ボ
ロ
ッ
ト
く
ん
。
生
ま
れ
た
ば

か
り
の
ロ
ボ
ッ
ト
だ
。

か
ら
だ
も
う
ま
く
動
か
せ
な
い
し
、
こ
ん
な
に

大
き
な
目
が
つ
い
て
い
る
の
に
、
正
面
し
か
見

え
な
い
ん
だ
。

人
間
の
ま
ね
を
す
れ
ば
、
ぼ
く
も
い
ろ
ん

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
な
？

お
医
者
さ
ん
の
フ
ジ
タ
先
生
に
聞
い
て
み

よ
う
。

「
人
間
の
か
ら
だ
は
と
っ
て
も
複
雑
。
で
も
そ

の
中
に
は
、
小
学
校
の
理
科
で
習
う
し
く
み
も

隠
さ
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。
身
近
に
あ
る
も
の
を

使
っ
て
実
験
し
て
み
よ
う
か
」

先
生
と
い
っ
し
ょ
に
、
か
ら
だ
の
中
に
あ
る

し
く
み
と
不
思
議
を
見
つ
け
に
行
こ
う
。

　
本
特
集
は
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
ま
す
。
工
作
だ
け
で
は
も
の
足
り
な
い
人
、も
っ

と
知
り
た
く
な
っ
た
人
は
、「
さ
ら
に
実
験
＆
考
え
て

み
よ
う
！
」を
読
ん
で
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
っ
て
く
だ

さ
い
。「
フ
ジ
タ
先
生
か
ら
」に
は
、
実
験
と
私
た
ち

の
か
ら
だ
や
病
気
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ

て
い
る
か
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

取
材
・
文
　
只
木 

良
枝

ボロットくん フジタ先生

特集2

からだのふしぎを
工作で体験
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人
間
は
、
目
か
ら
多
く
の
情
報
を
得

て
い
る
。
友
だ
ち
が
向
こ
う
か
ら
歩
い

て
く
る
の
が
見
え
た
ら「
こ
ん
に
ち
は
」

と
手
を
振
る
し
、
何
か
が
飛
ん
で
き
た

ら
と
っ
さ
に
避
け
る
。
状
況
を
判
断
し

て
素
早
く
行
動
す
る
た
め
に
は
、
目
も

素
早
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
上
下
左
右
に
動

か
さ
な
い
と
い
け
な
い
よ
ね
。

　

目
玉
の
し
く
み
の
前
に
、
筋
肉
の
話

を
し
よ
う
。
人
間
の
か
ら
だ
は
ど
う
や

っ
て
動
く
か
知
っ
て
い
る
か
な
。

　

私
た
ち
が
か
ら
だ
を
動

か
せ
る
の
は
筋
肉
の
お
か

げ
。
た
と
え
ば
、脳
が「
腕

を
上
げ
よ
う
」
と
考
え
て
、

「
動
け
」
と
命
令
を
出
す
。

す
る
と
そ
の
命
令
を
神
経

が
腕
の
筋
肉
に
伝
え
る
。

そ
こ
で
筋
肉
の
中
に
あ
る

小
さ
な
小
さ
な
タ
ン
パ
ク

質
が
収
縮
し
て
筋
肉
を
動

か
す
。

　

筋
肉
の
中
に
あ
る
タ
ン

パ
ク
質
が
力
を
合
わ
せ
て

動
く
様
子
は
、
ま
る
で
マ

ス
ゲ
ー
ム
や
群
舞
の
よ
う

に
リ
ズ
ミ
カ
ル
。
筋
肉
が

ど
う
や
っ
て
伸
び
た
り
縮

ん
だ
り
す
る
か
は
、
リ
ン

ク
先
の
動
画
を
見
て
ね
。

　

さ
て
、
目
玉
は
、
眼が

ん
か窩
と
呼
ば
れ
る

ろ
う
と
（
じ
ょ
う
ご
）
の
よ
う
な
も
の

の
中
に
入
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
何
本

も
の
筋
肉
が
つ
い
て
い
て
、
そ
の
筋
肉

が
入
れ
物
の
形
に
添
っ
て
動
き
、
収
縮

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
目
玉
を
ス
ム
ー
ズ

に
動
か
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
て
こ
と
滑
車
と
い
う
し
く

み
だ
。
小
学
校
と
中
学
校
の
理
科
で
習

う
よ
。
て
こ
も
滑
車
も
、
力
の
方
向
を

変
え
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
。

［設計図］
＜動画リンク＞筋肉が動くしくみ（アニメーション）
https://www.clinicaldesignchiba-u.com/教育/
大学院/筋肉の動き/

動く目玉をつくろう

右
を
向
い
て
、

左
を
向
い
て
。

い
ろ
ん
な
も
の
を

見
た
い
な
あ
。

用 意 するもの

https://www.clinicaldesignchiba-u.com/%E6%95%99%E8%82%B2/%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E9%99%A2/%E7%AD%8B%E8%82%89%E3%81%AE%E5%8B%95%E3%81%8D/
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つくりかた
❶ろうとのふちに近いところに穴を開ける。
❷ボールにひとみを描き入れる。
❸ひとみを北極になるように置き、赤道部

分に設計図のとおりにシールを貼っていく。
❹シールの位置に同じ色の毛糸をセロハン

テープで貼りつけていく。まず、上直筋、
外側直筋、下直筋、内側直筋を縦（南北
方向）に貼りつける。次に、上斜筋と下
斜筋を横（東西方向）に貼りつける。

❺上直筋と下直筋、外側直筋と内側直筋の
端をそれぞれ軽く結んでおく。

❻上斜筋をろうとのふちの穴に通して、ろ
うとの外に出す。

❼結んである上直筋と下直筋、外側直筋と
内側直筋と、横向きについている下斜筋
もいっしょに、ろうとの下の穴に通す。

た
め
し
て
み
よ
う

鏡
に
目
玉
を
映
し
て
、
毛
糸
（
筋
）
を
引
っ
張
っ
て
み
よ
う
。

最
初
は
毛
糸
（
筋
）
を
１
本
ず
つ
動
か
し
て
み
て
、
次
に
複
数
の
毛
糸

（
筋
）
を
い
っ
し
ょ
に
引
っ
張
っ
て
み
よ
う
。

ど
の
毛
糸
（
筋
）
を
引
っ
張
っ
た
ら
、
目
玉
が
ど
ん
な
方
向
に
動
く
か
な
。

上
目
づ
か
い
や
横
目
は
、
毛
糸
（
筋
）
を
ど
う
引
っ
張
れ
ば
よ
い
の
か
な
。

さ
ら
に
実
験
＆
考
え
て
み
よ
う

●
も
っ
と
簡
単
に
動
か
す
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
か
な
？

短
い
割
り
ば
し
を
２
本
用
意
し
て
、
そ

の
端
に
上
直
筋
と
下
直
筋
、
内
側
直
筋

と
外
側
直
筋
を
、
そ
れ
ぞ
れ
結
び
つ
け

て
み
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
片
方
が
引

っ
張
ら
れ
る
と
き
は
片
方
が
ゆ
る
む

と
い
う
動
き
が
同
時
に
で
き
る
。
操
り

人
形
の
よ
う
に
、
片
手
で
ス
ム
ー
ズ
に

目
玉
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

●
な
ぜ
目
に
は
筋
肉
が
６
本
あ
る
の
だ

ろ
う
？

目
玉
を
上
下
左
右
に
動
か
す
に
は
、
最
低
3
本
の
筋
肉
が
必
要
だ
。
上

下
左
右
に
対
称
的
に
配
置
す
る
と
し
て
も
、
筋
肉
は
4
本
あ
れ
ば
十
分

の
は
ず
。
と
こ
ろ
が
人
間
の
目
に
は
6
本
も
筋
肉
が
つ
い
て
い
る
。
動
物

の
中
に
は
、
7
本
の
筋
肉
を
持
つ
も
の
も
い
る
そ
う
だ
よ
。
ど
う
し
て
そ

れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
筋
肉
が
つ
い
て
い
る
の
か
、
理
由
を
考
え
て
み
よ
う
。

●
目
玉
の
模
型
に
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー
を
つ
け
て
み
よ
う
。

目
の
動
き
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
。
モ
ー
タ
ー
に
毛
糸
（
筋
）
を
接
続
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ど
お

り
に
動
か
し
て
み
よ
う
。

　

ケ
ガ
を
し
た
人
や
病
気
の
人

に
、
お
医
者
さ
ん
が
、
顔
の
前

に
指
を
立
て
て
上
下
左
右
に
動

か
し
て
「
指
の
動
き
を
追
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
テ
ス
ト
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
な
ど
で
見
た
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
あ
れ
は
、

医
者
の
指
示
ど
お
り
に
患
者
さ

ん
が
目
を
動
か
せ
な
い
場
合
、

ど
の
筋
を
動
か
す
神
経
に
問
題

が
あ
る
の
か
を
調
べ
て
い
る
の

で
す
。

　

近
視
の
眼
球
は
、
前
後
に
長

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
眼
球
の
形
を
変
え

る
力
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
工
作
で
取
り
つ
け
た
６

本
の
筋
肉
だ
け
。
ど
の
筋
肉
に

ど
ん
な
力
が
働
い
て
眼
球
が
引

き
伸
ば
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

何
が
眼
球
の
変
形
の
原
因
に
な

っ
て
い
る
の
か
が
わ
か
る
と
、

そ
の
対
策
が
立
て
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

＜動画リンク＞片手で動く目玉
https://www.clinicaldesignchiba-u.com/教育/実験室/目の動き/
https://youtu.be/L9VAT7UN4_M

フ
ジ
タ
先
生

か
ら

https://www.clinicaldesignchiba-u.com/%E6%95%99%E8%82%B2/%E5%AE%9F%E9%A8%93%E5%AE%A4/%E7%9B%AE%E3%81%AE%E5%8B%95%E3%81%8D/
https://youtu.be/L9VAT7UN4_M
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図
３　

腱
鞘
の
役
割

　

手
や
足
に
は
骨
が
あ
る
。
そ
の
骨
が

接
続
さ
れ
て
曲
が
る
と
こ
ろ
が
関
節
で
、

そ
れ
を
動
か
す
の
も
筋
肉
だ
。

　

筋
肉
の
両
端
に
腱け

ん

が
あ
り
、
関
節
を

ま
た
い
で
と
な
り
の
骨
に
固
く
く
っ
つ

い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
筋
肉
が
縮
む
と

そ
の
力
が
腱
に
伝
わ
り
、
左
側
の
骨
が

引
っ
張
ら
れ
て
、
関
節
が
曲
が
る
と
い

う
わ
け
。
関
節
面
が
て
こ
の
支
点
、
筋

肉
の
腱
が
次
の
骨
に
つ
い
て
い
る
部
分

が
力
点
と
な
っ
て
左
側
の
骨
を
動
か
す

ん
だ（
図
１
参
照
）。

　

関
節
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
み
よ
う
。

腱
は
、
腱け

ん
し
ょ
う鞘で
骨
に
添
う
よ
う
に
固
定

さ
れ
て
い
る（
図
２
参
照
）。

　

も
し
腱
鞘
が
な
か
っ
た
ら
、
筋
肉
が

縮
む
と
き
に
、
腱
が
関
節
か
ら
離
れ
て

図
３
の
よ
う
に
近
道
を
し
よ
う
と
し
て
、

皮
膚
を
破
っ
て
し
ま
う
。

　

つ
ま
り
、
腱
鞘
は
滑
車
の
役
割
を
果

た
し
て
力
の
方
向
を
変
え
る
働
き
を
し

て
い
る
ん
だ
。

　

こ
こ
に
も
、
て
こ
と
滑
車
の
し
く
み

が
あ
っ
た
ね
。
腕
や
指
の
滑
車
は
、
曲

げ
伸
ば
し
の
よ
う
に
１
つ
の
方
向
に
し

か
動
か
な
い
。
け
れ
ど
も
、
肩
や
脚
の

つ
け
根
の
よ
う
に
ぐ
る
ぐ
る
回
す
部
分

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
方
向
に
動
く
滑
車

が
あ
る
。

　

自
分
の
手
を
観
察
し
て
み
よ
う
。

親
指
は
２
つ
、
そ
の
ほ
か
の
指
は

３
つ
の
骨
が
つ
な
が
っ
て
い
て
、

曲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
工
作
し

て
動
き
を
た
め
し
て
み
よ
う
。

3 ～ 5cm

★new 指の工作　設計図

図1　骨と筋肉

図2　腱鞘

［設計図］

曲がる指をつくろう
腕
や
脚
が
つ
っ
ぱ
っ
た

ま
ま
で
は
動
け
な
い
よ
。

曲
げ
た
り
伸
ば
し
た
り

し
た
い
な
。

用
意
す
る
も
の
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つ
く
り
か
た

❶
工
作
用
紙
を
設
計
図
の
よ
う
に
切
っ

て
折
り
、
大
・
中
・
小
３
つ
の
三
角
柱

を
つ
く
る
。
小
は
末ま

っ
せ
つ
こ
つ

節
骨
、
中
は
中
ち
ゅ
う

節せ
つ

骨こ
つ

、
大
は
基き
せ
つ
こ
つ

節
骨
に
な
る
。

❷
末
節
骨
（
小
）
の
三
角
柱
の
先
に
は

爪
を
つ
け
る

❸
３
つ
の
三
角
柱
の
1
面
だ
け
を
セ
ロ

ハ
ン
テ
ー
プ
で
つ
な
ぐ
。
つ
な
い
だ
面

が
手
の
ひ
ら
側
に
な
る
。

❹
指
の
手
の
ひ
ら
側
の
末
節
骨
（
小
）
の

①
、
中
節
骨
（
中
）
の
③
の
位
置
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
本
ず
つ
タ
コ
糸
を
つ
け
る
。

❺
指
の
爪
側（
山
の
部
分
）の
末
節
骨（
小
）

の
②
、
中
節
骨
（
中
）
の
④
の
位
置
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
本
ず
つ
タ
コ
糸
を
つ
け
る
。

た
め
し
て
み
よ
う
１

指
を
手
の
ひ
ら
方
向
に
曲
げ
る
タ
コ
糸

（
腱
）
を
屈
筋
腱
、
ま
っ
す
ぐ
に
伸
ば
す

タ
コ
糸（
腱
）を
伸
筋
腱
と
呼
ぶ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
タ
コ
糸
を
引
っ
張
っ
て
み
よ

う
。
ど
の
タ
コ
糸
を
引
く
と
指
の
ど
の
部

分
が
曲
が
る
か
な
？　

引
い
て
も
曲
が
ら

な
い
タ
コ
糸
は
ど
れ
か
な
？

テ
ー
プ
で
貼
っ
た
と
こ
ろ
が
て
こ
の
支
点
、

タ
コ
糸
が
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
力
点
、

指
先
側
が
作
用
点
に
な
る
。

…
…
で
も
、
こ
れ
で

は
指
を
曲
げ
た
と
き

に
、
タ
コ
糸
（
腱
）

が
骨
か
ら
遠
く
離
れ

て
、
皮
膚
を
突
き
破

っ
て
し
ま
う
。
そ
う
、

タ
コ
糸
（
腱
）
が
骨

に
添
っ
て
動
く
よ
う

に
す
る
た
め
に
、
腱

鞘
が
必
要
だ
ね
。

工
作
を
続
け
よ
う
。

た
め
し
て
み
よ
う
２

ス
ト
ロ
ー
の
折
れ
曲

が
る
と
こ
ろ
を
切
っ

て
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ

の
上
に
貼
り
つ
け
て
、

そ
の
中
に
①
③
の
タ

コ
糸
を
通
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
タ
コ
糸

（
腱
）
を
引
っ
張
っ

て
み
よ
う
。
こ
れ
で

腱
は
骨
か
ら
離
れ
る

こ
と
な
く
、
骨
を
動

か
す
こ
と
が
で
き
た

ね
。
ス
ト
ロ
ー
が
、

腱
を
そ
れ
ぞ
れ
の
骨
に
添
わ
せ
る
腱
鞘
の

役
割
を
し
て
い
る
。

ス
ト
ロ
ー
（
腱
鞘
）
が
し
っ
か
り
と
固
定

さ
れ
て
い
る
と
き
と
、
う
ま
く
固
定
さ
れ

て
い
な
い
と
き
の
、
指
を
曲
げ
る
際
の
抵

抗
の
違
い
を
比
べ
て
み
よ
う
。

さ
ら
に
実
験
＆
考
え
て
み
よ
う

●
タ
コ
糸
（
腱
）
を
三
角
柱（
骨
）に
貼
り

つ
け
る
場
所
を
少
し
ず
ら
し
て
み
よ
う
。

手
の
ひ
ら
に
近
い
と
こ
ろ
、
骨
の
真
ん
中
、

指
先
に
近
い
と
こ
ろ
…
…
。
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
は
、
指
を
動
か
す
た
め
に
タ
コ
糸

（
腱
）
を
ど
れ
ぐ
ら
い
の
力
で
引
っ
張
ら

な
い
と
い
け
な
い
か
な
。
そ
の
と
き
の
指

の
動
き
か
た
は
ど
う
変
わ
る
か
な
。

●
ス
ト
ロ
ー
の
貼
り
つ
け
場
所
を
変
え
て

み
よ
う
。

指
先
側
の
骨
、
手
の
ひ
ら
側
の
骨
、
両
方

の
骨
…
…
。
そ
れ
ぞ
れ
タ
コ
糸
（
腱
）
を

引
っ
張
っ
て
み
る
と
、
動
き
は
ど
の
よ
う

に
変
わ
る
か
な
。

●
タ
コ
糸
（
腱
）
の
引
っ
張
り
か
た
を
変

え
て
み
よ
う
。

①
と
②
を
同
時
に
引
っ
張
っ
た
と
き
と
①

だ
け
を
引
っ
張
っ
た
と
き
の
指
の
動
き
や

す
さ
は
ど
う
違
う
か
な
。
③
と
④
を
同
時

に
、
ま
た
④
だ
け
の
場
合
も
比
較
し
て
み

よ
う
。
さ
ら
に
、
①
②
③
④
全
部
を
い
っ

し
ょ
に
引
っ
張
る
と
ど
う
な
る
か
な
？

　
人
間
は
、
い
く
つ
か
の
腱
を

ま
と
め
て
動
か
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
指
を
ス
ム
ー
ズ
に
動
か
し

て
い
ま
す
。
実
験
の
よ
う
に
、

タ
コ
糸
（
腱
）
を
①
と
②
だ
け
、

あ
る
い
は
③
と
④
だ
け
引
っ
張

る
と
い
う
こ
と
は
、
普
通
は
し

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
け
が
で
筋

肉
の
一
部
の
腱
が
切
れ
た
り
、

神
経
が
切
れ
た
り
す
る
と
、
う

ま
く
動
か
な
く
な
り
ま
す
。

　
ス
ト
ロ
ー
（
腱
鞘
）
を
留
め

た
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
を
部
分
的

に
外
し
て
、
曲
げ
や
す
さ
の
違

い
を
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

根
本
側
（
手
の
ひ
ら
側
）
の
腱

鞘
の
固
定
が
悪
く
な
っ
た
状
態

が
、い
わ
ゆ
る
「
ば
ね
指
」
で
す
。

　
腱
が
切
れ
た
と
き
は
手
術
で

つ
な
ぎ
な
お
し
ま
す
。
し
か
し

受
傷
か
ら
時
間
が
た
つ
と
筋
肉

が
縮
ん
で
腱
が
手
の
ひ
ら
側
に

引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
、
手
術

が
困
難
に
な
り
ま
す
。
指
を
深

く
切
っ
た
と
き
は
、
な
る
べ
く

早
く
病
院
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

腱鞘なしの指工作腱鞘つきの指工作

フ
ジ
タ
先
生

か
ら
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口
か
ら
食
べ
た
も
の
は
、
ど
う
や
っ

て
か
ら
だ
の
中
を
運
ば
れ
て
い
く
の
だ

ろ
う
。
胃
や
腸
の
中
で
は
、
ど
ん
な
こ

と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

水
に
砂
糖
を
た
く
さ
ん
溶
か
し
て
比

重
の
重
い
水
溶
液
を
つ
く
り
、
牛
乳
と

ま
じ
り
合
う
様
子
を
観
察
し
て
み
よ
う
。

胃
や
腸
の
内
部
で
、
蠕ぜ

ん
ど
う動
（
筋
肉
が
伸

縮
を
繰
り
返
し
内
容
物
を
送
り
出
す
運

動
）
や
分
節
運
動
（
腸
管
が
く
び
れ
て

内
容
物
を
ま
ぜ
合
わ
せ
る
運
動
）
が
ど

の
よ
う
に
起
こ
っ
て
い
る
か
な
。

胃の模型

腸
の
模
型

つ
く
り
か
た

❶
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
１
枚
の
下
隅
２
カ

所
を
丸
結
び
す
る（
Ａ
）。
も
う
１

枚
は
そ
の
ま
ま
（
Ｂ
）。

❷
人
工
腸
液
50 

ml
を
そ
れ
ぞ
れ
の
袋

に
注
ぐ
。

❸
牛
乳
50 

ml
を
そ
れ
ぞ
れ
の
袋
に
、
ス

ポ
イ
ト
な
ど
を
使
っ
て
人
工
腸
液
と

ま
ざ
ら
な
い
よ
う
に
静
か
に
注
ぐ
。

た
め
し
て
み
よ
う

Ａ
と
Ｂ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
袋
の
下
の
中

央
部
を
、
下
か
ら
指
で
つ
か
ん
で
ぎ

ゅ
っ
と
押
し
込
む
。

何
回
押
し
込
む
と
ま
じ
る
か
を
数
え

て
み
よ
う
。

Ａ
と
Ｂ
で
ま
じ
り
か
た
に
違
い
が
あ

る
か
な
？

つ
く
り
か
た

❶
細
長
い
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
口
を
セ
ロ

ハ
ン
テ
ー
プ
で
し
っ
か
り
閉
じ
る
。

❷
細
長
い
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
10
㎝
お
き

に
ひ
も
を
テ
ー
プ
で
張
り
つ
け
、ひ

も
の
両
端
を
く
く
っ
て
輪
に
す
る
。

❸
ワ
イ
ヤ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
り
下
げ
金

具
を
７
～
８
㎝
間
隔
で
取
り
つ
け
、

ひ
も
を
つ
り
下
げ
る
。重
り
と
し
て
、

ひ
も
の
下
に
ク
リ
ッ
プ
を
つ
け
る
。

・﹁
胃
の
模
型
﹂
で
用
意
し
た
人
口
腸
液

を
水
30 

ml
に
砂
糖
を
30 

g
の
割
合
で

溶
か
し
て
つ
く
る

・水100mlに砂糖を100gの割合で溶かす
・観察しやすいように食紅や絵の具で色

をつける。かなり濃い目の方が観察
しやすい

・小さめのビニール袋２枚と牛乳を用意
する

●下から親指と人差し指で
　押し込む

●ビニール袋Aの下
の角を結ぶ

胃と腸の動きを知ろう
ぼ
く
は
ロ
ボ
ッ
ト
だ
け
ど
、

や
っ
ぱ
り
お
い
し
い
も
の

も
食
べ
た
い
よ
。

用 意 するもの
＜人工腸液＞

＜胃の模型＞

＜

人
工
腸
液＞

＜

腸
の
模
型＞

用
意
す
る
も
の
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胃と腸の動き/
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●
砂
糖
水
は
何
に
使
え
る
か
な
？
。

砂
糖
は
水
に
よ
く
溶
け
る
の
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
比
重
の
水
溶
液
を
簡
単
に
つ
く
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
砂
糖
は
ほ
と
ん
ど
の

物
質
に
反
応
し
な
い
。
こ
の
性
質
を
使
う

と
、
液
体
の
中
の
成
分
を
比
重
の
違
い
に

よ
っ
て
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と

え
ば
、
ど
ん
な
こ
と
に
利
用
で
き
る
か
な
。

考
え
て
み
よ
う
。

●
腸
の
収
縮
が
伝
わ
る
様
子
を
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
し
よ
う
。

興
味
が
あ
る
人
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
。
フ
ジ
タ
先
生
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
ヒ
ン
ト
が
書
い
て
あ
る

よ
。
動
画
の
リ
ン
ク
先
か
ら
見
て
み
よ
う
。

❹
袋
の
口
を
絞
り
、
上
端
に
小
さ
な
切

れ
込
み
を
入
れ
て
、
人
工
腸
液
30 

ml

を
注
ぐ
。

❺
❹
の
上
に
牛
乳
20 

ml
を
、
２
層
に
分

か
れ
る
よ
う
に
静
か
に
注
ぎ
入
れ
る
。

た
め
し
て
み
よ
う

ワ
イ
ヤ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
り
下
げ
た
ひ
も
を

端
か
ら
順
番
に
外
し
て
戻
し
、
人
工
腸
液

と
牛
乳
を
袋
の
端
ま
で
移
動
さ
せ
る
。

端
ま
で
行
っ
た
ら
逆
方
向
に
や
っ
て
み
よ

う
。
何
回
操
作
し
た
ら
人
工
腸
液
と
牛
乳

が
ま
ざ
る
か
な
？

さ
ら
に
実
験
＆
考
え
て
み
よ
う

●
ど
う
し
て
砂
糖
水
を
使
う
の
か
な
？

人
工
腸
液
を
つ
く
る
た
め
に
砂
糖
水
を
使

っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
以
外
の
も
の
で
は
ど

う
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
水
を
使
う
と
す
ぐ

に
牛
乳
と
ま
ざ
っ
て
し
ま
っ
て
、
そ
の
様

子
を
じ
っ
く
り
観
察
で
き
な
い
。

こ
の
実
験
で
は
、
２
つ
の
水
溶
液
の
ま
ざ

り
か
た
を
観
察
し
た
い
の
で
、
水
溶
液
の

比
重
が
大
き
く
違
う
こ
と
が
重
要
な
ん
だ
。

砂
糖
水
の
か
わ
り
に
、
市
販
の
栄
養
ド
リ

ン
ク
も
人
工
腸
液
と
し
て
使
え
る
よ
。
そ

れ
は
ど
う
し
て
だ
ろ
う
？

＜動画リンク＞腸の動画

　

液
体（
溶
媒
）に
何
か（
溶
質
）
を
溶

か
す
と
き
に
、
実
験
で
は
ぐ
る
ぐ
る
か

き
回
す
と
早
く
ま
ざ
り
ま
す
。
し
か
し

か
ら
だ
の
中
で
は
、
ぐ
る
ぐ
る
か
き
ま

ぜ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
蠕

動
に
よ
っ
て
乱
流（
渦
巻
き
）
を
発
生

さ
せ
て
い
る
の
で
す
。
胃
袋
の
模
型
を

指
で
押
し
て
み
る
と
、
意
外
に
早
く
、

よ
く
ま
ざ
る
こ
と
が
実
感
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

　

２
液
の
ま
ざ
る
様
子
を
目
を
凝
ら
し

て
よ
く
観
察
す
る
と
、
小
さ
な
渦
巻
き

を
た
く
さ
ん
発
見
で
き
ま
す
。
渦
巻
は

少
し
移
動
し
て
消
え
、
ま
た
別
の
場
所

に
で
き
ま
す
。
リ
ズ
ム
が
あ
る
よ
う
で

な
い
よ
う
な
動
き
で
す
。
渦
巻
の
詳
し

い
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
ま
だ
よ
く
わ
か
っ

て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
移

動
す
る
と
き
の
抵
抗
、
物
を
加
熱
し
た

り
冷
や
し
た
り
す
る
と
き
の
効
率
、
均

一
に
ま
ざ
っ
た
物
質
を
つ
く
る
方
法
な

ど
た
く
さ
ん
の
分
野
で
大
切
な
動
き
で

す
の
で
、い
ろ
い
ろ
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

腸
の
中
で
は
、
内
容
物
を
か
き
ま
ぜ

る
た
め
に
分
節
運
動
と
い
う
緊
縮
拡
張

運
動
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば

ス
ト
ッ
キ
ン
グ
に
ボ
ー
ル
を
入
れ
て
絞

っ
て
送
る
こ
と
で
、
腸
の
輪
状
筋
が
収

縮
し
て
腸
の
内
容
物
を
押
し
出
す
様
子

が
再
現
で
き
ま
す
。
し
か
し
腸
の
内
容

物
は
液
体
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

固
体
を
絞
り
出
す
と
い
う
よ
り
も
、
収

縮
に
よ
っ
て
気
体
と
液
体
が
ま
じ
っ
た

腸
の
中
身
に
圧
力
の
差
が
つ
く
り
だ
さ

れ
、
発
生
し
た
乱
流
に
よ
っ
て
効
率
的

に
撹か
く

拌は
ん

さ
れ
、
消
化
吸
収
が
進
む
と
考

え
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
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２
本
の
足
を
交
互
に
動
か
し
て
前
に
進
む
の
は
と

て
も
不
安
定
な
動
き
だ
よ
ね
。
で
も
と
て
も
小
さ
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
で
こ
ぼ
こ
の
地
面
や
階
段
を
移
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

歩
行
に
隠
さ
れ
て
い
る
の
は
、
振
り
子
の
し
く
み
だ
。

　

糸
の
先
に
結
ん
だ
重
り
を
つ
り
下
げ
て
ゆ
ら
ゆ
ら

さ
せ
る
と
、
重
り
は
行
っ
て
帰
っ
て
を
同
じ
リ
ズ
ム

で
繰
り
返
す
。
こ
の
と
き
、
糸
を
持
っ
て
い
る
指
先

を
支
点
、
重
り
を
振し

ん
ど
う
し

動
子
と
呼
ぶ
。
振
り
子
は
振
れ

て
い
る
間
、
振
れ
幅
（
振
幅
）
に
か
か
わ
ら
ず
一
定

の
時
間
で
振
れ
る
（
振
動
周
期
）
と
小
学
校
で
習
っ

た
よ
ね
。
こ
の
振
り
子
の
し
く
み
を
使
っ
て
、
ボ
ロ

ッ
ト
く
ん
を
歩
か
せ
て
あ
げ
よ
う
。

つくりかた
❶アルミ皿を4つに切る。
❷ペンやビンの底などで押しつ

ぶして平らにする。
❸２枚重ねて、中心から縁に向

かって2回折り込む。
❹縁のカーブの部分をビニール

テープでくるむ。
❺縁がなるべくまっすぐになる

ように整える。
❻カーブの部分を下にして、上

の中央部分を丸穴クリップで
はさむ（足の完成）。

❼丸棒の中央と、左右1.5cmの
ところにそれぞれ印をつける。

❽ビニールチューブを幅1cm幅
程度に４個カットする。

❾❽を❼の印に合わせて取りつ
け、ストッパーにする。
10足をはさんでいるクリップを丸棒の左右から差し込

んで取りつける。
11クリップがスムーズに動くように、少し隙間をあけ

てストッパーをつける。
12単４電池を丸棒の両端にビニールテープで止める。
13ボロットくんの顔を厚紙に描き、切り抜いて棒の中

央に貼る。
14カラーボードを縦長に置き、短辺の端から14㎝く

らいのところに印をつける。
1514の印に合わせて牛乳パックを１辺だけ貼りつける。

［完成写真］

歩いてみよう
ロ
ボ
ッ
ト　
　
　
の
夢
は

や
っ
ぱ
り
２
足
歩
行
。

好
き
な
と
こ
ろ
に

歩
い
て
い
き
た
い
な
。

用 意 するもの

アルミ皿を1/4に切る

２枚重ねる

上から1/3のところで折る

上から2/3のところで折る

弧になっている部分に
ビニールテープを貼る
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https://www.clinicaldesignchiba-u.com/教育/実験室/歩行/
https://youtu.be/L4MrJTjLfTQ

た
め
し
て
み
よ
う

カ
ラ
ー
ボ
ー
ド
を
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
取
り

つ
け
た
面
を
下
に
し
て
テ
ー
ブ
ル
に
置
き
、

斜
面
の
上
に
ボ
ロ
ッ
ト
く
ん
を
載
せ
て
、

足
を
軽
く
つ
つ
く
と
、
振
り
子
の
動
き
で
、

ボ
ロ
ッ
ト
く
ん
が
ト
コ
ト
コ
と
歩
き
だ
す
。

斜
面
の
角
度
を
変
え
て
み
た
り
、
足
を
大

き
く
し
た
り
、
重
り
を
増
や
し
た
り
減
ら

し
た
り
し
て
み
よ
う
。
動
き
が
ど
の
よ
う

に
変
わ
る
か
な
？ 

さ
ら
に
実
験
＆
考
え
て
み
よ
う

●
ボ
ロ
ッ
ト
く
ん
が
斜
面
を
歩
く
と
き
に
、

振
り
子
に
な
っ
て
い
る
の
は
ど
こ
か
な
。

脚
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
と
こ
ろ
に
も
振

り
子
は
隠
れ
て
い
る
。
何
度
も
歩
か
せ
て

み
て
、
よ
く
観
察
し
て
み
よ
う
。
３
つ
以

上
見
つ
け
ら
れ
る
か
な
。

●
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
の
人
の
歩
く
後
ろ
姿
を

観
察
し
て
み
よ
う
。

ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
の
人
が
歩
く
と
、
束
ね
た

髪
が
左
右
に
振
り
子
の
よ
う
に
揺
れ
る
。

何
の
た
め
に
そ
う
な
る
の
か
考
え
て
み
よ

う
。
ボ
ロ
ッ
ト
く
ん
で
も
同
じ
こ
と
が
起

こ
っ
て
い
る
か
な
？

●
ほ
か
に
ど
ん
な
振
り
子
が
あ
る
か
考
え

て
み
よ
う
。

振
り
子
に
は
、
ぶ
ら
下
げ
式
の
単
振
り
子
、

支
点
と
振
動
子
の
上
下
関
係
が
さ
か
さ
ま

に
な
っ
た
倒
立
振
り
子
、
回
転
振
り
子
な

ど
の
種
類
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
振
り
子

は
、
身
の
ま
わ
り
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
発

見
で
き
る
か
な
。
調
べ
て
み
よ
う
。

●
自
分
の
歩
行
を
分
析
し
て
み
よ
う
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
使
う
と
、

位
置
デ
ー
タ
、
速
度
デ
ー
タ
、
加
速
度
デ

ー
タ
が
測
定
で
き
る
。
自
分
の
歩
く
様
子

を
記
録
し
て
、
そ
の
デ
ー
タ
を
解
析
し
て

み
よ
う
。
重
力
加
速
度
の
記
録
を
取
る
と

い
く
つ
も
の
周
期
の
波
が
出
て
く
る
よ
。

こ
れ
は
フ
ー
リ
エ
変
換
と
い
う
解
析
手
法

で
、
大
学
の
授
業
で
扱
う
よ
。

　

振
り
子
は
、
支
点
か
ら
振
動
子
の

中
心
ま
で
の
距
離
で
周
期
が
決
ま
る

と
習
い
ま
す
。
で
も
人
間
の
脚
の
長

さ
と
手
の
長
さ
は
違
い
ま
す
。
逆
振

り
子
で
の
足
か
ら
か
ら
だ
の
重
心
ま

で
の
距
離
も
違
い
ま
す
。
つ
ま
り
人

間
が
歩
く
と
き
は
、
周
期
の
違
う
多

く
の
振
り
子
を
、
同
じ
周
期
で
揺
ら

す
こ
と
で
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

動
物
が
歩
く
様
子
を
、
振
り
子
と

し
て
観
察
す
る
と
と
て
も
面
白
い
の

で
す
。

　

人
間
は
歩
く
と
き
、
足
底
を
支
点

と
し
た
倒
立
振
り
子
が
か
ら
だ
を
前

へ
進
め
ま
す
。ハ
ト
は
歩
く
と
き
に
頭

を
前
後
に
振
り
ま
す
が
、か
ら
だ
が

前
へ
進
む
と
き
に
は
頭
を
引
き
、
次

の
足
を
前
へ
出
す
と
き
か
ら
だ
は
そ

こ
に
残
っ
て
頭
を
前
へ
突
き
出
し
ま

す
。
つ
ま
り
足
を
支
点
と
し
た
倒
立

振
り
子
と
、頭
を
支
点
と
し
た
振
り
子

の
真
ん
中
に
か
ら
だ
が
振
動
子
と
し

て
あ
る
か
の
よ
う
に
歩
い
て
い
ま
す
。

　

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
歩
き
か
た

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
い
ろ
い
ろ

な
解
説
が
あ
る
の
で
探
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

＜動画リンク＞歩行模型

フ
ジ
タ
先
生

か
ら

https://www.clinicaldesignchiba-u.com/%E6%95%99%E8%82%B2/%E5%AE%9F%E9%A8%93%E5%AE%A4/%E6%AD%A9%E8%A1%8C/
https://youtu.be/L4MrJTjLfTQ
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理
科
と
い
う
科
目
は
、
受
験
対
策
で
も

の
を
覚
え
る
こ
と
が
中
心
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
っ
と
考
え

る
時
間
を
取
っ
て
、
教
科
の
枠
に
と
ら
わ

れ
ず
に
自
分
が
得
た
知
識
を
つ
な
げ
る
力

を
養
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
人
体
は

生
物
、
て
こ
や
滑
車
は
物
理
と
分
け
て
考

え
が
ち
で
す
が
、
全
部
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

科
学
の
奥
は
、
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
足
の
動
き
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
振
り
子
の
原
理
は
小
学
校
で
習
い
ま

す
。
も
う
少
し
複
雑
な
動
き
は
、
計
算
で

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
ま
す
。
モ
ー
タ

ー
を
つ
け
て
実
際
に
動
く
歩
行
モ
デ
ル
を

つ
く
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
本

格
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
を
使
っ
た

大
学
院
レ
ベ
ル
の
解
析
だ
っ
て
可
能
で
す
。

小
学
生
だ
か
ら
と
か
学
校
で
習
っ
て
い
な

い
か
ら
と
か
と
言
わ
ず
に
、
興
味
さ
え
あ

れ
ば
、
自
分
で
ど
ん
ど
ん
先
に
進
ん
で
い

け
ま
す
。

　

子
ど
も
を
対
象
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プCSL2050

で
は
、
小
学
生
か
ら
高
校
生

ま
で
が
ま
じ
っ
た
チ
ー
ム
が
、
人
口
統
計

を
も
と
に
二
〇
五
〇
年
の
少
子
高
齢
化
社

会
を
予
測
し
て
社
会
課
題
を
抽
出
、
課
題

解
決
に
役
立
ち
そ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

や
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
に
つ
い
て
学
び
、

そ
れ
ら
を
駆
使
し
た
解
決
策
を
考
え
て
プ

レ
ゼ
ン
し
ま
す
。

　

大
学
生
向
け
の
授
業
を
ア
レ
ン
ジ
し
た

も
の
な
の
で
す
が
、
毎
回
、
正
解
の
な
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
小
学
生
か
ら
高
校
生
が

い
き
い
き
と
取
り
組
み
、
活
発
に
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
、
素
晴
し
い
未
来
の
処

方
箋
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

答
だ
け
を
知
っ
て
満
足
す
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
先
を
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。
ど

う
し
て
こ
う
な
る
の
か
な
、
別
の
や
り
か

た
は
で
き
な
い
か
な
と
、
つ
ね
に
考
え
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
、
将
来
の

社
会
を
支
え
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

＜動画リンク＞

フジタ先生からの
メッセージ

フジタ先生こと藤
ふ じ た

田伸
しん す け

輔先生
プロフィール

千葉大学予防医学センター　臨床疫学　教授

　医療と社会とのかかわりが研究テーマ。大学・大学院教育にと
どまらず、医療システムや地域医療に関する積極的なコンサルテ
ィングと情報発信を行っている。子ども向けの科学教育プロジェ
クトとして「CSL2050」を主宰し、2050年に社会の中心を担
う子どもたちが少子高齢化社会の処方箋を考えるワークショップ
を開催中。2021年夏はオンラインにて開催。問い合わせ・聴講
の申し込みはウェブサイトまで。

千葉大学予防医学センター 臨床疫学
藤田伸輔の個人ホームページ 
実験室　からだの仕組み
https://www.clinicaldesignchiba-u.
com/教育/実験室

CSL2050（Child Scientists Laboratory 2050）の紹介動画
https://www.clinicaldesignchiba-u.com/教育/こども
https://youtu.be/dQNJLKd_fko

https://www.clinicaldesignchiba-u.com/%E6%95%99%E8%82%B2/%E3%81%93%E3%81%A9%E3%82%82
https://youtu.be/dQNJLKd_fko
https://www.clinicaldesignchiba-u.com/%E6%95%99%E8%82%B2/%E5%AE%9F%E9%A8%93%E5%AE%A4


❶ 熊
くまもとけん

本県には日
にほん

本で最
さいしょ

初に登
とうじょう

場したあるものがあります。それは何
なん

でしょう？

　 ●Ａ プール　　　  ●Ｂ スクランブル交
こうさてん

差点　　　  ●Ｃ 電
でんしんばしら

信柱　　　  ●Ｄ マンホール
❷ 熊

くまもとけん

本県の人
ひと

に道
みち

を聞
き

くと「ぎゃん行
い

ってぎゃん」と言
い

われました。さて、どういう意
い み

味？

　 ●Ａ 左
ひだり

行
い

って左
ひだり

　　●Ｂ 右
みぎ

行
い

って右
みぎ

　　●Ｃ こっち行
い

ってこっち　　●Ｄ あっち行
い

ってあっち

　九
きゅうしゅうちほう

州地方にあり、県
けんない

内全
ぜんいき

域が太
たいへいようがわ

平洋側気
き こ う

候に属
ぞく

し
温
おんだん

暖ですが、冬
ふゆ

と夏
なつ

とでは寒
かんだんさ

暖差が激
はげ

しく、冬
ふゆ

は冷
ひ

え込
こ

みが厳
きび

しいです。県
けん

のマスコットの熊
くま

をモチー
フにした「くまモン」は大

だいにんき

人気。県
けんちょう

鳥は「ヒバリ」、
県
け ん か

花は「リンドウ」、県
けんちょう

庁所
しょざいち

在地は熊
くまもとし

本市。

なんで、「熊
くまもと

本」っていうの？

　もともとは「隈
くまもと

本」と書
か

かれていたのを、加
か

藤
とう

清
きよ

正
まさ

が1607年
ねん

に城
しろ

を築
きず

く際
さい

に「熊
くまもと

本」と改
あらた

めました。「隈
くま

」のつくりの部
ぶぶ ん

分の「畏」には「畏
おそ

れる」という意
い み

味があるため、もっと強
つよ

いイメ
ージを持

も

たせたいと「熊
くま

」を当
あ

てたといわれて
います。

さて、熊
くまもとけん

本県の形
かたち

は何
なに

に見
み

えるかな？

　さっと茹
ゆ

でて冷
れいすい

水にくぐらせた葱
ねぎ

を、根
ね

っこの部
ぶぶ ん

分からグルグル巻
ま

いて、酢
す み そ

味噌をつけていただきます。葱
ねぎ

はかつて、宮
きゅうちゅう

中の女
にょうぼう

房ことばで
「ヒトモジグサ」と呼

よ

ばれ、それをグルグル巻
ま

きにするところからこ
の名

な

がついたようです。この食
た

べ物
もの

が生
う

まれた背
はいけい

景には、江
え ど

戸時
じだい

代、
熊
くまもと

本の藩
はんしゅ

主の細
ほそ

川
かわしげ

重賢
かた

が藩
はん

の財
ざいせい

政を立
た

て直
なお

そうとしたことがあります。
細
ほそかわ

川が藩
はんし

士たちに節
せっせい

制倹
けんやく

約を命
めい

じた際
さい

に紹
しょう

介
かい

された食
しょくざい

材が分
わけ

葱
ぎ

。巷
ちまた

で
楽
たの

しくおいしい料
りょうり

理にと考
かんが

え出
だ

されたのがはじまりだったそうです。

＊クイズの答
こたえ

は奥
おくづけ

付（P. 50）をご覧
らん

ください。

ネズミとじゃれるクマ？

北海道

青森県

岩手県
秋田県

宮城県山形県

福島県新潟県

栃木県

茨城県

千葉県
埼玉県

群馬県

東京都
神奈川県

山梨県

長野県
富山県

石川県

福井県

滋賀県

三重県
奈良県

岐阜県

愛知県 静岡県

和歌山県

大阪府

京都府
兵庫県

鳥取県

岡山県

香川県

高知県愛媛県

島根県

広島県

徳島県山口県

福岡県
佐賀県

長崎県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

大分県

北海道

青森県

岩手県
秋田県

宮城県山形県

福島県新潟県

栃木県

茨城県

千葉県
埼玉県

群馬県

東京都
神奈川県

山梨県

長野県
富山県

石川県

福井県

滋賀県

三重県
奈良県

岐阜県

愛知県 静岡県

和歌山県

大阪府

京都府
兵庫県

鳥取県

岡山県

香川県

高知県愛媛県

島根県

広島県

徳島県山口県

福岡県
佐賀県

長崎県

熊本県
宮崎県

鹿児島県

沖縄県

大分県

　　  と 　   　   どう     ふ　　　　   けん1都1道2府43県
～ め・ぐ・り ～

く ま も と け ん

熊本県

ク イ ズ

熊
く ま も と

本の名
め い ぶ つ

物料
り ょ う り

理
を紹

しょう

介
か い

するよ～
一
いっけん

見、質
しっそ

素ですが、分
わけ

葱
ぎ

の香
かお

りを

味
あじ

わうには最
さいこう

高の食
た

べ方
かた

です！

あいうえお順
じゅん

で紹
しょうかい

介していきます。

発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。
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兵
庫
県
姫
路
市
に
あ
る
書
写
山
に
は
、

「
西
の
比
叡
山
」
と
呼
ば
れ
る
天
台
宗
圓

教
寺
が
あ
る
。
そ
の
原
生
林
も
残
る
鳥

獣
保
護
区
の
麓
に
、
東
洋
大
学
附
属
姫

路
中
学
校
・
高
等
学
校
の
校
地（
約
五
・

二
ヘ
ク
タ
ー
ル
）が
広
が
っ
て
い
る
。

　

東
洋
大
学
は
、
志
願
者
数
が
つ
ね
に

ベ
ス
ト
テ
ン
に
入
る
大
学
で
、
文
部
科

学
省
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
に

も
選
ば
れ
て
い
る
。
一
九
六
三
年
、
そ

の
附
属
高
校
と
し
て
姫
路
に
誘
致
さ
れ

た
こ
の
学
校
は
、
地
元
社
会
と
一
体
と

な
っ
た
運
営
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
し

て
、
二
〇
一
四
年
に
中
学
校
が
開
校
し
、

中
高
一
貫
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

生
徒
数
は
現
在
一
二
〇
〇
人
余
り
で
、

甲
子
園
球
場
と
同
じ
広
さ
の
野
球
場

や
県
下
一
の
弓
道
場
な
ど
複
数
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
を
完
備
。
情
報
教
育
棟

や
各
教
室
の
ワ
イ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
、

C
om

m
unication Square

な
ど
グ
ロ

ー
バ
ル
な
教
育
の
た
め
の
校
舎
・
設
備

も
整
備
さ
れ
、
生
徒
ひ
と
り
あ
た
り
の

充
実
度
は
と
て
も
高
い
。

　

ま
た
東
京
で
も
「
姫
路
」
と
い
う
と

姫
路
城
（
白
鷺
城
）
の
次
に
こ
の
学
校

を
挙
げ
る
高
校
生
が
い
る
ぐ
ら
い
、
全

国
大
会
で
活
躍
す
る
野
球
部
、
弓
道
部
、

剣
道
部
、
空
手
道
部
、
卓
球
部
、
そ
し

て
写
真
部
な
ど
、
全
国
レ
ベ
ル
の
ク
ラ

ブ
活
動
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。
近

年
は
国
立
大
学
へ
の
進
学
者
も
増
え
て

い
る
。

﹁
改
革
の
途
上
﹂の

進
化
し
続
け
る
学
校

　
「
学
力
的
に
も
、
あ
る
い
は
特
技
や

個
性
の
面
で
も
、
じ
つ
に
多
様
な
生
徒

が
多
い
学
校
で
す
。
昔
は
い
わ
ば
＂
や

ん
ち
ゃ
な
子
＂
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、
中
学
校
が
併
設
さ
れ
た
こ
ろ
か
ら

は
温
和
な
子
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
複

数
の
私
立
学
校
を
経
験
し
ま
し
た
が
、

本
校
の
教
員
は
驚
く
ほ
ど
面
倒
見
が
い

い
で
す
ね
」
と
語
る
の
は
校
長
の
大
森

茂
樹
先
生
だ
。「
東
京
な
ど
県
外
の
大

学
に
進
学
し
て
も
、
卒
業
後
は
地
元
に

帰
っ
て
き
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
し

て
い
る
卒
業
生
が
多
い
ん
で
す
」
と
い

う
の
も
、
校
風
と
い
え
よ
う
。

　

帰
国
生
に
つ
い
て
も
、「
で
き
る
だ

け
柔
軟
に
受
け
入
れ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」と
言
う
。

　
「
転
編
入
試
験
は
七
月
と
三
月
に
行

い
ま
す
。
中
高
一
貫
コ
ー
ス
は
中
三
の

夏
の
試
験
ま
で
、
高
校
は
履
修
し
て
い

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
合
え
ば
、
二
年
生

末
の
試
験
ま
で
受
け
入
れ
可
能
で
す
。

つ
ね
に
『
学
校
は
改
革
の
途
上
』
と
考

え
て
い
ま
す
か
ら
、
海
外
育
ち
の
生
徒

も
学
校
に
な
じ
み
や
す
い
よ
う
で
す
」

　

一
般
に
中
高
一
貫
校
だ
と
、
先
取
り

学
習
な
ど
が
ガ
ッ
チ
リ
組
ま
れ
て
い
て
、

途
中
編
入
の
生
徒
は
な
じ
み
に
く
か
っ

た
り
す
る
も
の
だ
が
、こ
こ
に
は「
ど
こ

か
ら
で
も
受
け
入
れ
て
面
倒
を
見
る
」

と
い
う
、
懐
の
深
さ
が
あ
る
よ
う
だ
。

﹁
考
え
る
を
﹆
学
ぶ
。﹂
姿
勢
を

育
む

　

中
高
一
貫
コ
ー
ス
で
は
、
六
年
間
を

中
一
・
二
、
中
三
～
高
二
、
そ
し
て
高

三
、
の
三
段
階
に
分
け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
編
成
さ
れ
て
い
る
。
中
学
の
国
語

が
現
代
文
・
古
典
に
分
か
れ
て
い
る
な

ど
、
高
校
段
階
に
近
い
科
目
が
設
定
さ

れ
て
い
る
教
科
が
多
い
そ
う
だ
。

　

中
学
入
試
は
、
帰
国
枠
で
あ
っ
て
も

国
・
算
・
理
の
三
教
科＊

。
理
科
が
あ
る

の
は
、
県
内
の
名
門
校
の
共
通
点
で
あ

る
。
ま
た
英
検
三
級
以
上
に
合
格
し
て

＊転編入試験は、国・数・英の三教科

学校会員ファイル

共学

海外子女教育振興財団では、帰国子女・海外子女を受け入れている学校にも「学校会
員」として維持会員に加わっていただいており、この欄で毎回一校ずつ紹介しています。

上空から見た校舎
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路
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校
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校
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＊学生の学年は一月の取材当時

い
れ
ば
、
加
点
制
度
も
あ
る
そ
う
だ
。

　

高
校
入
試
は
国
・
英
・
数
の
三
教
科
。

入
試
に
は
毎
年
三
〇
〇
〇
人
を
超
え
る

受
験
生
が
集
ま
る
が
、
帰
国
生
は
き
わ

め
て
ま
れ
な
の
で
、別
枠
で
考
慮
さ
れ
る
。

　

教
頭
の
黒
河
潤
二
先
生
は
「
帰
国
生

の
数
は
少
な
い
で
す
が
、
英
語
な
ど
の

特
技
を
生
か
し
て
活
躍
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。『
自
ら
取
り
組
む
学
習
』
の
習
慣
、

『
物
事
の
本
質
に
向
か
っ
て
、
深
く
考

え
る
』
と
い
う
姿
勢
を
し
っ
か
り
育
ま

せ
た
い
で
す
ね
」と
言
う
。

　

東
洋
大
学
な
ど
の
協
力
を
得
て
、「
キ

ャ
リ
ア
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
独

自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
。

文
章
を
書
く
作
業
を
中
心
に
据
え
、
発

表
・
討
論
等
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
、
さ
ら
に「
課
題
研
究
」

等
を
通
じ
て
問
題
発
見
能
力
や
課
題
解

決
能
力
の
育
成
を
は
か
っ
て
い
る
。
ま

た
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
英

語
暗あ

ん

誦し
ょ
う

大
会
やEnglish Cam

p

、
長

期
休
業
を
利
用
し
た
海
外
語
学
研
修
な

ど
の
多
彩
な
活
動
が
あ
る
。
さ
ら
に
茶

道
・
華
道
、
一
般
作
法
、
テ
ー
ブ
ル
マ

ナ
ー
講
習
な
ど
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財

を
育
成
す
る
た
め
全
員
に
取
り
組
ま
せ

て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
要
素
や

個
性
が
集
う

　

ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
だ
が
二
歳
で
帰
国

し
、
小
四
の
は
じ
め
か
ら
一
年
半
、
イ

ギ
リ
ス
の
現
地
校
で
学
ん
だ
Ａ
さ
ん

（
中
二
）
と
、
小
五
の
夏
か
ら
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
に
二
年
半
通
っ
た
Ｂ
さ
ん
（
中
三
）

に
話
が
聞
け
た
。

　

こ
の
学
校
を
選
ん
だ
理
由
を
聞
く
と
、

Ａ
さ
ん
は
「
家
か
ら
い
ち
ば
ん
近
い
中

高
一
貫
校
で
、
英
語
に
力
を
入
れ
て
い

て
、
弓
道
部
が
あ
っ
た
こ
と
…
…
で
す

が
、
結
局
、
吹
奏
楽
部
を
選
び
ま
し
た
」

と
笑
う
。
Ｂ
さ
ん
は
「『
キ
ャ
リ
ア
・

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
が
充
実
し
て
い
て
、

自
分
も
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し

た
」と
言
う
。

　

い
ち
ば
ん
楽
し
い
こ
と
は
、
休
み
時

間
の
お
し
ゃ
べ
り
だ
そ
う
だ
。「
ず
っ

と
日
本
人
の
友
達
が
周
り
に
い
ま
せ
ん

で
し
た
か
ら（
笑
）」と
Ｂ
さ
ん
。「
も
と

も
と
私
は
千
葉
で
暮
ら
し
て
い
た
の
で
、

こ
ち
ら
の
方
言
が
英
語
の
よ
う
に
聞
こ

え
て
（
笑
）。
そ
れ
で
も
人
と
の
違
い

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
あ
た
り
ま
え
の

校
風
な
の
で
、『
あ
な
た
変
ね
』み
た
い

に
言
う
人
は
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
安

心
し
て
し
ゃ
べ
れ
ま
す
」と
Ａ
さ
ん
。

　

校
地
の
広
さ
も
格
別
だ
。「
部
活
を

中
学
生
と
高
校
生
が
い
っ
し
ょ
に
で
き

る
」「
体
育
館
は
三
つ
あ
る
の
で
、
い

ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
」「
体

育
の
授
業
で
、
先
生
が
『
こ
の
な
か
で

ど
れ
が
い
い
？
』
と
い
っ
て
選
ば
せ
て

く
れ
る
」等
々
、開
放
感
に
浸
っ
て
い
る
。

　

Ａ
さ
ん
は
「
こ
の
学
校
で
は
細
か
い

こ
と
で
も
、
何
度
聞
い
て
も
、
納
得
す

る
ま
で
教
え
て
も
ら
え
ま
す
」
と
言
う
。

塾
に
行
か
な
く
て
済
む
し
、
ど
ん
ど
ん

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
伸
ば
し
て
い

け
る
の
だ
そ
う
だ
。
Ｂ
さ
ん
は
「
い
ろ

ん
な
個
性
を
持
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
か
ら
、
多
様
性
を
感
じ
る
な
か
で

自
分
の
個
性
に
自
信
を
持
て
る
よ
う
に

な
れ
ま
す
」と
話
し
て
く
れ
た
。

　

東
洋
大
学
グ
ル
ー
プ
の
建
学
の
精
神

は
「
諸
学
の
基
礎
は
哲
学
に
あ
り
」
で

あ
る
。
学
習
で
も
ク
ラ
ブ
活
動
で
も
、

豊
か
な
情
操
や
友
情
を
育
み
、
肉
体

的
・
精
神
的
に
調
和
の
取
れ
た
人
格
の

形
成
を
目
指
す
営
み
が
続
い
て
い
る
。

（
取
材
・
文
＝
小
山 

和
智
）
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た
帰
国
生
た
ち
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初
め
て
の
海
外
生
活
が
始
ま
る

　

金
融
関
係
の
会
社
に
勤
め
る
浩
は
、
結
婚
し

て
間
も
な
く
企
業
派
遣
で
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
に
通
う
こ
と
に
な
っ
た
。
留
学
前

の
二
カ
月
間
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
郊
外
の
大
学

で
語
学
研
修
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
家
族
用
の

寮
で
ふ
た
り
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。
緑
に
囲
ま

れ
、
広
々
し
た
よ
い
環
境
だ
っ
た
。

　

初
め
て
の
海
外
生
活
は
ふ
た
り
に
と
っ
て
カ

ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の
連
続
だ
っ
た
。

　

初
日
、
家
の
鍵
を
紛
失
し
事
務
所
の
人
に
怒

ら
れ
た
が
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か

ら
な
い
。

　
「
こ
れ
ま
で
勉
強
し
て
き
た
英
語
だ
け
で
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
も
難
し
い

の
か
、
と
ふ
た
り
で
呆ぼ

う

然ぜ
ん

と
し
ま
し
た
」

　

初
め
て
行
っ
た
共
有
の
ラ
ン
ド
リ
ー
も
珍
し

か
っ
た
。
目
の
前
の
大
き
な
乾
燥
機
が
一
足
の

ス
ニ
ー
カ
ー
だ
け
を
入
れ
て
ガ
ラ
ガ
ラ
音
を
立

て
て
回
っ
て
い
た
。

　

和
は
大
学
付
属
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ

ジ
で
英
語
を
学
ん
だ
。
そ
こ
で
メ
キ
シ
コ
人
の

女
性
と
親
し
く
な
り
家
を
訪
ね
た
り
い
っ
し
ょ

に
買
い
物
に
行
っ
た
り
し
た
。
そ
の
友
人
と
お

別
れ
の
日
、
人
生
初
の
ハ
グ
を
し
て
右
、
左
、

右
の
キ
ス
を
し
た
。

　
「 

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
ず
彼
女
の

頬
に
口
紅
を
つ
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
頬
を
合

わ
せ
て
チ
ュ
ッ
と
す
る
だ
け
で
い
い
の
だ
と
教

わ
り
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
か
っ
た
で
す
」

　

異
文
化
に
慣
れ
る
間
も
な
く
、
二
カ
月
後
、

浩
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
入
学
の
た
め
シ
カ
ゴ

に
引
っ
越
し
た
。

　

当
時
の
シ
カ
ゴ
は
治
安
が
あ
ま
り
よ
く
な
か

っ
た
た
め
、
出
か
け
る
と
き
は
徒
歩
で
は
な
く

つ
ね
に
車
で
移
動
し
た
。
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ

ー
だ
っ
た
和
は
、
中
古
車
に
乗
っ
て
超
低
速
で

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
向
か
う
。
携
帯
電
話

も
カ
ー
ナ
ビ
も
な
い
時
代
、
近
所
で
も
迷
子
に

な
っ
た
り
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
し
な
い
よ

う
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
運
転
し
た
。

　

浩
は
「『
あ
ー
、
た
い
へ
ん
だ
な
』
と
思
い

な
が
ら
の
ろ
の
ろ
走
る
車
を
窓
か
ら
見
守
っ
て

い
ま
し
た
」
と
言
う
。

　

和
は
テ
レ
ビ
を
見
て
も
あ
ま
り
楽
し
め
ず
、

自
分
の
言
い
た
い
こ
と
が
英
語
で
は
十
分
に
言

え
ず
悔
し
い
思
い
を
し
た
。
そ
こ
で
「
い
ま
英

語
の
勉
強
を
す
る
こ
と
は
財
産
に
な
る
」
と
大

学
付
属
の
語
学
ク
ラ
ス
に
通
っ
た
。

　
「
当
時
日
本
語
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
な
か
っ

た
の
は
、
英
語
の
習
得
に
は
あ
り
が
た
い
環
境

で
し
た
」

Illustrated by 
Reona Nishinaga

シカゴで住んだアパートの窓からはミシガン湖が一望できた

　
浩ひ
ろ
しと
和か
ず
の
新
婚
生
活
は
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
郊
外
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。
そ
し
て
シ
カ
ゴ
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
東
京
、
名
古
屋
、
ボ
ス
ト

ン
、
ト
ロ
ン
ト
と
転
居
が
続
く
。

　
浩
、
和
、
そ
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
生
ま
れ
た
ふ
た
り
の
子
ど
も

た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
か
け
が

え
の
な
い
体
験
を
重
ね
て
き
た
。

　
ま
ず
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
生
活
を
紹
介
す
る
。

（
仮
名
）

前
編

行
く
先
々
で
貴
重
な
体
験
を

取材・文　髙田 和子
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シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
家
族
が
増
え
る

　

二
年
後
、
浩
は
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
を
卒
業

し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
る
。

冬
は
マ
イ
ナ
ス
二
十
度
に
も
な
る
シ
カ
ゴ
か
ら

常
夏
の
国
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
移
動
だ
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
雨
季
と
乾
季
は
あ
る
が
一

年
中
天
候
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
二
十
四
度

か
ら
三
十
二
度
の
間
の
日
が
一
年
中
続
く
。
建

物
は
風
通
し
が
よ
く
シ
ェ
ー
ド
も
つ
い
て
い
て
、

ひ
ん
や
り
と
し
て
い
た
。
周
り
が
海
な
の
で
風

も
吹
く
し
、
不
快
な
暑
さ
で
は
な
い
。

　
「
思
い
出
っ
て
季
節
に

結
び
つ
い
て
い
る
の
で
、

季
節
が
な
い
と
そ
れ
が
い

つ
だ
っ
た
の
か
思
い
出
せ

な
い
こ
と
が
多
い
で
す

ね
」
と
浩
。

　

浩
は
妊
娠
し
て
い
た
和

の
た
め
に
会
社
や
病
院
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

近
い
利
便
性
の
よ
い
コ
ン

ド
ミ
ニ
ア
ム
を
探
し
た
。

　

慣
れ
な
い
土
地
で
初
め

て
の
出
産
を
控
え
心
細
か

っ
た
和
は
出
産
準
備
ク
ラ

ス
を
見
つ
け
、
夫
婦
で
参

加
し
た
。
八
組
の
日
本
人

夫
婦
と
共
に
妊
娠
か
ら
出

産
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
、
赤
ち
ゃ
ん
の
世
話
の
仕

方
な
ど
を
学
ん
だ
。
夫
た
ち
は
積
極
的
に
育
児

に
参
加
し
よ
う
と
い
う
人
た
ち
だ
っ
た
。
出
産

ま
で
の
数
カ
月
、
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
友
人
と

い
っ
し
ょ
に
中
国
語
を
習
っ
た
り
家
の
行
き
来

を
し
た
り
し
た
の
は
心
強
か
っ
た
。

　

そ
し
て
無
事
長
男
の
コ
ウ
が
生
ま
れ
た
。
立

ち
会
っ
て
い
た
浩
に
医
師
が
「
日
本
人
は
へ
そ

の
緒
が
必
要
な
ん
だ
ろ
」
と
ハ
サ
ミ
を
渡
し
て

く
れ
た
。
び
っ
く
り
し
な
が
ら
も
へ
そ
の
緒
を

切
っ
た
浩
の
感
想
は
「
案
外
固
か
っ
た
」
だ
っ
た
。

　

先
生
が
ポ
リ
袋
に
入
れ
て
く
れ
た
十
セ
ン
チ

ほ
ど
の
へ
そ
の
緒
は
自
宅
で
乾
燥
さ
せ
た
。
生

後
十
日
く
ら
い
で
コ
ウ
の
体
か
ら
へ
そ
の
緒
が

ポ
ロ
ッ
と
取
れ
た
の
で
、
日
本
か
ら
持
っ
て
き

た
へ
そ
の
緒
の
箱
に
二
本
い
っ
し
ょ
に
入
れ
た
。

　

浩
は
連
日
帰
宅
が
遅
く
、
出
産
準
備
コ
ー
ス

で
い
ち
ば
ん
仲
よ
く
な
っ
た
友
人
も
日
本
へ
帰

国
し
て
し
ま
っ
た
。
和
は
産
後
の
ホ
ル
モ
ン
の

バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
も
あ
り
夜
に
な
る
と
気
分
が

沈
み
、
次
第
に
胃
痛
も
始
ま
っ
た
。
ど
う
に
も

つ
ら
く
、
つ
い
に
生
後
四
カ
月
の
コ
ウ
を
連
れ

て
日
本
に
一
時
帰
国
。
一
カ
月
ほ
ど
両
親
の
も

と
で
心
身
を
休
め
た
。

　
「
無
理
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を

学
び
ま
し
た
」
と
和
は
ふ
り
返
る
。

　

コ
ウ
が
一
歳
九
カ
月
に
な
っ
た
と
き
、
長
女

の
ナ
ミ
が
誕
生
。
や
は
り
二
本
の
へ
そ
の
緒
が

箱
に
収
ま
っ
た
。
今
度
は
ひ
と
り
で
が
ん
ば
ら

ず
、産
後
一
カ
月
間
は
中
国
系
マ
レ
ー
シ
ア
人
の

住
み
込
み
の
お
手
伝
い
さ
ん
に
来
て
も
ら
っ
た
。

彼
女
は
新
鮮
で
安
い
食
材
を
買
っ
て
き
て
、
お

い
し
い
現
地
の
献
立
を
三
食
つ
く
っ
て
く
れ
た
。

　
「
ナ
ミ
の
世
話
だ
け
で
な
く
手
の
か
か
る
コ

ウ
の
世
話
も
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
か
げ
で
心

身
を
休
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
暮
ら
し

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
四
つ
の
民
族
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
中
華
系
、
一
五

パ
ー
セ
ン
ト
の
マ
レ
ー
系
、
七
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
の
イ
ン
ド
系
、
残
り
は
外
国
人
だ
（
二
〇
一

九
年
現
在
）。
宗
教
も
仏
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、

キ
リ
ス
ト
教
、
道
教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
と
多
様
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
。
だ

シンガポールのセントーサ島にて　
コウ2歳、ナミ1歳

コンドミニアムのプールにはよく遊びに行った



32月刊　海外子女教育 2021.8発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。

か
ら
お
祭
り
も
多
彩
だ
。

　
「
中
国
の
旧
正
月
は
華
や
か
で
、

街
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
獅し

子し

舞ま
い

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
コ
ウ
は
ど

こ
か
ら
と
も
な
く
ジ
ャ
カ
ジ
ャ
カ

と
獅
子
が
や
っ
て
く
る
音
が
聞
こ

え
て
く
る
と
恐
怖
に
お
の
の
い
て

泣
い
て
い
ま
し
た
」

　

コ
ウ
は
乗
り
物
が
好
き
だ
っ
た
。

ふ
だ
ん
は
車
を
使
う
こ
と
が
多
か

っ
た
が
、
浩
は
コ
ウ
を
連
れ
て
二

階
建
て
バ
ス
を
見
に
行
っ
た
り
、

目
的
も
な
く
バ
ス
や
電
車
に
乗
っ

た
り
し
た
。
地
下
鉄
は
無
人
自
動

運
転
の
車
両
が
走
っ
て
い
て
、
安

全
で
時
間
も
正
確
だ
っ
た
。

　
「『
ゴ
ミ
を
捨
て
た
ら
罰
金
』
の
国
、
道
路
も

電
車
の
中
も
清
潔
で
き
れ
い
で
し
た
」

　

浩
の
働
き
方
は
と
い
う
と
、
日
本
に
い
る
と

き
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
「『
二
十
四
時
間
戦
え
ま
す
か
』
を
引
き
ず
っ

て
い
た
時
代
、
残
業
が
あ
た
り
ま
え
で
し
た
が
、

現
地
ス
タ
ッ
フ
は
家
族
を
大
切
に
し
、
時
間
に

な
っ
た
ら
帰
っ
て
い
ま
し
た
」
と
浩
。

子
ど
も
た
ち
の
生
活

　

コ
ウ
は
一
歳
過
ぎ
か
ら
ロ
ー
カ
ル
の
チ
ャ
イ

ル
ド
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
通
っ
た
。
そ
こ
で
は
基

本
的
に
は
英
語
で
会
話
す
る
が
中
国
語
も
学
ぶ
。

　
「
コ
ウ
は
セ
ン
タ
ー
で
覚
え
た
英
語
と
中
国

語
の
歌
や
こ
と
ば
を
家
で
披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
」

　

三
歳
半
で
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

の
幼
稚
園
に
入
園
。
先
生
も
園
児
も
人
種
は
さ

ま
ざ
ま
で
、
コ
ウ
の
先
生
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

人
だ
っ
た
。
多
様
な
文
化
を
大
切
に
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
民
族
の
行
事
に
合
わ
せ
て
工
作
を
し
た

り
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
た
り
す
る
の
で
ほ
ぼ
毎
月

行
事
が
あ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
イ

に
は
皆
民
族
衣
装
で
登
園
し
華
や
か
だ
。
日
本

人
の
女
の
子
は
浴
衣
、
コ
ウ
は
甚
平
を
着
て
い

っ
た
。

　

ナ
ミ
は
同
じ
こ
ろ
に
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
に
通
い
は
じ
め
た
。

　

日
中
は
暑
い
が
幼
稚
園
は
日
よ
け
の
シ
ェ
ー

ド
が
巨
大
で
、
遊
具
の
上
な
ど
が
日
陰
に
な
っ

て
い
る
。
け
れ
ど
も
帽
子
は
必
須
だ
。
保
育
は

比
較
的
涼
し
い
午
前
中
で
終
わ
る
。

　

日
中
は
三
十
度
を
超
え
る
日
が
多
い
の
で
、

現
地
の
子
ど
も
た
ち
は
午
後
六
時
ご
ろ
か
ら
外

遊
び
を
始
め
る
。
コ
ウ
た
ち
も
五
時
に
夕
飯
を

と
り
六
時
か
ら
中
庭
で
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
子
ど

も
た
ち
と
遊
ん
だ
。

　
「
中
庭
で
は
イ
ン
ド
人
の
友
人
が
大
き
な
保

温
ポ
ッ
ト
に
温
か
い
チ
ャ
イ
を
持
っ
て
き
て
紙

コ
ッ
プ
で
ふ
る
ま
っ
て
く
れ
た
り
、
台
湾
系

の
ア
メ
リ
カ
人
の
友
人
が
焼
き
そ
ば
を
食
べ

さ
せ
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
」

　

帰
宅
後
、
和
は
怒ど

濤と
う

の
勢
い
で
ふ
た
り
を

シ
ャ
ワ
ー
に
入
れ
、
ベ
ッ
ド
に
入
っ
て
日
本

の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た
。

　
「
毎
晩
の
読
み
聞
か
せ
は
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
も
私
に
と
っ
て
も
心
落
ち
着
く
大
切

な
時
間
で
し
た
。
日
本
人
が
主
催
し
て
い
た

家
庭
図
書
館
で
本
を
借
り
る
の
が
楽
し
み
で

し
た
」

　

そ
し
て
五
年
四
カ
月
暮
ら
し
た
「
一
生
暮

ら
し
て
も
い
い
」
と
思
っ
て
い
た
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
に
別
れ
を
告
げ
る
。
そ
れ
は
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
生
ま
れ
て
初
め
て
の
国
、
日
本

で
の
生
活
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

（
次
号
、
後
編
に
続
く
）

本
欄
で
は
取
材
対
象
家
族
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
50
ペ
ー
ジ
の

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

旧正月（チャイニーズ
ニューイヤー）には幼
稚園でもお祝いした

常夏の国シンガポールの幼稚園の庭には大きな日よけがあった
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理
解
力
ト
レ
ー
イ
ン
グ

　

こ
と
ば
キ
ャ
ン
プ
に
お
け
る

「
理
解
力
」
と
は
、
た
だ
「
音
」

と
し
て
聞
き
流
す
の
で
は
な
く

「
理
解
し
よ
う
と
し
て
聞
く
力
」。

　

人
の
話
を
聞
く
態
度
を
身
に

つ
け
、
相
手
の
話
を
受
け
止
め

て
聞
く
力
を
養
い
ま
し
ょ
う
。

ワ
ー
ク

「
聞
く
耳
モ
ー
ド
」
あ
い
う
え
お

で
聞
い
て
み
よ
う

「
聞
く
耳
モ
ー
ド
」

あ
い　

ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト

う　
　

う
な
ず
く

え　
　

笑
顔

お　
　

お
へ
そ

お　
　

お
し
ま
い
ま
で
聞
く

　

子
ど
も
へ
の
ワ
ー
ク
は
、
次

の
よ
う
な
と
き
に
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

・
本
を
読
ん
で
あ
げ
る
と
き

・
大
事
な
話
を
す
る
と
き

　
「
聞
く
耳
モ
ー
ド
」
で
聞
け
た

ら
褒
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

親
も
、
ふ
だ
ん
か
ら
子
ど
も

の
話
を
最
後
ま
で
し
っ
か
り
聞

く
こ
と
を
心
が
け
て
ね
。

　

親
子
で
い
っ
し
ょ
に
、
聞
く

力
を
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

聞
く
力
は
、昔
か
ら
「
聞
き
上
手
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
の
要
の
力
で
す
。
相

手
の
気
持
ち
や
考
え
を
理
解
し
な
が

ら
聞
く
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
会
話
が

成
り
立
ち
ま
す
。

　

と
り
わ
け
海
外
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
に
は
、
た
だ
黙
っ

て
受
け
身
で
聞
く
の
で
は
な
く
、「
あ

な
た
の
話
を
聞
い
て
い
ま
す
よ
」
と

い
う
こ
と
が
相
手
に
伝
わ
る
よ
う
に

聞
く
態
度
が
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
空
港
で
見
か
け

た
シ
ー
ン
を
お
話
し
ま
す
。
日
本
人

の
若
者
ふ
た
り
が
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で

ス
タ
ッ
フ
の
女
性
に
な
に
や
ら
聞
い

て
い
ま
し
た
。
ふ
た
り
と
も
英
語
が

得
意
で
は
な
い
の
か
、
ス
タ
ッ
フ
の

か
た
が
話
し
出
す
と
お
互
い
の
顔
を

見
合
わ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
お
そ
ら

く
、
彼
女
が
話
す
英
語
の
内
容
を
確

認
し
合
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
け
れ
ど
も
彼
女
は
、
ふ
た
り
が

理
解
し
て
く
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら

ず
、「
ヤ
レ
ヤ
レ
…
…
」
と
、
ち
ょ

っ
と
あ
き
れ
た
感
じ
で
た
め
息
を
つ

い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
は
一
生
懸
命
に
説
明
し
て

く
れ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
か
た
の
気

力
が
失
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
と
ば

が
通
じ
な
い
相
手
な
ら
、
な
お
さ
ら

聞
い
て
い
る
こ
と
を
態
度
で
示
し
た

い
も
の
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
。　

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
態
度
で
聞
く

と
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

人
が
話
し
て
い
る
と
き
に
は
、
話

し
て
い
る
相
手
の
方
に
体（
お
へ
そ
）

を
向
け
て
、
目
を
し
っ
か
り
見
ま

す
。
そ
し
て
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
取

り
、
う
な
ず
き
な
が
ら
相
手
の
話
を

聞
き
ま
す
。
話
が
ひ
と
区
切
り
つ
く

ま
で
は
口
を
挟
ま
ず
に
、
最
後
ま
で

聞
く
こ
と
で
す
。

　

相
手
に
興
味
と
関
心
を
持
っ
て
、

身
を
乗
り
出
し
て
う
な
ず
い
た
り
話

の
内
容
に
合
わ
せ
て
自
分
の
気
持
ち

を
表
情
に
出
し
た
り
す
る
と
、「
あ

な
た
の
話
を
聞
き
た
い
」
気
持
ち

が
、
よ
り
相
手
に
伝
わ
り
ま
す
。

　

こ
と
ば
キ
ャ
ン
プ
で
は
、「
聞
く

耳
モ
ー
ド
あ
い
う
え
お
」
を
合
い
こ

と
ば
に
し
て
、
聞
く
態
度
を
定
着
さ

せ
て
い
ま
す
。
繰
り
返
し
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
の
聞
く
態
度
が
整
っ
て

き
ま
す
。

　

子
ど
も
は
親
の
聞
く
態
度
を
見

て
、
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
。
忙

し
い
毎
日
で
す
か
ら
、
料
理
を
し・

な・

が・

ら・

、
洗
濯
を
し・

な・

が・

ら・

、
ス
マ
ホ

を
し・

な・

が・

ら・

お
子
さ
ん
の
話
を
聞
い

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

一
日
十
分
で
も
い
い
の
で
「
な
が

ら
聞
き
」
で
は
な
く
、「
聞
く
耳
モ

ー
ド
」
を
出
し
て
お
子
さ
ん
の
話
に

耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

相手が話したくなる「聞く耳モード」

5

～ ７つの力 ～
度胸力：恐れずに言う　論理力：話を組み立てる
理解力：話を理解する　応答力：受け答えする
語彙力：ことばを知る　説得力：理解してもらう
プレゼン力：アピールする

「ことばキャンプ」主宰　高取しづか
https://ameblo.jp/t-shizuka/

http://kotobacamp.com

http://kotobacamp.com
https://ameblo.jp/t-shizuka/
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多
様
性
と
活
力 

　
別
名
「
鳳ほ
う
凰お
う
の
花
」
と
呼
ば
れ
る
火
炎
樹
で
街

が
深
紅
に
染
ま
る
初
夏
、
雨
季
に
な
る
と
芳ほ

う
じ
ゅ
ん醇な

大
地
を
潤
す
恵
み
の
雨
、
乾
季
に
は
湿
気
の
な
い

快
適
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
ベ
ト
ナ
ム
。

一
七
〇
〇
㌔
㍍
に
及
ぶ
南
北
に

長
い
国
土
は
、
海
岸
線
か
ら
山

地
ま
で
変
化
に
富
ん
だ
地
形
で
、

気
候
も
北
部
は
亜
熱
帯
、
南
部

は
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
と
各
地
に

特
徴
が
あ
る
。
こ
の
多
様
な
地

形
や
気
候
が
五
十
四
の
民
族
の

豊
か
な
文
化
を
生
み
出
し
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
は
一
九
八
六
年
か

ら
の
ド
イ
モ
イ
政
策
を
背
景
に
、

東
南
ア
ジ
ア
主
要
国
の
な
か
で

も
最
も
安
定
し
た
高
い

経
済
成
長
を
継
続
す
る

活
力
あ
ふ
れ
る
国
で
あ

る
。
二
〇
一
八
年
時
点

で
の
平
均
年
齢
は
三
十

一
歳
と
若
い
。
世
界
銀

行
は
二
一
年
度
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
成
長
率
を
プ
ラ
ス

六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と

予
想
し
て
い
る
。
世
界

有
数
の
親
日
国
で
あ
り
、

日
越
間
交
流
は
年
を
追

う
ご
と
に
盛
ん
に
な
っ

て
お
り
、
二
〇
二
三
年

に
は
日
越
外
交
関
係
樹
立
五
十
周
年
を
迎
え
る
。

現
地
の
教
育
環
境

　
ベ
ト
ナ
ム
の
教
育
制
度
は
、
就
学
前
の
一
年
間

（
五
歳
児
）の
幼
児
教
育
を
義
務
教
育
と
し
て
新

た
に
位
置
づ
け
、
小
学
校
課
程
五
年
間（
就
学
率

九
五
パ
ー
セ
ン
ト
）、
中
学
校
課
程
四
年
間（
同

七
五
パ
ー
セ
ン
ト
）ま
で
の
十
年
間
を
義
務
教
育

と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
高
等
学
校（
就
学
率
四

〇
パ
ー
セ
ン
ト
）・
専
門
学
校
、
単
科
・
総
合
大

学
に
進
学
す
る
。
義
務
教
育
の
授
業
料
は
無
料
だ

が
、
教
科
書
や
制
服
は
有
料
で
あ
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
な
か
で
理
数

系
の
学
力
が
高
い
こ
と
で
知
ら
れ
、
ロ
ボ
ッ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
や
数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
毎
年
、
優

秀
な
成
績
を
収
め
て
い
る
。
ま
た
日
本
語
学
習
熱

小学部修学旅行　マイチャウ方面

中学部修学旅行　イエントゥ方面
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★

ハノイ大教会

校舎正面

Trường Nhật Bản Hà Nội
URL  https://jsh.edu.vn
児童生徒数　小＝347人　中＝83人

ハノ
海外校シリーズ

●ベトナム●

日本人学校
ハノイ

https://jsh.edu.vn
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も
高
く
、
特
に
若
い
世
代
に
日
本
語
を
学
ぼ
う
と

す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
十
八
～
二
十
七
歳
の
男

子
に
は
二
年
間
の
兵
役
義
務
が
あ
る
。

　
日
本
人
の
児
童
生
徒
は
、
本
校
の
ほ
か
、
複
数

あ
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て

い
る
。
本
校
の
中
学
部
を
卒
業
し
た
生
徒
の
多
く

は
日
本
の
高
校
に
進
学
す
る
も
の
の
、
海
外
に
あ

る
在
外
教
育
施
設
に
進
学
す
る
例
も
あ
る
。

こ
こ
ろ
の
道

　
「
こ
こ
ろ
の
道
」
は
学
校
創
立
五
周
年
を
記
念

し
て
制
定
さ
れ
た
本
校
校
歌
の
題
名
で
、
作
詞
作

曲
は
共
に
当
時
の
児
童
生
徒
と
教
職
員
で
あ
る
。

開
校
二
十
五
周
年
目
を
迎
え
た
現
在
も
、
四
三
〇

人
の
児
童
生
徒
が
当
時
の
志
を
受
け
継
ぎ
、
声
高

ら
か
に
、
し
か
も
誇
ら
し
げ
に
斉
唱
す
る
姿
に
学

校
を
愛
す
る
児
童
生
徒
の
熱
い
心
意
気
を
感
じ
る
。

　
「
こ
こ
ろ
の
道
」
を
進
む
道
し
る
べ
は
、「
や
さ

し
く　
か
し
こ
く　
た
く
ま
し
く
」
生
き
る
こ
と

で
あ
る
。

　
「
や
さ
し
く
」
と
は
、
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
あ

い
さ
つ
を
し
、
時
と
場
合
に
応
じ
た
こ
と
ば
遣
い

が
で
き
、
美
し
い
も
の
、
崇
高
な
も
の
を
素
直
に

受
け
止
め
る
こ
と
で
あ
る
。
六
年
生
の
児
童
が
一

年
生
の
児
童
の
登
校
を
教
室
で
迎
え
た
り
、
中
学

生
が
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ
り
す
る
「
縦
糸
で
結
ば

れ
た
人
間
関
係
」
は
、
見
て
い
て
た
い
へ
ん
ほ
ほ

え
ま
し
い
。

　
「
か
し
こ
く
」
と
は
、
意
欲
的
に
学
習
に
取
り

組
み
、
自
ら
考
え
正
し
く
判
断
で
き
る
と
と
も
に
、

世
界
の
情
勢
を
知
り
未
来
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

で
あ
る
。
本
校
で
は
話
せ
る
英
語
を
目
指
し
、
小

学
部
第
一
学
年
か
ら
週
四
時
間
の
「
英
会
話
」
の

授
業
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
と

そ
の
環
境
の
充
実
に
も
取
り
組
み
、
思
考
を
深
め

る
と
と
も
に
自
分
の
考
え
を
発
信
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
る
。
英
語
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
い
う
道
具
を
使

っ
て
「
彩
色
さ
れ
た
人
間
関
係
」
に
は
豊
か
さ
が

感
じ
ら
れ
る
。

　
「
た
く
ま
し
く
」
と
は
、
高
い
目
標
に
挑
戦
す

る
た
め
に
心
と
体
を
鍛
え
、
粘
り
強
く
や
り
抜
く

こ
と
で
あ
る
。
運
動
会
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間

に
お
け
る
活
動
な
ど
、
学
年
単
位
で
行
動
す
る
こ

と
も
多
く
「
横
糸
で
結
ば
れ
た
人
間
関
係
」
に
は

太
い
信
頼
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
児
童
生
徒
は
、
彩
色
さ
れ
た
縦
糸
と
横
糸
を
し

っ
か
り
と
編
み
込
ん
だ
大
き
な
夢
を
持
ち
、
日
々

の
学
校
生
活
を
楽
し
く
送
っ
て
い
る
。

（
二
〇
二
一
年
七
月
現
在
）

現地校交流

新入生を迎える会

運動会

中学部　家庭科

小学部１年　
オンライン授業　国語

子 ど も た ち か ら



36月刊　海外子女教育 2021.8

豊
か
な
自
然
と
共
に
生
き
る

　
半
年
以
上
に
わ
た
る
長
い
冬
が
終
わ
り
、
五
月

に
な
る
と
緑
が
い
っ
せ
い
に
芽
吹
い
て
ア
ン
カ
レ

ジ
は
最
高
の
時
期
を
迎
え
る
。
車
を
十
五
分
も
走

ら
せ
れ
ば
大
自
然
の
雄
大
な
景
色
が
広
が
り
、
そ

の
な
か
で
ハ
イ
キ
ン
グ
、
キ
ャ
ン
プ
、
カ
ヤ
ッ
ク
、

カ
ヌ
ー
、
サ
ー
モ
ン
や
ハ
リ
バ
ッ
ト
の
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
な
ど
を
気
軽
に
楽
し
め
て
し
ま
う
。
ア
ウ
ト

ド
ア
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
環
境
だ
。

　
冬
は
冬
で
、
条
件
が
そ
ろ
え
ば
ア
ン
カ
レ
ジ
で

も
か
な
り
よ
い
オ
ー
ロ
ラ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

し
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
な
ど
冬
の
ス
ポ

ー
ツ
も
楽
し
め
る
。
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン

グ
や
ク
リ
ス
マ
ス
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト

も
続
き
、
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
暗
く

て
寒
く
て
長
い
冬
を
乗
り
越
え
て
い
る
。

　
人
口
三
十
万
人
弱
の
ア
ン
カ
レ
ジ
は
、
決
し
て

お
し
ゃ
れ
な
街
並
み
と
は
い
え
な
い
し
、
著
名
な

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
め
っ
た
に
来
な
い
少
し
も
の
足

り
な
い
「
都
会
」
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
ひ
と

通
り
の
店
は
そ
ろ
っ
て
い
る
し
、
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ

も
な
い
、
生
活
し
や
す
い
街
で
あ
る
。

現
地
の
教
育
環
境

「
北
の
果
て
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
ア
ラ

ス
カ
だ
が
、
案
外
ア
ン
カ
レ
ジ
は
子
育
て
に
は
な

か
な
か
よ
い
環
境
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
れ
は

義
務
教
育
の
な
か
で
も
幅
広
い
選
択
肢
が
あ
る
こ

と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　
現
地
の
公
立
学
校
で
は
、
自
分
の
住
む
地
域
の

学
校
以
外
に
も
、
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
、
モ
ン
テ
ッ
ソ

ー
リ
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
、
ホ
ー
ム
ス
ク
ー
ル
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
択
す
る
こ
と
が
可

能
で
、
定
員
を
超
え
る
応
募
が
あ
る
場
合
は
抽
選

に
よ
り
入
学
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
マ

ー
ジ
ョ
ン
は
一
日
の
授
業
の
半
分
を
外
国
語
で
行

う
も
の
で
、
日
本
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ロ
シ
ア
語
、

ド
イ
ツ
語
、
中
国
語
、
ユ
ピ
ッ
ク
語
な
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
あ
る
。

　
加
え
て
、
昨
年
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
始
ま
っ

た
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ー
ス
も
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

昨
年
三
月
か
ら
十
二
月
ま
で
公
立
学
校
は
ほ
ぼ
す

べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
な
っ
た
が
、
今
年
の
初

め
か
ら
徐
々
に
対
面
授
業
が
再
開
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
対
面
授
業
に
戻
り
た
く
な
い
家
庭
は
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
授
業
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

近
郊
の
ポ
ー
テ
ー
ジ
氷
河

アンカレッジ日本人補習学校
Anchorage Japanese School
URL  https://anchoragejs.wixsite.com/hoshuko
児童生徒数　小＝11人　中＝5人
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アンカレジ

犬
ぞ
り
レ
ー
ス
（
ア
ン
カ
レ
ジ
市
内
で
）

借
用
校
舎
外
観

アンカ
海外校シリーズ

●アラスカ州●

補習授業校
アンカレッジ

https://anchoragejs.wixsite.com/hoshuko
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コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
て

　
本
校
は
日
本
企
業
の
駐
在
員
の
多
か
っ
た
一
九

七
〇
年
代
に
創
立
さ
れ
、
児
童
生
徒
数
が
一
〇
〇

人
を
超
え
る
時
期
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は
小
学
部

一
年
か
ら
中
学
部
三
年
ま
で
児
童
生
徒
数
十
六
人
、

ク
ラ
ス
は
四
ク
ラ
ス
で
、
う
ち
二
ク
ラ
ス
は
複
式

で
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
私
立
学
校
の
校
舎
を
借

用
し
、
毎
週
土
曜
日
に
四
時
間
も
し
く
は
五
時
間

の
国
語
と
算
数（
数
学
）の
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
二
〇
二
〇
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

本
校
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
運
動
会
や
資

金
集
め
の
バ
ザ
ー
も
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
ん
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
オ
ン
ラ
イ

ン
と
少
人
数
の
よ
い
と
こ
ろ
を
生
か
そ
う
と
、
複

式
ク
ラ
ス
を
単
学
年
の
ク
ラ
ス
に
戻
し
、
ま
た
低

学
年
は
土
曜
日
に
集
中
し
て
行
う
の
で
は
な
く
、

日
に
ち
を
分
散
さ
せ
る
な
ど
の
変
更
を
行
い
、

個
々
の
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
っ
た
よ
り
理
解
を

深
め
る
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

さ
ら
に
、
日
本
在
住
の
専
門
職
の
か
た
に
お
話

を
聞
く
社
会
見
学
的
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
行
っ
た
。
第
一
回
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
か

た
に
よ
る
自
動
車
工
場
見
学
、
第
二
回
は
パ
ン
屋

さ
ん
見
学
と
、ふ
だ
ん
海
外
在
住
で
は
難
し
い
企
画

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
子
ど
も
た
ち
も
保

護
者
も
興
味
津
々
で
、
日
本
文
化
や
日
本
語
へ
の

愛
着
を
深
め
る
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
の
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
お
か
げ
と
も
い
え
る
。

　
主
要
行
事
の
一
つ
で
あ
る
学
習
発
表
会
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。
ち
ょ
う
ど
先
生
も
子
ど
も

た
ち
も
オ
ン
ラ
イ
ン
に
慣
れ
た
こ
ろ
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
動
画
な
ど
を
駆
使
し
た
充
実
し
た
発
表

が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
力
に
驚
か
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
て
一
年
以
上
続
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

だ
が
、
現
地
校
お
よ
び
借
用
校
の
再
開
に
伴
い
、

本
校
も
六
月
の
夏
季
集
中
授
業
か
ら
対
面
授
業
を

開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
一
年
で
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
の
よ
さ
も
体
験
で
き
た
が
、
や
は

り
対
面
で
の
よ
さ
に
は
代
え
が
た
い
。
子
ど
も
た

ち
も
久
し
ぶ
り
に
先
生
や
他
の
学
年
と
の
交
流
が

持
て
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

（
二
〇
二
一
年
五
月
現
在
）

小学部５・６年　算数

小学部１年　算数

中学部３年　国語

避難訓練

──６月から再開した対面授業──

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
社
会
科
見
学
自
動
車
工
場

オンラインでの
社会科見学 パン屋さん

長縄跳び

──運動会──

キャタピラ競争
子 ど も た ち か ら



南山大学のビジョン・キーフレーズ「個の力を、
世界の力に。」には、人間の尊厳、多様性の確
保、そして共生・協働の精神が示されており、周
囲の人々と協調しながら目の前の課題に挑み、解
決していける人材、豊かな国際力と専門性を併せ
持った人材を育成するための改革を行っていま
す。帰国生徒のための入試制度もあり、積極的に
受け入れを行っています。

◆人 文 学 部：キリスト教学科／人類文化学科
心理人間学科／日本文化学科

◆外国語学部：英米学科
スペイン・ラテンアメリカ学科
フランス学科／ドイツ学科
アジア学科

◆経 済 学 部：経済学科
◆経 営 学 部：経営学科
◆法　学　部：法律学科
◆総合政策学部：総合政策学科
◆理 工 学 部：ソフトウェア工学科

データサイエンス学科※
電子情報工学科※
機械システム工学科※

◆国際教養学部：国際教養学科
※2021年4月新設

問い合わせ先■南山大学 入試課
〒466-8673  愛知県名古屋市昭和区山里町18
Phone 052-832-3013　Fax 052-832-3592
URL https://www.nanzan-u.ac.jp/admission/

南山国際高等学校
南山国際中学校
●帰国生徒の受け入れを主たる目的として設置された学校●

世界から南山国際へ。　
　　　世界へ羽ばたくために ！

人間の尊厳のために

編入学試験を実施
中高一貫の少人数教育
帰国生徒と外国人生徒のみ受け入れ
カトリックの宗教教育
充実した外国語・情報教育
※2020年度より南山国際中学校の募集を停止しています。

〈南山大学への推薦制度あり〉

本校の特色

問い合わせ先■
〒４７０-０３７５ 愛知県豊田市亀首町八ッ口洞１３-４５
Phone ０５６５-４６-５３００　Fax ０５６５-４６-５３０３
URL http://www.nanzan-kokusai.ed.jp

南山大学

海外子女教育　8月号

■2021年学校説明会
※今年度は個別対応といたします。

■２０21年度編入学試験
試験日：③2021年10月20日（水）

④2022年１月19日（水）

■２０22年度編入学試験
試験日：①2022年３月23日（水）

②2022年７月６日（水）

https://www.nanzan-u.ac.jp/
http://www.nanzan-kokusai.ed.jp/


検索

愛 のある指導
文教学院のネット塾
ライフスタイルに合わせて
世界中どこにいても、あなたの生活時間に
合わせて授業スケジュールを組めます。

安心・気軽
家庭教師のように家族が気を使わなくても大丈夫！
塾のような、行き帰りの心配もいりません！

Face to Face
顔をみながら紙とペンで授業を進めるので、
大事なところが記憶に残ります。

生徒さんは自分の
ノートに書き込みます 生徒さんのノート 講師のノート

海外日本人学校・日本語補習校宿題コース好評開講中！

なんとこちらは、兄弟姉妹は授業料無料

兄弟
姉妹は

入
会
金無料！

小・中・高対応 考える力と勉強する姿勢 愛のある塾
文教学院 塾東京都世田谷区3-12-11

03-5799-6031
文教学院ウェブサイト ▶ http://www.jyuku.info/
お問い合わせ先 ▶ info@jyuku.info
Facebook ▶ https://www.facebook.com/setagaya.bunkyo.gakuin文教学院

我が子のように
向き合い続けて
祝 開校 40 年

http://jyuku.info/
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Kanji for Insects… and More?!
Can you match the following kanji containing the 
insect component (虫 ) with their readings and 
English translations?

虫  is for more than just bugs!

You may have noticed two of the above kanji, snake (蛇 ) and rainbow (虹 ) are not insects!
There are many kanji using the so-called “insect” component (虫 ) that are not for fl ies, 
bugs, beetles, or any other creepy crawlies.

In fact, the insect component (虫 ) originally was a snake!
The kanji for tiny insects was instead (蟲 ), which is three snake-like maggots, or baby 
insects, squirming in a pile.
This kanji (蟲 ) was then simplifi ed to just a single component (虫 ), meaning the kanji for 
insect and snake were now the same!

This is why snakes (蛇 ), vipers (蝮・マムシ ) use what is now known as the “insect” component.

蚊　 蛾　 蜂　 虹　 蛍　 蛇　 蝶

（はち/bee  にじ/rainbow  か/mosquito  ちょう/butterfl y  へび/snake  ほたる/fi refl y  が/moth）

蚊→か、蛾→が、蜂→はち、虹→にじ、蛍→ほたる、蛇→へび、蝶→ちょう

　アメリカ・ニュージャージー州生まれ。
非漢字圏出身者で初めて漢字検定一級に
合格。

https://www.facebook.com/BretMayer/

「ＫＡＮＪＩ」はおもしろい！

https://www.facebook.com/BretMayer/


reference

ぽ
ん
た
の
じ
ど
う
は
ん
ば
い
き

　

森
に
す
む
子こ

狸だ
ぬ
き

の
ぽ
ん
た
は
、
街
で

見
つ
け
た
自
動
販
売
機
に
心
惹ひ

か
れ
、
自

分
も
空
き
箱
で
自
動
販
売
機
を
作
っ
て
森

に
置
い
た
。
動
物
た
ち
が
コ
イ
ン
代
わ
り

の
木
の
葉
を
入
れ
て
願
い
事
を
言
う
と
、

後
ろ
に
隠
れ
た
ぽ
ん
た
が
呪
文
を
唱
え
て

葉
っ
ぱ
を
皆
の
望
み
の
物
に
変
身
さ
せ
る
。

ラ
イ
オ
ン
に
は
王
様
の
冠
、
狐き

つ
ね

に
は
首

飾
り
、
歯
が
痛
い
猿
に
は
痛
み
止
め
の
薬

を
出
し
た
。
さ
て
、
狸
の
女
の
子
の
お
願

い
は
「
お
友
達
が
欲
し
い
」
だ
っ
た
。
葉

っ
ぱ
で
は
叶か

な

え
ら
れ
な
い
願
い
事
に
、
困

っ
た
ぽ
ん
た
は
良
い
事
を
思
い
つ
く
。

　

そ
っ
と
隠
れ
て
、
友
達
の
欲
し
い
物
を

用
意
し
、
喜
ぶ
様
子
を
見
守
る
ぽ
ん
た
の

優
し
さ
が
心
を
揺
さ
ぶ
る
。
友
達
を
思
う

物
語
と
、
柔
ら
か
な
タ
ッ
チ
の
絵
が
愛
ら

し
く
、
日
本
で
は
幼
稚
園
や
学
校
の
劇
で

も
人
気
の
作
品
。
読
ん
だ
後
は
、
木
の
葉

を
拾
っ
た
り
、
自
動
販
売
機
を
作
っ
た
り

と
、
工
作
タ
イ
ム
も
増
え
、
ご
っ
こ
遊
び

や
親
と
の
会
話
も
広
が
る
。　
　
　
（
Ｓ
）

う
ん
ち
し
た
の
は
だ
れ
よ

　

地
面
か
ら
顔
を
出
し
た
モ
グ
ラ
君
の
頭

の
上
に
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
よ
う
な
う
ん
ち

0

0

0

が
落
ち
て
き
た
。
目
の
悪
い
モ
グ
ラ
君
は

犯
人
が
見
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
犯
人

探
し
に
出
か
け
る
。
先ま

ず
鳩は
と

に
「
ぼ
く
の

あ
た
ま
に
う
ん
ち

0

0

0

お
と
さ
な
か
っ
た
？
」

と
尋
ね
る
が
、
鳩
は
私
だ
っ
た
ら
こ
う
す

る
と
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
よ
う
な
う
ん
ち

0

0

0

を

落
と
し
て
み
せ
る
。
馬
は
お
団
子
の
よ
う

な
、
兎う

さ
ぎ

は
豆
粒
の
よ
う
な
う
ん
ち

0

0

0

を
し

て
み
せ
る
が
、
最
後
に
黒く

ろ

蝿ば
え

に
犯
人
を
教

え
て
貰も

ら

っ
た
モ
グ
ラ
君
は
…
…
。

　

大
人
が
眉
を
顰し

か

め
る
と
、
尚な
お
さ
ら更
う
ん
ち

0

0

0

う
ん
ち

0

0

0

と
言
い
た
が
る
子
も
、
何
度
も
繰

り
返
さ
れ
る
と
、
す
っ
か
り
満
足
し
て
口

に
し
な
く
な
り
、「
動
物
に
よ
っ
て
違
う

の
か
」
と
生
き
物
の
生
態
に
興
味
を
持
ち
、

物
語
に
も
惹ひ

き
込
ま
れ
て
ゆ
く
。

　

世
界
中
の
子
ど
も
に
愛
さ
れ
続
け
る
こ

の
本
は
、
英
語
版
、
ド
イ
ツ
語
版
も
手
に

入
れ
易や

す

い
の
で
、
是
非
、
親
子
で
日
本
語

版
と
読
み
比
べ
て
ほ
し
い
。　
　
　
（
Ｋ
）

０歳から５歳の子どもに読み聞かせる本。 ５歳から14歳の子どもと共に楽しむ本。 10歳以上の子どもも大人も、一人で
読んでも、読み聞かせても楽しめる本。

選・文　国際子ども文庫の会

あ
っ
ち
ゃ
ん 

あ
が
つ
く

た
べ
も
の
あ
い
う
え
お

　

あ
い
す
く
り
ー
む
、
い
ち
ご
、
う
め
ぼ

し
。
五
十
音
順
に
、
そ
の
字
が
頭
に
つ
く

食
べ
物
の
遊
び
歌
が
絵
に
な
っ
て
い
る
。

見
開
き
の
左
頁ペ

ー
ジ

に
こ
と
ば
、
右
頁
に
絵

と
、
か
る
た
の
読
札
と
絵
札
が
一
緒
に
な

っ
た
様
な
、
見
て
い
る
だ
け
で
楽
し
い
絵

本
だ
。
濁
音
、
半
濁
音
も
併
せ
て
全
部
で

六
十
九
文
字
分
。
必
要
な
片
仮
名
表
記
も

添
え
ら
れ
、
巻
末
に
は
索
引
も
あ
る
。

　

例
え
ば
「
き
っ
ち
ゃ
ん　
き
が
つ
く　
き

ゃ
ら
め
る　

あ
ま
い
」
は
、
キ
ャ
ラ
メ
ル

頭
の
子
ど
も
達
が
、
包
み
紙
で
兜か

ぶ
と

や
鶴

を
折
る
、
折
り
紙
遊
び
が
描
か
れ
て
い
る
。

ぼ
た
も
ち
、
最も

な
か中
、
雑
煮
、
糠ぬ
か

漬づ

け
等
、

昔
な
が
ら
の
和
食
、
和
菓
子
も
登
場
。
古

典
柄
の
急
須
や
茶ち

ゃ
わ
ん碗
、
糠
床
の
手
入
れ
や

蓋
の
重お

も
し石
等
、
日
本
の
伝
統
文
化
の
香
り

も
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

表
情
豊
か
な
食
べ
物
等
の
姿
を
見
て
い

る
と
、
子
ど
も
達
の
口
か
ら
、
自
然
に
こ

と
ば
が
こ
ぼ
れ
だ
す
。
こ
う
し
て
、
無
理

な
く
、
子
ど
も
の
語
彙
が
増
え
る
。（
Ｒ
）

ま
ほ
う
の
ゆ
う
び
ん
ポ
ス
ト

　

け
ん
と

0

0

0

は
、
学
校
の
帰
り
、
し
ま
し
ま

模
様
の
不
思
議
な
ポ
ス
ト
を
見
つ
け
た
。

住
所
が
書
い
て
い
な
く
て
も
、
切
手
を
貼

ら
な
く
て
も
、
ど
こ
に
で
も
届
け
て
く
れ

る
。
遠
く
離
れ
た
友
達
に
も
、
ア
フ
リ
カ

の
キ
リ
ン
に
も
、
お
化
け
に
も
！　

け
ん

0

0

と0

は
、
天
国
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
犬
の
ご0

ん
た

0

0

に
謝
り
た
い
事
が
あ
っ
た
。
大
切
な

金き
ん

木も
く

犀せ
い

の
枝
を
折
っ
た
の
に
、
ご
ん
た

0

0

0

の

所せ

い為
に
し
た
ま
ま
だ
っ
た
の
だ
。
祈
る
よ

う
な
気
持
ち
で
手
紙
を
ポ
ス
ト
に
入
れ
た
。

　

こ
ん
な
魔
法
の
ポ
ス
ト
が
あ
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
で
も
書
い
て
み
た
い
手
紙
が
、
誰

に
で
も
あ
る
。
人
に
で
も
物
に
で
も
、
伝

え
た
い
事
、
聞
き
た
い
事
を
何
で
も
自
由

に
書
く
と
、
子
ど
も
達
の
世
界
は
広
が
る
。

　

手
紙
は
心
の
奥
に
し
ま
っ
て
あ
る
素
直

な
気
持
ち
を
映
し
出
す
。
ポ
ス
ト
は
そ
の

気
持
ち
を
周
囲
の
人
に
届
け
る
入
口
。

　

電
話
や
メ
ー
ル
に
頼
っ
て
、
手
紙
を
書

く
事
が
少
な
い
こ
の
頃
だ
が
、
誰
か
か
ら

手
紙
が
届
く
と
、
な
ぜ
か
嬉う

れ

し
い
。（
Ｙ
）

みねよう　原案
さいとうしのぶ　作

リーブル
税込価格1,980円

やまだともこ　作
いとうみき　絵
金の星社

税込価格1,320円

加藤ますみ　作
水野二郎　絵

ひさかたチャイルド
税込価格1.100円

ヴェルナー・ホルツヴァルト　著
ヴォルフ・エールブルッフ　絵

関口裕昭　訳
偕成社　税込価格1,430円

Vom kleinen Maulwurf, der wissen wollte, 
wer ihm auf den Kopf gemacht hat

The Story of the Little Mole who Knew it was None of his Business
By Werner Holzwarth 

！
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は
じ
め
に

　
渡
航
前
の
講
話
・
個
別
の
面
談
で

は
次
の
こ
と
を
強
く
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

◎
異
文
化
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
体
験

を
大 

切
に
し
て
、
現
地
で
「
思
い

っ
き
り
、
活
動
し
て
ほ
し
い
」。
発

見
・
驚
き
・
感
動（
と
き
に
は
つ

ら
い
体
験
）な
ど
の
生
活
体
験
を

通
し
て
の
「
異
文
化
習
得
」
を
目

指
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ま
ず
、
現
地
で
通
う
学
校
の
成
績

を
上
げ
る
こ
と
を 

大
切
に
し
て
、

現
地
で
「
思
い
っ
き
り
、
勉
強
し

て
ほ
し
い
」。

◎（
た
と
え
ば
、
英
語
を
学
習
言
語

と
す
る
学
校
へ
通
学
す
る
場
合

は
）
英
語
の
習
得
が
す
べ
て
の
学

習
の
土
台 

と
な
る
の
で
、
現
地
で

は
「
思
い
っ
き
り
、
英
語
を
勉
強

し
て
ほ
し
い
」。

☆
現
地
に
い
て
も
日
本
語
・
日
本
の

学
習
を
す
る
こ
と
は
大
切
な
の
で

「
毎
日
、
少
し
ず
つ
で
も
日
本
語
・

日
本
の
勉
強
を
し
て
ほ
し
い
」。

海
外
暮
ら
し
の
な
か
で

　
帰
国
の
予
定
が
は
っ
き
り
し
な
い

な
ど
の
状
況
で
海
外
暮
ら
し
が
長
く

な
っ
て
く
る
と
、
子
ど
も
は
現
地
の

生
活
や
学
習
に
は
す
っ
か
り
適
応
し

た
も
の
の
、
日
本
語
が
怪
し
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
り
、
日
本
の
学
習
が
ま

る
で
は
か
ど
ら
な
く
な
っ
た
り
と
い

う
こ
と
も
起
き
て
き
ま
す
。

　
親
御
さ
ん
の
な
か
に
は
、
帰
国
等

に
伴
う
こ
れ
か
ら
生
じ
る
で
あ
ろ
う

子
ど
も
の
苦
労
へ
の
心
配
、
日
本
人

と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
素

養
を
い
か
に
育
ん
で
い
く
か
の
悩
み

等
に
直
面
さ
れ
て
い
る
か
た
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
考
え
ま
す
。

日
本
人
と
し
て
の 

 

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

　
海
外
で
暮
ら
す
皆
さ
ん
の
お
子
さ

ん
に
対
し
て
は
、
や
は
り
、
日
本
人

と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
素

養
を
身
に
つ
け
て
成
長
し
て
ほ
し
い
、

あ
る
い
は
厳
し
い
表
現
で
す
が
身
に

つ
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
海
外
で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
は
、

現
地
の
「
自
然
、
気
候
、
地
理
、
文

化
、宗
教
、言
語
、対
人
関
係
等
」
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
強
く
受
け
な

が
ら
成
長
し
、学
習
し
て
い
ま
す
。日

本
に
生
ま
れ
、
育
ち
、
学
習
し
て
き

た
お
子
さ
ん
と
は
異
な
っ
た
考
え
方

や
感
性
を
持
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　
日
本
と
海
外
、二
つ
〈dual

〉（
あ

プロフィール（ごとう あきお）
千葉県と東京都で教員、ワルシャワ日本人学校
教諭を経て、東京都の公立学校で教頭・副校長・
校長を歴任。2013 年から6 年ほど本田技研工
業株式会社で教育相談室長を務め、2019 年よ
り海外子女教育振興財団の教育相談員。東京
都海外子女教育研究会、全国海外子女教育・
国際理解教育研究協議会事務局長も務める。

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
　

教
育
相
談
員

後
藤 

彰
夫

海外暮らしが長くなり、子どもは
現地にどっぷりつかっています。
日本語も怪しくなってきました。
帰国の目途は立っていません。
このままでよいのでしょうか。
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る
い
は
多
数〈m

ulti

〉）
の
考
え
方

等
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
が
、
海

外
生
・
帰
国
生
の
強
み
と
も
い
え
ま
す
。

日
本
語（
母
語
）を 

 

習
得
さ
せ
る

　
お
子
さ
ん
の
渡
航
時
の
年
齢
、
海

外
暮
ら
し
の
期
間
（
他
言
語
で
の
学

習
期
間
）
な
ど
、
環
境
に
よ
り
異
な

る
点
は
あ
り
ま
す
が
、
日
本
語
（
母

語
）
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
一
般
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
次
の
点
を
挙

げ
ま
す
。

＜

「
生
活
言
語
」
を
伸
ば
す＞

　
生
活
の
な
か
で
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
ば
を
繰
り
返
し
聞
く
こ
と
、
話
す

こ
と
で
言
語
は
身
に
つ
い
て
い
き
ま

す
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
で
は
日
本
語

で
「
た
く
さ
ん
話
し
か
け
る
」、「
た

く
さ
ん
読
ん
で
聞
か
せ
る
」
な
ど
、

家
庭
内
は
で
き
る
だ
け
「
日
本
語
」

の
環
境
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
と
え
ば
英
語
と
日
本
語
と
は
、

表
面
的
に
は
ま
る
で
別
モ
ノ
の
よ
う

に
見
え
ま
す
が
、「
言
語
（
こ
と
ば
）」

と
い
う
点
で
は
同
じ
で
す
。
親
が
、

自
分
の
言
語
を
使
っ
て
「
言
語
（
こ

と
ば
）
を
使
う
力
」
を
育
て
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
力
は
、

ほ
か
の
第
二
、
第
三
の
言
語
に
も
通

用
し
て
い
き
ま
す
。

　
左
の
図
を
見
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず

一
つ
目
の
言
語
（
母
語
）
を
育
て
る

こ
と
が
、
二
つ
目
の
言
語
を
身
に
つ

け
る
た
め
に
も
重
要
で
あ
り
、
親
の

大
き
な
責
任
で
も
あ
る
の
で
す
。

＜

「
学
習
言
語
」
を
習
得
す
る＞

　「
生
活
言
語
」
は
、
生
活
の
な
か

で
い
つ
の
間
に
か
使
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
き
ま
す
が
、
学
校
の
授
業
を

理
解
す
る
た
め
に
必
要
な
「
学
習
言

語
」
は
意
図
的
な
取
り
組
み
を
し
な

け
れ
ば
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。

　
た
と
え
ば
日
本
語
と
英
語
の
二
つ

の
言
語
を
見
て
も
、
言
語
と
し
て
共

通
の
要
素
は
あ
り
ま
す
が
、
語
彙
や

語
法
な
ど
は
学
年
が
上
に
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
複
雑
に
な
り
、
異
な
っ
て
き

ま
す
。
二
つ
の
言
語
を
同
時
に
同
じ

レ
ベ
ル
で
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
は

か
な
り
高
い
ハ
ー
ド
ル
と
な
り
、
二

つ
と
も
中
途
半
端
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
た
い
へ
ん
だ
と
思
い

ま
す
が
、お
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
学

ん
だ
り
励
ま
し
た
り
し
な
が
ら
学
習

言
語
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
よ
う
手
伝

っ
て
あ
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

＜

一
つ
の
言
語
が
年
齢
相

　
応
に
使
え
る
こ
と＞

　
皆
さ
ん
の
お
子
さ
ん
に

と
っ
て
、
母
語
と
し
て
日

本
語
を
習
得
す
る
こ
と
は

大
切
で
す
が
、
よ
り
大
切

な
こ
と
は
「
一
つ
の
言
語

が
年
齢
相
応
に
使
え
る
こ

と
」
で
す
。
場
合
に
よ
っ

て
は
「
日
本
語
の
学
習
の

比
重
を
下
げ
る
」、「
ほ
か

の
言
語
を
母
語
と
す
る
」

な
ど
の
選
択
も
必
要
で
、

そ
の
方
が
よ
い
と
き
も
あ

り
ま
す
。
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日
本
の
文
化
等
の

体
験
を
さ
せ
る

　
日
本
で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
は
、

ま
さ
に
「
日
本
的
な
」
環
境
の
な
か

で
、
日
々
日
本
語
を
浴
び
て
成
長
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
海
外
で
暮
ら
す

子
ど
も
た
ち
に
は
、
可
能
な
範
囲
で

日
本
の
文
化
等
に
触
れ
さ
せ
て
あ
げ

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

＜

日
本
人
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー＞

　「
運
動
会
」
な
ど
種
々
の
行
事
や

催
し
も
の
へ
積
極
的
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

＜

補
習
校＞

　
近
隣
に
補
習
校
が
あ
る
場
合
は
、

相
応
の
学
年
に
入
っ
て
教
科
の
学
習

を
し
て
く
だ
さ
い
。
日
本
語
の
学
習

言
語
の
習
得
に
は
い
ち
ば
ん
よ
い
場

所
と
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
補
習
校
で
は
学
習
だ
け

で
な
く
、
日
本
の
体
育
的
行
事
・
文

化
的
行
事
・
儀
式
的
行
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
「
日
本
」
に
触
れ
る
と
て
も

よ
い
機
会
で
す
。

　
ま
た
、
補
習
校
で
は
給
食
や
掃
除

な
ど
は
実
施
し
て
い
な
い
の
が
通
常

で
す
が
、
そ
れ
で
も
種
々
の「
日
本

の
学
校
文
化
」
に
触
れ
る
た
く
さ
ん

の
機
会
が
あ
り
ま
す
。

　
学
校
で
行
わ
れ
る
「
古
本
市
」
な

ど
も
積
極
的
に
活
用
し
て
、
書
籍
・

漫
画
な
ど
を
手
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

＜

一
時
帰
国＞

　
機
会
が
あ
れ
ば
、
短
期
間
で
も
日

本
へ
の
一
時
帰
国
を
し
て
、
日
本
に

直
接
触
れ
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

　
そ
の
際
、
国
内
の
小
・
中
学
校
へ

の
「
体
験
入
学
」
を
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
海
外
暮
ら
し
の
長
い
子
ど

も
に
と
っ
て
は
本
帰
国
に
向
け
た
大

切
な
予
行
練
習
の
場
と
も
な
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
と
も
検
討
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

日
本
の
習
慣
等
を
家
庭
内
で

身
に
つ
け
さ
せ
る

　
お
辞
儀
な
ど
の
あ
い
さ
つ
（
上
下

関
係
を
模
擬
的
に
設
定
す
る
の
も
い

い
で
し
ょ
う
）、
箸
や
食
器
の
持
ち

方
や
並
べ
方
、
掃
除
の
仕
方
や
風
呂

の
入
り
方
、
座
る
姿
勢
や
席
順
な
ど
、

海
外
暮
ら
し
の
な
か
で
は
ま
っ
た
く

必
要
の
な
い
こ
と
、
そ
ぐ
わ
な
い
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
日
本
の
こ

と
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち

に
日
本
に
は
こ
の
よ
う
な
習
慣
が
あ

る
こ
と
を
伝
え
て
あ
げ
る
の
は
と
て

も
有
意
義
な
こ
と
で
す
。
帰
国
し
た

際
に
心
づ
も
り
が
あ
る
か
な
い
か
で

は
、
適
応
の
ス
ピ
ー
ド
が
変
わ
っ
て

き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
伝
統
的
な
日
本
の
遊

び
、
た
と
え
ば
し
り
と
り
や
カ
ル
タ

な
ど
の
言
語
系
の
も
の
の
ほ
か
、
お

に
ご
っ
こ
や
あ
や
と
り
な
ど
、
家
族

で
遊
び
を
通
し
て
触
れ
合
う
こ
と
も

大
事
で
す
。

終
わ
り
に

　
子
ど
も
に
と
っ
て
日
本
は
遠
い
存

在
、日
本
が
帰
る
国
で
は
な
く
、行
く

国
の
よ
う
な
感
覚
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
急
な
帰
国
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

し
、
海
外
の
上
級
学
校
・
大
学
等
へ

進
学
、
就
職
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
母
語
を
日
本
語
以
外
の
言

語
に
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
大
切
な
の
は
、「
お
子
さ

ん
の
将
来
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
の
か
」、
親
子
で
つ

ね
に
話
し
合
い
、
共
有
化
を
は
か
っ

て
い
く
こ
と
と
い
え
ま
す
。

　
共
感
、
共
振
、
共
鳴
。

　
イ
メ
ー
ジ
、
将
来
の
道
は
一
つ
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
折
り
に
触
れ
て
ご

家
族
で
の
話
し
合
い
を
積
ま
れ
て
く

だ
さ
い
。

　
子
ど
も
の
苦
労
に
ど
の
よ
う
に
寄

り
添
う
か
、
ふ
だ
ん
か
ら
子
ど
も
を

広
い
視
野
を
持
っ
て
温
か
い
目
で
励

ま
し
見
守
り
、
信
じ
て
あ
げ
る
親
の

態
度
・
気
持
ち
・
ス
タ
ン
ス
が
、
子

ど
も
を
目
覚
め
さ
せ
、
成
長
さ
せ
る

確
か
な
道
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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理
事
会
と
評
議
員
会
を
オ
ン

ラ
イ
ン
や
書
面
等
を
活
用
し

て
開
催

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
は
二
〇
二

一
年
度
の
第
一
回
と
な
る
理
事
会
を
六

月
八
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
行

っ
た
。
ま
た
評
議
員
会
を
書
面
で
の
や

り
取
り
を
通
し
て
実
施
し
た
。

　

理
事
会
で
の
お
も
な
議
案
は
二
〇
年

度
の
事
業
報
告
と
決
算
書
類
の
承
認
に

つ
い
て
、
評
議
員
会
で
の
お
も
な
議
案

は
評
議
員
・
理
事
・
監
事
の
選
任
、
二

〇
年
度
決
算
の
承
認
、
さ
ら
に
定
款
の

変
更
の
件
で
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。

　

二
〇
年
度
の
収
支
決
算
は
、
経
常
収

益
が
十
六
億
七
八
二
九
万
二
九
六
二
円

で
、
経
常
費
用
が
十
六
億
五
七
五
七
万

七
七
三
八
円
と
な
っ
た
。

　

事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
に
つ
い

て
は
本
財
団
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（https://

w
w
w
.joes.or.jp/gaiyo/report/

）
に

掲
載
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
び
辞
任
、
退
任
、
就
任
し
た

評
議
員
・
理
事
・
監
事
、
さ
ら
に
定
款

の
変
更
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
。

《
評
議
員
》

　

下
記
七
名
の
評
議
員
の
辞
任
に
伴
い
、

そ
の
補
充
と
し
て
評
議
員
七
名
を
選
任

す
る
。
そ
の
任
期
に
つ
い
て
は
、
定
款

第
十
二
条
第
二
項
に
基
づ
き
、
現
評
議

員
の
定
款
上
の
任
期
の
残
り
の
期
間

（
二
〇
二
三
年
六
月
ま
で
）と
す
る
。

【
選
任
】 

○
井
上 

弥
（
東
レ
株
式
会
社 

人
事
部

長
）

○
今
西 

剛
久（
株
式
会
社
東
芝 

人
事
・

総
務
部 

人
事
企
画
第
二
室 

制
度
企

画
グ
ル
ー
プ 

シ
ニ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

○
奥
山 

洋
介（
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会

社 
人
事
部 

海
外
労
政
室
長
）

○
河
野 
隆（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
パ

ー
ト
ナ
ー
株
式
会
社 

人
事
サ
ー
ビ

ス
事
業
部 
国
際
人
事
サ
ブ
グ
ル
ー

プ 

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

○
小
阪 

享
司（
日
産
自
動
車
株
式
会
社

人
事
本
部 

Ｈ
Ｒ
プ
ロ
セ
ス
マ
ネ
ジ 

メ
ン
ト
／
人
財
開
発
部 

副
本
部
長
）

○
坂
部 

隆（
一
般
社
団
法
人
日
本
在
外

企
業
協
会 

専
務
理
事
）

○
寺
田 

創
（
Ｙ
Ｋ
Ｋ
株
式
会
社 

執
行

役
員 

管
理
本
部 

人
事
部
長
）

【
辞
任
】

○
柳
井 

克
之（
東
レ
株
式
会
社
）

○
伊
延 

次
郎（
株
式
会
社
東
芝
）

○
斎
藤 

万
里（
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会

社
）

○
佐
藤 

秀
明（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ

ア
株
式
会
社
）

○
吉
岡 

俊
幸
（
前 

日
産
自
動
車
株
式

会
社
）

○
稲
田 

佳
昭（
一
般
社
団
法
人
日
本
在

外
企
業
協
会
）

○
亀
山 

秀
夫（
Ｙ
Ｋ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ

ー
ト
株
式
会
社
）

《
理
事
の
選
任
》

　

下
記
八
名
の
任
期
満
了
お
よ
び
辞
任

に
伴
い
、
再
任
お
よ
び
補
充
と
し
て
、

理
事
八
名
を
選
任
す
る
。
そ
の
任
期
に

つ
い
て
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
選
任
は

定
款
第
二
十
六
条
第
一
項
に
基
づ
き
、

選
任
後
二
年
以
内
に
終
了
す
る
事
業
年

度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時

評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
、
ま
た
辞

任
に
伴
う
選
任
は
定
款
第
二
十
六
条
第

三
項
に
基
づ
き
、
現
理
事
の
定
款
上
の

任
期
の
残
り
の
期
間
と
す
る
。

【
任
期
満
了
に
伴
う
再
任
】

（
二
〇
二
三
年
六
月
ま
で
）

○
池
松 

扇
（
三
菱
商
事
株
式
会
社 

人

事
部
次
長
）

○
井
上 
史
子（
三
井
物
産
株
式
会
社　

人
事
部
次
長
）

○
清
水 
慶
太（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会

社 

労
政
部
賃
金
課 

課
長
）

○
竹
崎 

弘
倫（
株
式
会
社
商
船
三
井　

人
事
部
長
）

【
任
期
満
了
に
よ
る
交
代
】

（
二
〇
二
三
年
六
月
ま
で
）

【
選
任
】

○
豊
田 

真
紀
子（
株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ
グ

ロ
ー
バ
ル
・
営
業
統
括
本
部 

企
画

管
理
部 

課
長
）

○
宮
本 

史
昭（
一
般
社
団
法
人
日
本
貿

易
会 

常
務
理
事
）

〈
辞
任
〉

○
井
出 

淑
子（
株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ
）

○
岩
城 

宏
斗
司（
一
般
社
団
法
人
日
本

貿
易
会
）

【
任
期
満
了
前
の
辞
任
に
よ
る
交
代
】

（
二
〇
二
二
年
六
月
ま
で
）

〈
選
任
〉

○
常
森 

賢
行（
株
式
会
社
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

銀
行 

執
行
役
員
人
事
部
長
）

○
的
場 

佳
子（
伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社 

執
行
役
員 

人
事
・
総
務
部
長
）

〈
辞
任
〉

○
関 

浩
之（
株
式
会
社
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀

行
）

○
浦
島 

宣
哉（
株
式
会
社
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
）

《
監
事
の
選
任
》

　

下
記
二
名
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
再

任
と
し
て
、
監
事
二
名
を
選
任
す
る
。

そ
の
任
期
に
つ
い
て
は
、
定
款
第
二
十

六
条
第
二
項
に
基
づ
き
、
選
任
後
四
年

以
内
に
終
了
す
る
事
業
年
度
の
う
ち
最

ニュースニュース お知らせお知らせ

https://www.joes.or.jp/gaiyo/report/
https://www.joes.or.jp/gaiyo/report/
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終
の
も
の
に
関
す
る
定
時
評
議
員
会
の

終
結
の
時
（
二
〇
二
五
年
六
月
ま
で
）

と
す
る
。

【
任
期
満
了
に
伴
う
再
任
】

○
小
林 
喬（
株
式
会
社
三
井
住
友
銀
行 

執
行
役
員
人
事
部
長
）

○
三
輪 

悦
朗（
野
村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
株
式
会
社 
執
行
役
員
）

《
定
款
の
変
更
》

　

定
款
第
三
十
七
条
、
相
談
役
に
つ
い

て
は
次
の
よ
う
に
す
る
。

（1）　

相
談
役
は
、
理
事
会
に
お
い
て
選

任
し
、
任
期
は
二
年
と
す
る
。

（2）　

相
談
役
は
、
海
外
子
女
教
育
の
専

門
性
を
有
す
る
者
と
す
る
。

（3）　

相
談
役
に
は
、
そ
の
職
務
執
行
の

対
価
と
し
て
別
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
報
酬
等
を
支
払
う
。

（4）　

相
談
役
は
、
会
長
の
諮
問
に
応
え
、

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
ほ

か
、会
長
の
指
示
に
従
い
、こ
の
法

人
の
特
定
業
務
を
分
掌
す
る
。

令
和
四
年
度
在
外
教
育
施
設

予
算
の
充
実
に
関
す
る
決
議

　

六
月
八
日
、
海
外
子
女
教
育
推
進
議

員
連
盟
は
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
（
東

京
都
千
代
田
区
）
に
お
い
て
第
十
七
回

総
会
を
開
催
し
た
。
会
長
の
遠
藤
利
明

衆
議
院
議
員
を
は
じ
め
、
河
村
建
夫
元

文
部
科
学
大
臣
、
坂
本
哲
志
一
億
総
活

躍
担
当
大
臣
や
丹
羽
秀
樹
文
部
科
学
副

大
臣
、
田
野
瀬
太
道
衆
議
院
議
員
の
ほ

か
、
文
部
科
学
省
や
外
務
省
、
海
外
子

女
教
育
振
興
財
団
や
日
本
貿
易
会
、
日

本
在
外
企
業
協
会
、
さ
ら
に
企
業
・
団

体
や
学
校
の
関
係
者
等
、
四
十
人
ほ
ど

が
集
ま
り
、
状
況
報
告
や
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

　

同
連
盟
は
二
〇
一
三
年
、
自
由
民
主

党
に
所
属
す
る
国
会
議
員
二
十
八
人
で

発
足
。
海
外
子
女
教
育
推
進
の
た
め
に

予
算
を
拡
充
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
て

き
た
。

　

冒
頭
、
遠
藤
会
長
等
か
ら
あ
い
さ
つ

が
あ
っ
た
の
ち
、
文
部
科
学
省
と
外
務

省
か
ら
今
年
度
の
予
算
に
関
す
る
状
況

が
報
告
さ
れ
た
。
続
い
て
、
日
本
貿
易

会
や
日
本
在
外
企
業
協
会
、
海
外
子
女

教
育
振
興
財
団
お
よ
び
早
稲
田
渋
谷
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
校
、
立
教
英
国
学
院
か
ら

次
年
度
予
算
に
か
か
わ
る
要
望
が
そ
れ

ぞ
れ
出
さ
れ
た
。

　

最
後
に
「
令
和
四
年
度
在
外
教
育
施

設
予
算
の
充
実
に
関
す
る
決
議
」
が
採

択
さ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
閉
会
と
な
っ

た
。

　

な
お
決
議
で
は
、「『
令
和
の
日
本
型

学
校
教
育
』
と
『
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
、

ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
』
を
も
見
据
え
た
在

外
教
育
施
設
に
お
け
る
教
育
の
充
実
を

は
か
り
、
海
外
の
子
ど
も
の
教
育
を
し

っ
か
り
と
保
障
し
て
い
く
た
め
」、
次

の
四
点
が
強
く
要
望
さ
れ
た
。

一
、「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

方
針（
骨
太
の
方
針
）二
〇
二
一
」に

お
い
て
、
同
二
〇
二
〇
で
は
消
さ
れ

て
い
た
在
外
教
育
施
設
に
つ
い
て
の

記
述
を
回
復
す
る
こ
と
。

二
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
策
定
さ
れ

た
「
在
外
教
育
施
設
未
来
戦
略
二
〇

三
〇
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
各
施
策
を

着
実
に
実
現
す
る
こ
と
（
派
遣
教
師

の
充
足
率
を
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と

す
る
こ
と
や
、
教
員
給
与
に
関
す
る

委
託
費
抑
制
率
の
撤
廃
等
）。

三
、「
在
外
教
育
施
設
未
来
戦
略
二
〇

三
〇
」
に
お
け
る
研
究
開
発
へ
の
支

援
や
新
規
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
今
後
の
在
外
教
育
の
振
興
に
向

け
た
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
（
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基

づ
く
政
策
立
案
）
に
貢
献
す
る
よ
う

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
。

四
、
一
〜
三
の
取
り
組
み
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
従
来
か
ら
講
じ
ら
れ
て
き

た
施
策
と
の
整
合
性
を
取
る
こ
と
が

必
要
な
た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
強
く
要
望
す
る
。

・ 

派
遣
教
師
数
の
増
加
／
教
師
の
研

修
機
会
の
充
実

・ 

学
校
図
書
の
拡
充
／
教
材
の
充
実

／
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
／
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
派
遣
等

・ 

在
外
教
育
施
設
を
拠
点
と
し
た
先

進
的
教
育
改
革
の
取
り
組
み
／
多

様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
／
日

本
の
教
育
・
文
化
発
信
の
推
進

・ 

受
け
入
れ
体
制
の
整
備

・ 

赴
任
経
験
の
あ
る
教
師
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築

・ 

児
童
生
徒
や
教
職
員
の
安
全
確
保

・ 

在
外
教
育
施
設
に
お
け
る
特
別
支

援
教
育
、
幼
児
教
育
お
よ
び
高
校

教
育
等
へ
の
支
援
充
実

第
１
回「
わ
た
し
発
、
世
界
着 

∞
」（
ワ

タ
セ
カ
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
募
集
要
項

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

趣
旨　

海
外
に
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
が

日
本
と
世
界
に
対
す
る
関
心
や
理
解

を
深
め
て
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る

よ
う
に
そ
の
道
筋
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
活
躍
の
場
が
減
少
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
に
「
発
信
」
の
機
会
を
提

供
す
る
。

テ
ー
マ　

M
y Idea for the Future

募
集
内
容　

世
界
規
模
で
解
決
す
べ
き

課
題
か
ら
身
近
な
国
や
地
域
に
あ
る

ニュースニュース お知らせお知らせ
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問
題
ま
で
、
そ
れ
ら
を
解
決
す
る
た

め
の
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
発

表
し
て
い
る
日
本
語
に
よ
る
動
画

　
〈
ワ
タ
セ
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
タ
ッ
フ

　

 

か
ら
〉

　
「
海
外
子
女
の
皆
さ
ん
が
考
え
た
課

題
解
決
の
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
共
有

し
、
よ
り
よ
い
社
会
を
実
現
さ
せ
た
い

と
思
い
、
本
コ
ン
テ
ス
ト
を
企
画
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ん
か
ら
の
作
品
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
！
」

注
意
事
項

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
、
他
の
コ
ン
テ
ス

ト
等
に
応
募
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
発
表
者
は
１
人
の
み
。

・
特
定
の
個
人
や
団
体
を
攻
撃
す
る

内
容
で
な
い
こ
と
。

・
応
募
は
１
人
１
作
品
。

・
動
画
の
冒
頭
で
、
発
表
者
の
フ
ル

ネ
ー
ム
と
学
年
、
タ
イ
ト
ル
を
述

べ
る
こ
と
。

・
自
己
紹
介
を
含
め
た
動
画
全
体
の

再
生
時
間
が
３
分
か
ら
４
分
の
間

で
あ
る
こ
と
。

・
動
画
に
は
つ
ね
に
発
表
者
本
人
の

顔
が
映
っ
て
い
る
こ
と
。

・
カ
ラ
ー
で
撮
影
す
る
こ
と
。

・
拡
張
子
は
Ｍ
Ｐ
４
、
Ｆ
Ｌ
Ｖ
、
Ｍ

Ｏ
Ｖ
、
Ａ
Ｖ
Ｉ
、
Ｗ
Ｍ
Ｖ
、
Ｍ
Ｔ

Ｓ
、
Ｍ
２
Ｔ
Ｓ
の
い
ず
れ
か
で
、

フ
ァ
イ
ル
の
容
量
は
５
０
０
Ｍ
Ｂ

以
内
で
あ
る
こ
と
。

・
撮
影
し
た
動
画
は
編
集
せ
ず
、
ノ

ー
カ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
（
デ
ー
タ

圧
縮
は
可
）。

・
ラ
イ
ト
お
よ
び
マ
イ
ク
の
使
用
可
。

・
テ
ロ
ッ
プ
や
Ｂ
Ｇ
Ｍ
等
は
使
用
不

可
。

・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
等
、
各
種
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
は
使
用

不
可（
背
景
で
の
使
用
も
不
可
）。

・
１
点
の
み
小
道
具
の
使
用
可
。
た

だ
し
、
次
の
も
の
は
不
可
。

　

＊
発
表
者
が
手
に
持
て
な
い
も
の
。

　

＊
画
像
や
音
声
が
出
て
い
る
状
態

　
　

の
電
子
端
末
。

　

＊
１
冊
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
等
の

　
　

複
数
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
の
使

　
　

用
。

対
象　

２
０
２
１
年
７
月
２
日
時
点
で
、

次
の
①
②
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
小

学
５
〜
高
校
３
年
生（
日
本
の
学
齢
）

①　

 

在
外
教
育
施
設
に
在
籍
し
て
い

る
こ
と（
国
籍
不
問
）。

　

②　

 

保
護
者
の
い
ず
れ
か
が
日
本
国

籍
を
持
ち
、
家
族
に
帯
同
し
て

日
本
国
外
に
在
住
し
て
い
る
こ

と
。

募
集
期
間　

２
０
２
１
年
７
月
２
日
正

午
〜
８
月
31
日
正
午（
日
本
時
間
）

賞　

優
秀
賞
等

結
果
発
表

　

２
０
２
１
年
10
月
20
日
（
本
財
団
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
上
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団 

ワ
タ
セ

カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

　

Em
ail w

ataseka@
joes.or.jp　

　

U
R
L https://w

w
w
.joes.or.jp/

kojin/w
ataseka

第
13
回
子
ど
も
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
文

学
賞（
北
九
州
市
）

募
集
内
容　

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
ル

ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
、
旅
行
記
、
伝
記
、

記
録
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
）

応
募
部
門　

小
学
校
の
部
（
４
０
０
字

詰
め
縦
書
き
原
稿
用
紙
３
〜
20
枚
）

　

中
学
校
の
部（
同
５
〜
50
枚
）

応
募
期
間　

２
０
２
１
年
９
月
１
日
〜

11
月
30
日（
必
着
）

賞　

各
部
に
、
大
賞
、
佳
作
、
選
考
委

員
特
別
賞
、
学
校
団
体
賞

結
果
発
表

　

２
０
２
２
年
年
３
月
上
旬
、
北
九
州

市
立
文
学
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

北
九
州
市
立
文
学
館
「
子
ど
も
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
文
学
賞
」係

T
E
L 

０
９
３ 

│ 
５
７
１ 
│ 

１
５
０
５

FA
X
 

０
９
３ 

│ 

５
７
１ 
│ 
１
５
２
５

U
RL https://w

w
w
.

kitakyushucity-bungakukan.jp

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
帰
国
生
の
た
め
の

学
校
紹
介
動
画
配
信

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

例
年
、
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
が

夏
期
に
行
っ
て
い
る
帰
国
生
の
た
め
の

学
校
説
明
会
・
相
談
会（
東
京
・
大
阪
・

名
古
屋
）
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
昨
年
に
続
き
オ

ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
、
６
月
25
日
か
ら

７
月
31
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
参
加
さ
れ
た
学
校
の
紹
介
動

画
に
関
し
ま
し
て
は
８
月
末
ま
で
左
記

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〈
帰
国
生
の
た
め
の
学
校
説
明
会
・
相

談
会
〉

https://w
w
w
.joes.or.jp/kojin/

kokunai_setsum
eikai

新
規
ご
入
会
維
持
会
員

・（
株
）ト
ヨ
タ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

８
月
16
日
夏
季
休
業
の
お
知
ら
せ

　
（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
は
８
月
16

日
を
夏
季
休
業
日
と
い
た
し
ま
す
。

ニュースニュース お知らせお知らせ
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教育相談
お子さんが安心して海外で教育を受けられるよう、教育に関する最新情報をもとに海外・帰国子女教育
専門の教育相談員が個別面談による相談（仙台・東京・浜松・名古屋・大阪・広島・小倉・博多）にお
こたえします。東京・大阪以外は不定期での実施です。
海外や遠隔地からのオンライン・電話・メールでの相談にもおこたえします。
面談相談・オンライン相談・電話相談は１家族１時間、予約制です。

相談料は、本財団の企業・団体会員とそのご家族の場合は無料、それ以外のかたの場合は￥6,000です（初
回相談から１年間有効）。

学校説明会・相談会
小学校から高校段階までのお子さんとその保護者を対象に、オンラインを活用して帰国生受け入れ校の
担当者が自校の指導方針・授業・課外活動の特色や、選考方法・時期・応募資格などの説明を行うとともに、
具体的な質問にもおこたえします（参加無料）。
※詳細はhttps://www.joes.or.jp/kokunai/kokunai_setsumeikaiをご覧ください。

お問い合わせ先

【東京本部】 〒105-0002　東京都港区愛宕1－3－4　愛宕東洋ビル6階　　TEL  03-4330-1341
【関西分室】 〒530-0001　大阪市北区梅田3－4－5　毎日新聞ビル3階　　TEL  06-6344-4318

海外子女教育振興財団

《
出
国
前
か
ら
帰
国
後
ま
で
》

《
出
国
前
》

日本の教科書の無償配付　
文部科学省から依頼を受け、これから出国するお子さんに日本の教科書をお渡ししています。
※海外滞在中のかたに関しては、在外公館（大使館・総領事館等）が管轄しています。

講習会
●赴任前子女教育セミナー（東京・浜松・名古屋・大阪・博多・オンラインほか）
「初めての海外赴任、子どもの教育について心配……」
海外・帰国子女教育専門の相談員による講話で、出国前から滞在中、
帰国後に至るまでの教育の流れがつかめます。

●現地校入学のための親子教室（東京・名古屋・大阪）
「海外の学校ってどんなところかな？」
英語で教育を行っている学校へお子さんを通わせる予定のご家族を対象に、「親クラス」と「子どもク
ラス」に分けて、スムーズに学校生活を始められるようなプログラムを組んでいます。

●渡航前配偶者講座（東京）
「海外赴任が決まったけれど、何を準備すればいいのかしら？」
＜ 海外生活準備コース＞　ストレスマネジメントの考え方を実践しつつ、行動計画を立てて準備するこ
とを学びます。また赴任する地域ごとに分かれて元駐在員配偶者から具体的な話を聞きます。

＜ 英会話コース＞＜WEBサテライト英会話＞　駐在員配偶者として豊富な体験を持つ講師や世界各地の
「卒業生」からの現地情報なども織りまぜつつ、即戦力となる英会話の授業を行います。
＜ サバイバル中国語コース＞　中国語に初めて接するかたを対象に、絶対に覚えておきたい必要不可欠
な中国語会話をマスターしていただきます。スマートフォンやiPodにダウンロードして繰り返し練習
できるCDつきです。

●渡航前子ども英語教室（東京）
現地校やインターナショナルスクールでの「最初の1カ月」を乗り切るためのサバイバル・イングリッ
シュと、英語を読むための基本を学習します。また外国人講師による模擬授業もあります。

サービスのご案内

公益財団法人海外子女教育振興財団　　https://www.joes.or.jp

https://www.joes.or.jp/kokunai/kokunai_setsumeikai
https://www.joes.or.jp
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海外子女のための通信教育
海外でも、しっかりと日本語で学習に取り組めるプログラムを用意しています。現地校やインターナショ
ナルスクールで忙しいお子さんが無理なく学習を継続するために、「これなら続けられる」という内容で着
実な学力育成をねらいとしています。また就学前のお子さんには、母語である日本語に楽しく触れてもら
うため、著者や出版社等の偏りがなく発達段階に合わせて厳選された日本の絵本をお届けする配本サービ
スを用意しています。家庭で日本語の土台をしっかりと築くことが大切な時期に、お役立ていただけます。
●小・中学生コース（文部科学省補助）
＜国語・算数/数学コース＞　対象：小１～中３
海外子女用の教科書を使って進める、基礎･基本を身につけるための学習内容で、自分自身で学習を進め
ることができるようになっています。国語は、日々の学習にブック教材と「学習の進め方ガイドブック」、
そして補助教材

※１

がついています。算数/数学は、日々の学習にインターネット教材
※２

を採用。共通の添削問
題では、毎月の学習内容が身についたかを確認することができます。返送される添削問題等は、海外の受
講生の状況を理解している添削指導者が丁寧に指導してお返しします。
※１ 語彙力・漢字力をつけるための教材がついているほか、正しい日本語に触れていただくための朗読音声を受講生専用サイトからダウンロードして活用できます。
※２ 算数/数学のインターネット教材は、以下の理科・社会コースの教材と同様です。

＜理科・社会コース＞　対象：小３～中３
インターネット上で学習するコースで、受講生専用サイトへログインすると、単元ごとの解説を日本語音
声による動画で授業のように見ることができ、画面上でチャレンジできるさまざまな問題が用意されてい
ます。学習でわからないことなどを気軽に質問できる機能もついています。また「学習ノート」をプリン
トアウトして活用できるので、記述式の学習で理解や確認をサポートします。
●幼児コース　対象０～６歳
読み聞かせを楽しんでいただくコースで、０歳向けには絵本を一括送付、１～６歳向けには３ヵ月ごとに送付
します。配本のほかに、保護者向けの通信やレポート、４～６歳のお子さんには、「線あそび」
「文字あそび」などの付録と課題のシートがつきます。配本予定の絵本のなかに、すでにお
持ちのものがあれば差しかえます。
★算数／数学、理科・社会のインターネット教材は無料体験版をお試しいただけます。

帰国子女のための外国語保持教室
帰国子女が海外生活で身につけた語学力を保持していくことを目的に、首都圏・中部・関西で開設して
います。リラックスして楽しめる雰囲気と、独自の理論に基づく運営を特色とするこの教室では、1,600
人ほどの小学生～高校生が学んでいます。さらにオンラインコースも設置しており、日本全国どこからで
も受講いただけます。
対象言語
…英語、フランス語（オンラインのみ）
募集対象
… 小学２年生～高校３年生までの基準の語学力を有する帰国子女。受け入
れの目安

4 4

としては、海外の学校で英語またはフランス語による教育を２
年（小学２年生は文章の読み書きの学習を１年）以上受けているレベル。
講師
… ネイティブスピーカーまたはバイリンガルの講師が指導に当たります。
特徴
… 年齢にふさわしい総合的語学力を維持することを目標としています。週１回の授業は、語学力の質を高めるた
めに不可欠な読む力・書く力の強化と会話を通してのコミュニケーション力の強化を目的に構成しています。
…ライティングやパブリックスピーキングなどテーマを絞って学習する目的別コースもあります。
… クラスは日本の学年を基準に分け、さらに入室テストの結果により３段階のレベルに分けて編成しています。
教室
… 首都圏（新宿、新宿西、愛宕、代々木、横浜、川崎、船橋）／中部（名駅、名古屋栄、豊田）／関西（大阪）
／オンラインコース（ご自宅からインターネット上で受講できます。）

海外子女教育振興財団

《
滞
在
中
》

《
帰
国
後
》

サービスのご案内

無料体験版

チュー太
（通信教育
マスコット）
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公式キャラクター
にほごん

【
文
法
編
】

出題：
https://www.nihongokentei.jp

★
「
日
本
語
検
定
」
は
、
親
子
が
い
っ
し
ょ
に
学
び
、
楽
し
み
な
が
ら
挑
戦
で
き
る
検
定
で
す
。
検
定
問
題
へ
の
挑
戦
を
通
じ
て
、
日
本
語
の
運
用
能
力
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

７
級
（
小
学
校
2
年
生
レ
ベ
ル
） 

問　

一
〜
三
の
（　
　
　

）
の
中
に
入
る
、
い
ち
ば
ん
よ
く
合あ

う
言こ
と

葉ば

は

ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
番ば

ん

号ご
う

で
答こ
た

え
て
く
だ
さ
い
。

一　

中
学
生
の
姉あ
ね

は
、
運う
ん

動ど
う

ぐ
つ
を
二（　
　

）
持も

っ
て
い
ま
す
。

	

［ 

① 

着ち
ゃ
く　
　

② 

足そ
く　
　

③ 

こ 

］

二　

と
な
り
の
家い
え

の
お
じ
さ
ん
か
ら
、遊ゆ
う

園え
ん

地ち

の
入に
ゅ
う

場じ
ょ
う

け
ん
を
三（　
　

）

も
ら
い
ま
し
た
。

	

［ 

① 

ま
い　
　

② 

本　
　

③ 

台だ
い 

］

三　

学
校
の
と
な
り
の
文ぶ
ん

具ぐ

店て
ん

で
、
ノ
ー
ト
を
三
（　
　

）
買か

い
ま
し
た
。

	

［ 

① 

ま
い　
　

② 

さ
つ　
　

③ 

通つ
う 

］

６
級
（
小
学
校
4
年
生
レ
ベ
ル
） 

問　

一
〜
三
の
文
で
、（　
　
　

）
に
入
る
言
葉
と
し
て
適て
き

切せ
つ

な
の
は
、

①
と
②
の
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
。
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

一　

わ
さ
び
入
り
の
す
し
は
か
ら
す
ぎ
て
、
ぼ
く
に
は
（　
　
　
　
　

）。

	

［ 

① 

食
べ
ら
れ
な
い　
　

② 

食
べ
れ
な
い 

］

二　

こ
の
菓か

子し

の
ふ
く
ろ
は
、
手
で
も
か
ん
た
ん
に
（　
　
　
　
　

）

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

	

［ 

① 

切
れ
る　
　

② 

切
れ
れ
る 

］

三　

高
い
木
に
登
っ
て
（ 　
　
　
　

） 

な
っ
た
ね
こ
を
、
父
が
助
け
て

や
っ
た
。

	

［ 

① 

お
り
れ
れ
な
く　
　

② 

お
り
ら
れ
な
く 

］

正しい言い方を

身につけよう。

日
本
語
検
定

https://www.nihongokentei.jp
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５
級
（
小
学
校
卒
業
レ
ベ
ル
）

問　

一
〜
三
の
文
は
、
日
常
ふ
つ
う
に
用
い
る
表
現
と
し
て
適
切
で
し
ょ

う
か
。
適
切
な
文
で
あ
れ
ば
○
で
、
不
適
切
な
文
で
あ
れ
ば
×
で

答
え
て
く
だ
さ
い
。

一　

父
が
家
に
早
く
帰
っ
て
く
る
と
、
夕
食
を
い
っ
し
ょ
に
食
べ
た
り
、

勉
強
を
み
て
も
ら
っ
た
り
で
き
て
う
れ
し
い
時
間
で
す
。

二　

昨
年
は
、
市
内
の
湖
に
わ
た
り
鳥
の
群
れ
が
た
く
さ
ん
や
っ
て
来

ま
す
。

三　

少
し
は
勉
強
し
な
さ
い
と
母
に
し
か
ら
れ
た
弟
は
、
ゲ
ー
ム
を
や
め

て
し
ぶ
し
ぶ
机つ
く
え

に
向
か
い
ま
し
た
。

答
え
は
50
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

２
０
２
１（
令
和
3
）年
度
第
2
回
日
本
語
検
定（
準
会
場
）─
日
本
語
検
定
委
員
会
主
催

11
月
12
日

（金）
・
13
日

（土）
（
海
外
は
11
日

（木）
・
14
日

（日）
も
実
施
可
）

申
込
期
間
：
8
月
2
日

（月）
～
10
月
15
日

（金）

お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
は
こ
ち
ら

Email  info@
nihongokentei.jp

U
R
L  https://w

w
w
.nihongokentei.jp

後
援
：�

文
部
科
学
省
／
全
国
連
合
小
学
校
長
会
／
全
日
本
中
学
校
長
会
／
全
国
高
等
学
校
長
協
会
／

　
　
　

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
／
日
本
商
工
会
議
所
／
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス　

他

特
別
協
賛
：
読
売
新
聞
社　
　

協
賛
：
時
事
通
信
社
／
東
京
書
籍

４
級
（
中
学
校
卒
業
レ
ベ
ル
）

問　

一
、二
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
と
き
、（　
　
　

）
部
分
は
ど
ち
ら
の

言
い
方
が
適
切
で
し
ょ
う
か
。
適
切
な
ほ
う
を
選
ん
で
、
番
号
で
答

え
て
く
だ
さ
い
。

一　

実
行
委
員
み
ん
な
の
頑が
ん

張ば

り
が
な
け
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
文
化
祭
を

（
① 

盛
り
上
げ
ら
れ　
　

② 

盛
り
上
げ
れ 

）な
か
っ
た
と
思
う
。

二　

小
さ
い
頃こ
ろ

は
犬
が
苦
手
だ
っ
た
が
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、
平
気

で（ 

① 

さ
わ
れ
る　
　

② 

さ
わ
れ
れ
る 

）よ
う
に
な
っ
た
。

「
ら
抜
き
言
葉
」
に
な
っ
て
な
い
？

https://www.nihongokentei.jp
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＜7級＞
一　【正解／②】

運
うん

動
どう

ぐつやくつしたなど、足にはくものを左右ひとそろいで数
かぞ

えるときには、②「足
そく

」を使
つか

います。
二　【正解／①】

入
にゅう

場
じょう

けんのような、うすくて平
ひら

たいものの一つひとつを数えるときには、①「まい」を使います。
三　【正解／②】

ノートや本を数えるときは、②「さつ」を使います。
＜６級＞
一　【正解／①】

「食べる」は、「食べ（ない）・食べ（ます）・食べる・食べる（とき）・食べれ（ば）・食べろ・食べ（よ
う）」と形が変

か

わる言葉です。「～できる」という意味で使うときには、「られる」を付
つ

けて、「食
べられる」と言うので、①「食べられない」が適

てき

切
せつ

です。
二　【正解／①】

「切る」は、「切ら（ない）・切り（ます）・切る・切る（とき）・切れ（ば）・切れ・切ろ（う）」と形が
変わる言葉です。「～できる」という意味で使うときには、①「切れる」というのが適切です。
三　【正解／②】

「おりる」は、「おり（ない）・おり（ます）・おりる・おりる（とき）・おりれ（ば）・おりろ・おり
（よう）」と形が変わる言葉です。「～できる」という意味で使うときには、「られる」を付けて、
②「おりられなく」が適切です。
＜５級＞
一　【正解／×】

「父が家に早く帰ってくる」ことと「うれしい時間です」が適切につながる言い方になってい
ません。「父が家に早く帰ってくると、夕食をいっしょに食べたり、勉強をみてもらったりす
る時間ができてうれしいです。」などのようにすれば、適切な文になります。
二　【正解／×】

「昨年は」とあるので、「やって来ます」と現在や未来のことをいう言い方になっている問題文
は不適切です。「昨年は、市内の湖にわたり鳥の群れがたくさんやって来ました。」などのよ
うに過去のことをいう言い方にすれば、適切な文になります。
三　【正解／○】

主語の「弟は」と述語の「（机
つくえ

に）向かいました」が正しく対応しています。
＜４級＞
一　【正解／①】

「盛り上げる」の「上げる」は下一段段活用動詞なので、「上げる」の未然形「上げ」に可能の助
動詞「られる」を付けた、①「盛り上げられ（なかった）」が適切です。②「盛り上げれ（なかっ
た）」は、「られる」の代わりに「れる」を付けた、「ら抜

ぬ

き言葉」です。
二　【正解／①】

「さわる」は五段活用動詞なので、可能動詞の①「さわれる」を用いるのが適切です。②「さわ
れれる」は、「さわれる」に不要な「れ」を加えた、「れ足す言葉」です。

挑戦！　にほごんの日本語検定　解答・解説 

１都１道２府４３県めぐり　クイズ解答
① B　② C

本誌へのご意見・ご感想をお待ちしております。

本誌への投稿や関連情報の提供を随時受けつけています。
お名前とご連絡先を明記のうえ、「月刊『海外子女教育』編集部」宛てとして、E-mail、

FAX、郵便のいずれかでお送りください。

◎海外・帰国子女教育、国際教育関連の論文やエッセイ、研究レポート

◎海外・帰国子女教育、国際教育関係の研究発表会などの催しのご案内

◎連載「家族／クロスカルチャー」取材対象家族を募集しています。

　海外生活にまつわるご家族のエピソードをお聞かせください。

◎「みんなの広場」タイトル文字、作文・詩・短歌・俳句、習字・イラストなど。
　大人のかたの投稿（1200字以内）も大歓迎です。

※掲載・不掲載にかかわらず、作品は返却いたしませんので、ご了承ください。
※掲載作品に関する著作権は本財団に帰属することとします。
※二重投稿はご遠慮ください。
※お知らせいただいた個人情報は、作品掲載以外の目的では利用しません。

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

■投稿募集ほか■

編 集 後 記

発　行　2021年 8月１日

定　価　本体700円＋税

発行人　綿引　宏行

編集人　島田　誠一
　　　　公益財団法人
発行所　海外子女教育振興財団
　〒105-0002  東京都港区愛宕1－3－4
 　  愛宕東洋ビル６階

制作協力　Roots International
　　　　　㈱東京美術

※無断での改変・再販を禁ず。
※ 本誌購読料は、財団維持会員の場合
は会費に含まれます。

［国内購読料］１カ月770円：１年間9,240円　　［海外購読料］１カ月950円～ 1,050円：１年間11,400円～ 12,600円
※バックナンバーの販売もしています。
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�海外赴任中の友人、現地に一応適
応していると言いつつ、「この国が
嫌い」と。「過酷な国を好きになれ
る人ってすごいよ」とため息をつく
ので、「嫌いな国に適応しているっ
てすごいよ」と返した。　　　（松）
�ぼんやりと青空を眺めていると、
なぜかキュウリの種のようなものが
見えたりする。大昔、フラッと入っ
た博物館の企画展が「目の科学」で、
そういう現象も含めて説明してくれ
ていたのを思い出した。　　　（淳）
�コロナでフットサルのメンバーが
集まらない。区の教室に申し込んで
みる。なんと参加者の多くは60～70
代の皆さん。「そういえばここ、昔
はゲートボールもやってたなあ…」
残念なことに水が合いました。（然）
�『武士の娘』の著者杉本鉞

えつ

子
こ

という
女性をご存知だろうか。在留邦人の少
ない百年ほど前の米国で二人の娘を
育てた。時代も環境も大きく変ってい
るが、異国で子育ての先駆者の姿勢か
ら多くの教訓を得ることができる。（島）

9月号「特集」の予定は…
●文芸作品コンクールで時代をふり
返る

2021年8月号　No.582
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 ● E-mail  kikanshi@joes.or.jp
● TEL 03-4330-1350／FAX 03-4330-1355　●URL  https://www.joes.or.jp
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次 代 を 創 る 人 材 に―

攻玉社 検索

攻玉社中学校 併設/高等学校
〒141 0031 東京都品川区西五反田5 14 2　
東急目黒線不動前駅より徒歩2分　
TEL.03（3493）0331（代）　https://www.kogyokusha.ed.jp

国際学級
募集人員　男子40名
（国語・算数 20名/英語 20名)
※詳細はHPをご覧ください

158
Since 1863

創立158年

その先の「学び」へ

×立正大学法学部コラボ企画

「法 …」義講いし難「」ドーレパンオの語用門専いなれ慣き聞「」記暗丸の文条「 ？かすで何はのもるすジーメイてい聞と」学
こんなイメージから、なかなか親しみが持てないのも事実でしょう。

しかし実は、コンビニでパンを買ったり、電車やバスに乗るといったごく日常的な行為すべてが、
法律に定められたルールに従っておこなわれていることをご存知ですか？
法律は、私たちの実生活と切っても切れない、とても密接なものです。

「法学」を学ぶということは、法の考え方を理解し、現実の社会で生かすことです。
ここでは、「難しい」「硬い」という印象の強い「法学」が、
実は「身近で親しみやすい」学問であることを、
立正大学法学部の教員が紹介します。

実
高校生のための「法学」講座

法学 のハナシ」「
はやさしい

画面内どこでも
クリックすると

専用サイトが出ます

例えば・・・
●カンニングは罪に問われるの？
●約束と契約ってどう違うの？
●無期懲役って軽い刑罰なの？

▶気になる回答は
　大学通信HP専用サイトへ

https://kogyokusha.ed.jp/
https://www.univpress.co.jp/university/rissho_law/13th_lecture/


大学通信の情報力を集結した

https://univ-online.com/

〒102 - 0084 東京都千代田区二番町11- 7
TEL.03-3515-3591（代表）　FAX.03-3515-3558
https://www.univpress.co. jp/

受験シーズンの話題を独
占する「高校別大学合格
者数」情報をはじめ、大学
入試・進学に関する最新
データやトピックスを

いち早く公開!

https://univ-online.com/



